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序章


「大人しくでてきやがれっ、もう逃げ場はねぇんだ――わっ」
　猫目大作の手に握られていたメガホンが、丘の上から放たれた弾丸によって見るも無残に打ち砕かれると、中のアンプの断末魔のような不協和音が辺り一面に響き渡った。
「猫目チャンっ、ひっこめ！」
　間一髪、猫目の頭を押さえて地面に伏せると、私と彼の髪の上を、疾風のようなものが通り過ぎて行った。こちらの咆哮にひるむことなく、相手はバリケードの隙間から執拗にエアガンの弾を浴びせてくる。玩具とはいえかなり威力の強いものだから、打ち所が悪いとひどくはれ上がってしまう。
「――ちきしょう、寄るも地獄、退くも地獄、死ねば天国かァ……」
「のんきなこと言ってる場合か！　――先生、無関係なあなたまで巻き込むようなことになってしまって、申し訳ありません」
　山藤悠一は猫目の頭をひっぱたくと、帽子の上をかすめて行った弾丸を恨めしそうに見送ってから、私を巻き込んだことをひどく後悔しながら詫びた。
「オレだって興味本位でくっついてきたんだ、いい年こいた大人なら、自分の始末ぐらいつけられらァ。ま、そうメソメソしなさんな」
　無理に笑顔を作って見せると、山藤悠一はわかりました、と、どこか煮え切らない返事をひとつしてから、ホルスターから抜いた拳銃をそっと、暗がりに向けた。
　それにしても、とんだ持久戦である。青葉の茂る四月末とはいっても、夜になればまだまだ寒さが身に染みてくる。おまけに、郊外の遮蔽物がない丘陵地帯の一角という地理的要因も加わって、南から吹き付ける風が弱まりもせず、容赦なく体を冷やしてくるからたまらない。
「それにしてもあの三人、どうしてるのかねえ」
　胸ポケットにつっこんであったピースの箱から、最後の一本を抜き取って火をつけると、斜面に沿って煙が流れて行った。山藤悠一と猫目大作はしばらく考え込むと、力なく、
「さあ……」
　と、動きの読めないこの局面についての返答ともとれる、曖昧模糊とした声を上げたのだった。



第一章　クラリネットと毒薬と
一、
　入口でモギリに切符を渡すと、僕と弘之は緊張がとれたせいか、指定された席に腰を下ろすなり、盛大なため息を吐いてしまった。日比谷公会堂という場所の空気は、少なくとも僕や弘之が吸うにはためらわれるような何かが含まれているのだ。
「なによ二人とも、だらしないわねぇ」
　プログラムを開こうとしていた益美が、クリーニングから戻ったばかりのブレザーの袖をはためかせながら、いつも通りにほどよくよれた僕らの制服に向かって渋い目を向ける。春休みだというのに、まさかこうして引っ張り出してくることがあるとは思わなかった。
「しゃあねえだろ、こういう場所に慣れてねえんだからさあ。――誰かさんみたいに、休みとあれば観劇三昧のお方たァわけが違うんだよ。なあ？」
「ぼ、僕に振らないでくれよ！　――ほら、他のお客さんたち、すっごいお金持ちっぽいし……」
　僕の苦し紛れの言い訳を、益美は少しずつ埋まりだしている座席を一べつしてから、まあ、無理もないわねえ、と、あっさり受け入れてくれた。
「全盛期のファンはもう、立派なおじいちゃん、おばあちゃんになってるんだもんねえ。――まあ、こういうのってよくある話なんだけど……」
　嫌味な返しに、弘之はあからさまな舌打ちをしてから、入口でもらったプログラムの表紙に踊る、「テイルズ＆フラッツ　第七三回定期演奏会～スイングの夕べ～」の文字、そして、前回の演奏会での一コマを写した写真へ目を落とした。
　写真は、クリーム色をしたダブルの背広を着こなした見事なまでの銀髪と白髪のバンドマンたちが、優雅なたたずまいで各々の担当する楽器を抱えているところを上手く切りとったものなのだが、よく見ると、その銀白の舞台上にただ一つ、瑞々しいまでの濡れ羽色をした黒髪の少女がたたずんでいる。
　男だらけの老舗ジャズバンド・テイルズ＆フラッツにこの一月から加盟した最年少メンバー、クラリネット担当の鈴置千尋。ついでに言えば、彼女は益美の従姉だったりするのだ。
「――オレらと年が変わんねえのに、あちらは舞台の上、こちらは座席の上……か。わかんねえモンだなあ」
　プログラムに載っている、鈴置千尋の特集ページを読みながら、弘之が嘆息してみせる。
「そんだけ、チー姉の腕がいいってことよ。ま、オーディションに参加した人たちは残念だったでしょうね、自分より年下の小娘に負けた！　なんて……」
「ケッ、しょってらァ」
　半ば強引にここまで引っ張って来られたのが癪に障るのか、弘之はプログラムを畳むと、ポケットにしまってあったフリスクの箱を振って、二、三粒を口の中へ放り込んで、音を立ててかみ砕いた。
「演奏中に食べたらぶっ殺すわよ」
「うるせえな、こんな風に食べやしねえよ……」
　こんな具合に二人がケンカをしていると、弘之の右隣の方から、背広を着こんだ二人連れの男が半券の番号をたよりに、しきりに座席の番号を探りながら近づいてきた。
「いつもなら閑古鳥の鳴いてる公会堂も、テイルズのコンサートとなると混んでるなあ」
　坊主頭に黒メガネ、ひょろりとした背丈の麻の背広を着た男が寿司の折詰めを持ったまま、前に立った中肉中背、うっすらと日に焼けた顔にウールの背広とハイネック、ソフト帽を被ったままの男へ声をかける。
「フラッツ様様、ってなとこでしょうや。――っと、みいつけたァ」
　どっこいしょ、と言いながら弘之の隣へ腰を下ろすと、ハイネックの男はソフト帽を脱ぎながら、
「劇場ではお静かに……」
　と、どこか茶目っ気を残した、冷静な物言いで益美と弘之へジェスチャーを交えて注意をした。
「……すいません」
　益美が謝ると、ハイネックの男は「分かればよろしい」とでも言いたげな表情で僕たちを眺めていたが、背後から現れた黒メガネの男に頭をペチンと叩かれて、すっかりだらしない表情へ早変わりしてしまった。
「――Ｕ、余計だぞ」
　黒メガネの男が折詰めを手渡しながらＵと呼ばれた男をたしなめる。だが、Ｕはひるむことなく、
「おい金沢、おめえいつから公衆不道徳の手先になったんだ。アアン？」
　お返しとばかりに今度は金沢さんの額を指ではじくと、Ｕは復讐は果たした、と言わんばかりの満足げな顔をしながら、よく見ると二人前が一緒くたに包んであった寿司折の紙をはがして、助六の折詰めに入っていた太巻きへ手を伸ばした。これ以上は話すこともないだろうと、僕たちは開演までプログラムを読んでいようと思ったのだが、この二人組から発せられた一言が、それをすっかり台無しにしてしまった。
「――金沢、おめえその女(スケ)どう思う」
　ガリをつまんでいたＵがおもむろに呟くと、プログラムへ目を落としていた金沢さんは黒メガネを直してから、
「その女(スケ)って……どの女(スケ)？」
「おととい飲んだ店のじゃあねえぞ。――これから出てくるクラリネット(とっくりねくら)のだよ」
「――あんだあ、この鈴置ってえ娘(シャン)か。どう思うって、可愛いげがあるじゃないか」
　金沢がプログラムの写真を二度見してから、自信満々に答えると、Ｕは不機嫌そうに鼻を鳴らしながら返す。
「そりゃあそうだが、問題はウデよ、ウデ。――野郎ばかりのバンド(ドンバ)に入ってきたこの生意気なアマッ娘、果たして腕はイカホドなりや……？　ってコトが気になるわけ」
「おいおい、言いすぎじゃないか」
　なだめる金沢さんに、Ｕは残ったいなり寿司を口へ放り込んで胃へ落としてから、
「言いすぎなもんか、だいたい、テイルズのジイサン方もそろそろ引導を渡されねえといけねえ時期に入ってるんだ。そんなところへ客寄せパンダか何だか知らないが、突然入ってきた新メンバーがほれ、女子高生と来てらァ。オチるとこまでオチたもんだねえテイルズも……」
「――ちょっと、ずいぶん言ってくれるじゃないの」
　長々と聞いているうちに、僕はすっかり、今日来たきっかけを忘れてしまっていたことに気が付いた。振り向くと、いつの間にか益美が立ち上がって、男二人をギロリとにらんでいる。
「なんだいお嬢ちゃん、据置だか鈴懸だかの知り合いかい」
　悠然とした態度のまま、ハンカチで手を拭いながらウッつあんが返す。
「ええ、そうよ。知り合いも何も、鈴置千尋は私の従姉ですが、なにか？」
「――Ｕ、貴様あれほど壁に耳ありと……」
　事の重大さにようやく気付いたのか、親友であるＵさんの肩へ手を乗せたまま金沢さんはわなわなと震えている。だが、それでもＵさんは変わらず、
「へーえ、従姉の介錯にノコノコやってきたのかい、こいつァ泣かせるねえ」
「あんたねえ、どこの誰だか知らないけれど、チー姉ェの演奏聞いたことないんでしょ？」
「ああ、そうだよ。でもナ、吹奏楽部上がりのクラリネットなんざ、大抵相場は決まってるんだ。聞くまでもねえや、聞くだけ時間の無駄だよ、無・駄！」
「なんですって！」
　ドスを効かせて静かに震えていた益美がとうとう本格的に怒り出した。が、僕らの背後でその様子をじっと眺めていた観客の誰かがわざとらしく咳き込んだおかげで、争いの火はうまく消え去ってくれた。
「――まあ、せいぜい従姉の恥かくとこをシカと御覧じろ」
「――ほっぺにご飯粒つけたまま言われても、ねえ」
　益美の指摘に頬をさすり、憎たらし気な表情を向けると、Ｕさんはそのままモケットへ身を預けて、幕が開くのを不機嫌そうに待った。
　やがて、開場を告げるアナウンスに続いて、年季の入ったブザーの音が場内一杯に広がり、明かりがゆっくりと落ちて行き、今度は逆に、一部の隙もなく降りていたどん帳が、音もなく上がりだした。
　と同時に、盛大なドラムの音がホールいっぱいにこだまし、つられて他の楽器も鳴り出した。ジャズのスタンダード・ナンバー「シング・シング・シング」だった。
「――いた！」
　鈴置千尋の姿を探していた僕は、益美の小さく叫ぶ声にようやくピントを結ぶことが出来た。写真以上の美貌に見とれていると、間髪入れずに彼女のクラリネットが響きだし、僕は息を呑んだ。
　感想の第一声は「なんだあこりゃあ」だった。とにかく、聞く者の耳を捕らえて離さない、魔性の魅力がそこにはあった。
　父さんに言わせると、ジャズというものは楽譜通りに鳴らさず、とにかくスイングするように吹いた者が勝ちらしいのだが、まさに鈴置千尋のクラリネットは「スイングしている」という言葉がぴったりの、うねるような旋律を伴って、満場一致の拍手をもたらした。
「なんだこりゃァ」
　さっきまでの不満な顔はどこかへ消えて、右隣のＵさんと金沢さんの二人は食い入るように舞台へ目をやっている。
「――どう？　あたしの従姉妹の腕は……」
　益美が意地悪く笑いながら二人へ尋ねると、二人の男は両手を上げて「降参」のポーズをしてみせた。
「次に客寄せパンダなんて言ったら、目元をパンダみたいにしてやるから覚えてなさい」
「……シツレイシヤシタ」
　女子高生を前に、大の大人がしおれている絵面というのはなんとも滑稽なのだろうが、僕の神経はすべて、目の前で繰り広げられるテイルズ＆フラッツのスイングを味わうことに注がれてしまい、すべてを見届けることはできなかった。
二、
　「シング・シング・シング」が終わって、バンドリーダーである原信(はらのぶ)常(つね)の挨拶のあとに行われたメンバー紹介でも、鈴置千尋は熱烈な拍手によって迎え入れられ、古参のファンたちからも歓迎されているようだった。その様子にひと安心したのか、益美はややリラックスした面持ちで、背もたれにゆったりとくつろぎながら演奏を楽しみだした。
　昔流行った映画の主題曲やスタンダード・ナンバーを挟みながら演奏が進み、バンドアレンジをした「死刑台のエレベーター」が終わると、どん帳が緩やかに降り、幕間を告げるアナウンスが流れ出した。
「――益美ィ、感謝するぜ。ジャズって面白えんだなあ……」
　入った時のけだるそうな表情が嘘のように、弘之は肌の下を駆け回る躍動感が抑えきれないような興奮を顔いっぱいに表現している。
「俺ァよお、てっきり学校の吹奏楽部みてえなもんかと思ってたんだけど、全然ちげえんだ。聞いてて身を乗り出したくなっちまう……ありゃあ、いったいなんなんだろうなあ」
「――少年、それがスイングの精神というものだぜ。わかってるじゃんか」
　いきなり割り込んできた声に驚いて振り向くと、喫煙室から出て来たらしく、煙草の香りを全身にまとったＵさんが、右の手にピースの小箱を持ったまま、同志が見つかったことを嬉しく思っているのか、満足そうに笑っている。
「あら、ずいぶんなご高説なんですね。――最初は散々な口ぶりだったのに」
「ハハハ、その節は大変失礼をしました、えっと……」
　名前を呼ぼうとしたＵさんに、益美はさらりと、白石です、と答えた。それに続いて、僕や弘之のことを益美から紹介されると、なるほど、と呟いてから、Ｕさんは背広の胸ポケットから三枚の名刺を取り出してみせた。
「――諸君、名乗り遅れましたが、あたしゃこういうモンです」
　受けった名刺へなんとなく視線を落とした僕は、おや、と目を見張った。

　探偵小説家　Ｕ・Ｋ

「へえ、おっさん小説家だったのか。売れてんの？」
　弘之の問いに、Ｕ先生はおっさんとは失敬な、と苦々しい顔をしながら、
「まあ、一人で暮らすにはちょうど良すぎる程度にはね。んで、さっき一緒にいたタコ坊主みたいなのは悪友の金沢鉄平って言って、これまたケチな作家さ。知らないかねえ、サンデー帝都に載ってる『トモエ御前のおでましじゃ』ってホームコメディ。今度朝ドラになるんだけど……」
　そういえば、プランタンで読んだ週刊誌にそんな小説が載っていたような記憶があったが、あれはサンデー帝都だったのか、と妙な納得が頭を駆けた。
「でもよお、ケチな作家ってのはひどいと思うぜ」
「しょうがないだろ、そうなんだから。トモエ御前で儲けてるんだ、たまにゃあハゲ天の天ぷらぐらいオゴリで食わせてもらいたいもんだが……」
「――お前の基準で『腹いっぱい』になるまで食べさせると、こちらがいくらあっても足りないんだよ」
　弘之と話し込んでいたところへ現れた金沢先生に、Ｕ先生はあら、いらっしゃったの……と、わざとらしい笑顔をしてみせる。
「ま、言うだけ自由だから好きにしな。――それより、幕のうちにサッサと昼飯にしようや。君たち、よかったらどこかで一緒に、腰を据えて食べないか」
　誘いに乗って、日比谷公園の日当たりがいいベンチで腰を下ろしながら弁当を開くと、さっきまでのやや険悪だったムードはどこかへ消えて、僕らはすっかり、Ｕ先生や金沢先生と仲良くなってしまった。それは一重に、幼少期から親御さんに連れられて先代の幸四郎などを堪能している金沢先生と新参の演劇ファンである益美が意気投合したためでもあったのだが、それはコンサートの終わった後の楽屋参りでも同じ様相を呈していた。
「益美ちゃん、やっぱりこういう時は女の子の方が知恵が回るもんだね。客の側で花屋に配達を頼むなんて、この年になっても思いつかないもんだ」
　テイルズのコンサートのアンコール曲となっている「キッス・オブ・ファイア」の興奮冷めやらぬまま、楽屋へと向かう道中、金沢先生はしきりに益美の行動を感心していた。数日前、この日のためにと学校帰りに花屋で注文をしていた益美は、持ってゆくのが邪魔になるだろうからとコンサート会場へ花束を直接運んでもらうことにしたのだ。
「小さいのにしようかとも思ったんだけど、楽屋に飾るんだったらこの方が景気がいいと思ったんです。いいでしょう？」
「大いに結構！　お姐ェさん、江戸っ子だねえ」
　歌舞伎の大見得の真似をしながら、金沢先生が益美をほめちぎる。その様を、Ｕ先生はどこか冷ややかな目で見ていた。
「ったく、わしんぼうのタコがノボせやがって。婦女淫行罪でタレ込んでやる」
「てめえがモテないのを人のせいにしてたら苦労しないぜ。せいぜい枕でも抱いてろ、この田舎文士」
　本気か冗談かよくわからないやり取りを半笑いになりながら見ていると、いつの間にか「鈴置千尋様」と書かれた名札のぶら下がっている楽屋の前へと着いていた。
「チー姉ェ、あたし、益美よ。大丈夫？」
　ノックしながら益美が尋ねると、中からはあい、という上品な声が返ってくる。そっとドアを開くと、舞台上にいたのと寸分変わらない、クラリネット奏者の鈴置千尋が使い終えたばかりの油紙を始末しているところへと出くわした。
「あら、ずいぶん大勢で来てくれたのね。嬉しいわ――」
　すらりとした背丈に、負けじと伸びた黒い髪。そこへ加えて、どことなく物憂げな眼差しの瞳で彼女がこちらを見てくるのだから、弘之はかなり緊張しているようで、
「ど、どうも。白石さんの級友の曾野辺です……」
「そうなのね。いつも従妹(いもうと)がお世話になってます」
　クラリネットとは対照的な穏やかな物腰であいさつされると、弘之は照れくさそうにハハハ、そんなァ……と、のぼせたように笑うばかりだった。
　そんな弘之へ軽く肘鉄を入れると、益美は後ろに隠していた花束を千尋さんへ渡して、お疲れさまでした、と軽く頭を下げた。それに続いて、自然と湧きあがった拍手に、千尋さんは少し驚いた様子だった。
「みんな、ありがとう。――大きな場所での公演は今日が初めてだったから、すごく緊張してたの。頑張った甲斐があったわ……」
　うっすらと涙ぐむ千尋さんに、Ｕ先生が開演前とは手のひらを返したような口ぶりで、
「いやあ、よかったですよ鈴置さん。あなたのスイングに、公会堂の観衆がみんな聞きほれておりました。かくいう私もその一人です……」
　と、顔に似合わない粋な科白を言って見せると、脇でその様子を見ていた金沢先生が、
「ケッ、今度はてめえをブタバコへぶち込んでやる。覚悟しとけ」
「バーカ、オアイコだよ、オアイコ」
「二人とも！」
　益美に制されて二人が仲良く悲鳴を上げると、今度はその場を割れんばかりの笑い声が支配した。それからしばらく、今日の感想を話し合ったり――抜け目なく、Ｕ・金沢の小説家ご両人は千尋さんへ名刺を渡したりしていた――差し入れの品々を眺めていると、機関銃のようなノックに続いて、ドアが勢いよく開いた。
「あら、佐々木さん――」
「お嬢、ちょっといいかい」
　綺麗な白髪をポマードで七三に分けた、ウッドベースの佐々木次郎という奏者が深刻そうな顔で部屋へ入ってきた。
「どうかしたんですか、そんな顔して……」
「いやあ、その……」
　それまでの和やかなムードが一転して、通夜のようになってしまった。いったい、何が起こったのか困惑していると、佐々木さんは割れんばかりの声で、
「――お疲れさまでしたあ！」
　隠し持っていたクラッカーが割れ、後ろに控えていた大勢のメンバーたちがドッと楽屋へなだれ込んできた。
「な、なんだいこりゃあ。どうなってるんだい」
　驚くＵ先生に、佐々木さんはびっくりしたでしょう、と得意げに語って見せながら、
「なあに、ちょっとしたサプライズってわけさ。なんたって、我らがバンドの可愛いメンバーの大舞台初登板なんだからな、これくらいのことはしねえとバチがあたるってもんさ。ほれ、あんたも食べていきな」
　佐々木さんが指を鳴らすと、年に似合わず真っ黒な、長い後ろ髪を結わえたテナーサックス奏者の瀬尾さんが、ワゴンに乗ったホールケーキを運びこんできた。
「諸君！」
　驚きへ驚きを上塗りしたせいで理解が追い付かない所へ、瀬尾さんの後ろからヒョイと顔をのぞかせたバンドリーダー・原さんが甲高い声でその場の注目を呼ぶ。
「我々テイルズ＆フラッツに新しき風を呼び込んでくれた麗しき姫騎士の初陣を祝して、大いに飲もうじゃありませんか！　異議は？」
　異議なし！　という満場一致の叫び声とともに、いつの間にか支度されていたグラスが僕の手元へと回ってくる。
「君たち、お嬢の友達だろう。いつもお嬢に世話になってるモンです、さ、グイとひとつ……」
　父さんよりも年上の人たちに頭を下げられながらお酌をされるせいで妙な気分になりながらも、僕や益美、Ｕ先生はへりまでたっぷりと飲み物の入ったグラスを高らかにあげて、
「鈴置千尋くんのさらなる活躍を祈って――乾杯！」
　涼しげに鳴るグラス同士のこすれる音を合図に、祝宴が始まった。
「なあるほど、きみ、お嬢の従妹だったのか。どうりで、目元が似てると思った」
　はたから見ていると、本気なのか冗談なのかよくわからないバンドメンバーの言葉に、益美はすっかり上機嫌になっている。その横では金沢さんが千尋さん、原さんと一緒になって、オードブルをつつきながら今日の演奏の感想を語り合っている。
「――この盛り上がりを肴に飲むのが一番うまいんだが、君らはわかってくれるようだね」
　場の喧騒からあぶれて、隅っこでジュースを飲んでいた僕と弘之の間へ、Ｕ先生がビール瓶を持ったまま座り込んだ。いちどきにかなりの量を摂ったのか、顔色はなんともないのに、耳たぶだけが異常に赤くなっている。
「センセイ、中途半端に女がいると、話が盛り上がりづらいと思うんスけど、どう思います？」
　そばにあったバャリースの瓶を手繰り寄せながら弘之が聞く。
「それは真理だと思うぜ曾野辺くん。合コンならばいざしらず、こうも男女比がイビツでは、どちらに寄せてよいやら……」
　根っこが似ている者同士なのか、二人が意気投合してしまったせいでとうとう僕だけが一人残されてしまった。仕方なく、その場を離れてそっと部屋の中を廻っていると、ビールケースほどの大きさの籠に、いろんなものが詰め込んであった。パッと見たところでは、デパートの包装紙でくるんだチョコレートに文房具、変わったところではまっさらな譜面紙まで入っていたりする。
「――この頃流行りのプレゼントボックスってやつを導入してみたんだが、お嬢のところがたっぷりでねぇ。羨ましい限りだ」
　振り返ると、テナーサックスの瀬尾さんが箱の中身を僕の肩越しに覗き込んでいる。
「きみ、お嬢のご学友かい」
「いえ、違います。益美が従姉の晴れ舞台だからって言うんで、くっついてきて……」
「ほう、となるとジャズは初めてだったりするのかな？」
　子供のように無邪気でシンプルな問いに、力なくはい……と返す。すると、瀬尾さんは嬉しそうな笑みを浮かべて、
「どうだったね、聞いてみて」
「……良し悪しはよくわからないけれど、すごく心が躍りました」
　思ったところを正直に伝えると、瀬尾さんはますます嬉しそうに、
「それはよかった！　ジャズメン冥利に尽きます、もしよければ、これからも聞いてやってください」
「は、はい！」
　大の大人に頭を下げられるというのはどうにも慣れない。そんな照れくささを隠そうとその場を離れると、瀬尾さんが箱に入っていた緑の包みを高々と上げて、
「お嬢！　またモロトフが来てるけど、どうしようか？」
　高級品で有名なモロトフのチョコレートセットの箱を一べつすると、千尋さんはどうぞ、差し上げます、と、慣れた調子で瀬尾さんへ返した。
「そっか、チー姉ェ、あんまり好きじゃないもんね」
　益美の言葉に、どういうこと？　と疑問をぶつける。
「わかんない？　お高いチョコって、くどい感じがするの……」
　言われてみればそんな気もする。お土産でもらったチョコレートボンボンは、中身のブランデーも相まってちょっと苦すぎた。
「贅沢な好き嫌いなのかもしれないけれど、どうしても好きになれないんですよね。だから、そういうときは他の人にあげることにしてるんです」
　千尋さんの言葉に、僕はどうやら、瀬尾さんがそれを目当てにしてあの箱の前にいたらしいことに気付いた。子供っぽいのは笑顔だけではないようだ。
「ほら、健壱くん、カナッペが余ってるぜ。食べなきゃ損損、だぞ」
　金沢先生にすすめられて、佐々木さんがボーイよろしく抱えている洋銀の皿へ手を伸ばした時だった。いきなり咳き込む声に続いて、床に力なく何かの落ちる音が耳を打つ。つられて、カナッペへ出した指が引っ込み、反射的に頭を後ろへ向ける。
「――瀬尾やん、どうしたんだ！」
　誰かの叫び声で、足元へ目が向く。そこには、さっきまで愉快に笑っていた瀬尾さんが、チョコレートの箱を抱えたまま、口元から泡を吹いてもがき苦しんでいる。
「おい、どうしたんだ！」
　ビールでほろ酔いになっていたＵ先生と金沢先生が慌てて近寄ってきて、しばらく様子を伺っていたが、唐突に、
「金沢、どっかから水差しを持って来てくれ！」
「あいよ！」
　横たわる瀬尾さんを介抱していたＵ先生に頼まれ、金沢先生は部屋を飛び出していった。やがて、代わりに大量の水のボトルを抱えて戻ってくると、金沢先生は封を切りながら、それを瀬尾さんの口へ当てがった。
「瀬尾さん、いいですか、飲んだらすぐに戻してください！　いいですね！」
　金沢先生へ処置を任せると、Ｕ先生は部屋の隅へ原さんを招き寄せ、何かを話しだした。そしてしばらく経ってから、Ｕ先生は部屋の真ん中へ歩み出た。
「――みなさん、これは殺人未遂です。口元からオレンジの匂いがしたので、おそらく毒物はチョコに仕込まれた青酸系の毒物と見て間違いないと思われます」
「さ、殺人未遂だあ！？」
　誰かが辺りはばからずに叫んだところへ、被さるように瀬尾さんの戻す音がこだました。あまり気持ちのいいものではないが、この際贅沢は言っていられない。
「よしよし、だいぶ吐いたな。誰か、すぐに警察と救急へ電話してください。別々の方がいいだろうから、二人がかりでお願いします！」
　瀬尾さんの背中をさすりながら、金沢先生が命じると、事態を飲み込めずに困惑していたトランペットの二人が、慌ててポケットから携帯電話を取りだした。
「――先生、いったい、なにがどうなってるんですか」
　恐る恐る尋ねる僕に、Ｕ先生は一拍置いてから、
「わからん。作りごとなら専門だが、現実で起こってるのは専門外だ……」
　先生の顔を、粘っこい汗がひと筋、そっと流れ落ちて行った。

三、
　Ｕ先生と金沢先生の処置が早かったおかげで、瀬尾さんは運ばれた先の病院での胃洗浄も手伝って、無事に一命をとりとめた。その知らせを電話で受け取ったテイルズの面々は、安堵から来る疲労感に負けて、長椅子の上でぐったりと伸びてしまった。
「よかった――。先生、これもあなた方の処置が早かったおかげです」
　辛うじて立っている原さんが、Ｕ先生と金沢先生へ頭を下げる。それに対して二人は照れくさそうに、
「なに、大したことじゃありませんよ。商売柄、こういうことには通じておりますから……」
　推理小説家だけあって、犯罪に関する知識は人よりたけているらしいＵ先生が、目をそらしながら答えると、まあ、手伝っただけですから……と、金沢先生も同じような態度で返答をする。似た者同士、という印象に、思わず笑いそうになるのをこらえていると、そのやりとりをじっと眺めていた丸の内署の刑事さんたちが、徐に立ち上がって、先生たちのそばへやって来た。
「いやはや、人命救助へのご協力、感謝いたします」
　背が低いほうの犬井という目つきの鋭い刑事さんが、恥ずかしそうに笑うＵ先生へ手を差し伸べる。と、その時だった。
　鈍い金属音が部屋にこだまして、遅れてＵ先生のえっ？　というトボけた声が、一座の関心を一気に集めることとなった。Ｕ先生と金沢先生の腕には、ニッケルメッキのよく効いた手錠が綺麗にはめられている。
「――ふてぇ神経してやがるなあ。どう思う山岸、今度のホシは……」
　丸眼鏡をかけた山岸刑事へ犬井刑事が質問を投げると、山岸刑事はそうねえ、と相槌を打ってから、
「わかりやすくていいんじゃないかねえ。なんてえのか、自分でコロそうとしておいて、助けようとするってえのが奇妙な気がするが……その辺はじっくりと取調室で聞こうじゃないのさ」
「ちょ、ちょっと待った！　なにかいダンナ方、オレたちが瀬尾さんを殺そうとしたってのかい」
　金沢さんがゆでだこのように上気しながら反論すると、犬井刑事がやかましいぞっ！　と激しくシャウトした。
「とぼける気ならこの場で教えてやるよ。物書きってわりにゃあ、あまりにも手際が良すぎるんだ。これはどう考えても、犯人でないと出来ないことだ」
　犬井・山岸の両刑事ににらまれて、Ｕ先生と金沢先生はすっかり顔面蒼白になっている。このままでは、テイルズにとっては命の恩人である二人が犯罪者として晒し者になってしまうではないか。
　……ちきしょう、こんな時にあの人がいたらなあ。
　頭の奥で、かつて僕を窮地から救い上げてくれたあの人の顔がちらつく。こういう時にこそ、あの明晰な頭脳が入り用なのに――。
「――その二人は犯人じゃないと思いますよ」
　いつの間にか開いていたドアから、覚えのある声が飛び込んで来る。凛とした佇まいの、自信に満ちた上品な声。
「悠一さん！」
「――やあ、健壱さん」
　そこに立っていたのは、現れるのを切に願っていた私立探偵・山藤悠一その人だった。いったい、どうして彼がここにいるのだろう、と不思議に思っていると、廊下を急ぐ足音が三人分、一気に部屋の中へとなだれ込んできた。
「探偵長、早すぎますよ！」
　息も絶え絶えに入ってきたのは猫目さん。そして、ソフト帽をうちわ代わりに扇ぎながら現れた関刑事と墨山警部補の二人に、僕や益美はひどく驚かされてしまったが、丸の内署の刑事二人は、現れた本庁勤務の二人にかなり面食らっている様子だった。
「せ、関！　どうしてここに……！」
　眼鏡越しに関刑事を見つめる山岸刑事に、当の本人は軽く咳払いをしてから、
「別件の帰り道に山藤くんの車に乗っけてもらっていたんだが、無線がたまたま、丸の内署の通信を拾ってな。お前らの名前が出たから、心配になってやって来たんだよ」
「――本庁でも有名なんだぞ、お前ら迷探偵の活躍ぶりは……！」
　墨山警部補の睨みに、犬井刑事は小さく悲鳴を上げると、すぐにＵ先生と金沢先生の腕から手錠をはがしてしまった。
「――災難でしたね、お二人とも」
「まったく、日本の警察もオチるとこまでオチたもんだねえ。――で、ああたはどなた？」
　Ｕ先生の問いかけに、悠一さんはアルミの名刺入れから真新しいのを一枚出してから渡してみせる。
「き、君かあ、あの第三高校事件の殊勲者は……！」
　名刺を握ったまま、相手が高名な私立探偵であることに気付いて驚いているＵ先生に、悠一さんは照れくさそうに頭を掻いてみせる。
「ちょっとばかり、世間に恥をさらしております。しかしお二人とも、大手柄でしたね。アーモンド臭は有名ですけど、オレンジの臭いで青酸毒とお見抜きになったのですから……」
「なあに、ダテに犯罪小説でメシは食ってないからね。――申し遅れました、Ｕ・Ｋです、以後よろしく」
　奇術師がカードを触るような手つきで名刺を差し出すＵ先生は、悠一さんに褒められたせいか、どこか得意そうな顔を犬井刑事と山岸刑事へ向け、どっぷりと優越感に浸っていた。
「――さて、今度はこちらのお二方に、事のあらましを伺いましょうか」
　いったい、墨山警部補や関刑事がどんな具合に吹き込んだのかわからないが、悠一さんが犬井刑事と山岸刑事を見る目は、かなり冷ややかだった。

　犬井刑事が説明を終えたとき、彼の背広の下の青いワイシャツは乾いている場所が見当たらないほど、ひどく湿り気を帯びていた。
「――なあるほど、そういういきさつで、このお二人に手錠をかけたのですね」
「そういうわけです……」
　そばで同僚の今にも泣きだしそうな顔を眺めていた山岸刑事が助け舟を出す。いつもと変わらないはずの悠一さんの顔が、ちょっとだけ恐ろしく見えた。
「まあ、決して道理が通っていない話ではありません。プレゼント用の箱へ入っていたチョコレートを瀬尾さんが食べる。毒があたって倒れだす。それをすかさず、毒に通じている作家の先生方が介抱する、見事に助かる。そう来れば誰だって、お二人を犯人と疑うのは致し方ないでしょう。ですが……」
　そこで再び、悠一さんの顔が曇る。一拍の間ののちに吐かれた、それを警察官がやっちゃうのはどうかと思いますがねえ、という蜂のひと突きに、その場の空気が一段と冷えた気がした。
「そもそもアレでしょう。件のモロトフは鈴置さんの箱に入っていたのを、彼女が苦手な銘柄だというのを知っていた瀬尾さんが食べちゃったのが事の起こりなわけでしょう。そんならわざわざ、他人のプレゼント箱へ紛れ込ませるような手を使わず、直に送るでしょうよ。鈴置さん好みの品に仕込んで……ねえ？」
　猫目さんの援護射撃で、丸の内署の刑事二人はますます窮地に追いやられてしまった。両頬の血の気はどこかへ消えて、ぬったりとした汗だけが玉のように吹き出ている。
「――そうなると、今度の事件の真のターゲットはチー姉ェ、ってこと？」
　場の空気を変えるつもりだったのか、困ったような顔をして様子を見守っていた益美がぼそり、と呟く。途端に、周囲の視線が悠一さんに睨まれている両刑事から、クラリネット奏者の千尋さんへと移るのがわかった。
「おい益美、滅多なことを言うもんじゃねえぞ」
「……しかし、ない話ではないと思うがねえ」
　気まずさをかき消そうとした弘之の努力を、Ｕ先生が見事に踏みにじる。
「たまたま鈴置さんの嫌いなものに仕込んであったから助かったようなものの、事実として、彼女の元に毒入りのチョコレートが届いたわけじゃないか。これをターゲットになっている、と言わずして、なんと言うんだね」
「じゃあ、瀬尾さんは私の身代わりになって……？」
　自分を囲む目線に耐えかねてか、千尋さんがおもむろに口を開く。彼女の今にも泣きだしそうな表情が目に留まったのか、Ｕ先生は頭を抱えて自分の失言を詫びた。だが、謝ったところでそう簡単に場の空気が入れ替わるわけもなく、楽屋の中はまるで靄でもかかったようになってしまった。
　結局、その日以降に予定されていた公演は中止と決まり、関係者への詳しい事情聴取はまた後日、という形となった。公会堂から少し離れた駐車場で、悠一さんの計らいで呼んでもらった探偵社の車に分かれて乗りつけると、僕たちはＵ先生と金沢先生の乗った車が丸の内方面へ遠ざかってゆくのを見送ってから、帝国ホテル前をかすめるようにして出発した。
「――ごめんなさい、せっかく来てもらったのに、こんなことになってしまって」
　後部座席の右側に縮こまるようにして座っていた千尋さんが、申し訳なさそうに呟く。すかさず、隣にいた益美が、
「チー姉ェのせいじゃないわよ。んもう、気にしたら負けよ。だいたい、あんなのを送り付けてくる方が悪いんだから……」
　そこへ、助手席でのんびりと窓の外を眺めていた弘之が振り向くなり、そうですよ、と付け加えてくる。
「なあに、僕らにはあの山藤悠一がついてるんです、きっと、犯人はすぐに見つかります。だから、気を落とさずに――」
　だが、弘之の励ましもむなしく、千尋さんは肩を震わせて頬へ二筋の涙を伝わせている。その様子をバックミラー越しに見ていた探偵員の女の子が、どこか落ち着く場所にでも……？　と機転を利かせてくれたので、僕は迷わず、新宿駅へ回してほしいと頼んだ。こういうときは、温かいコーヒーとケーキが一番の救いになるはずだろう、そう思ったからだった。

　悠一さんへは僕から連絡するから、とだけ伝えて、車が銀座に向かって走ってゆくのを見送ってから、僕たちは千尋さんを伴って、プランタンのドアをくぐった。
「チー姉ェ、なんかとる？」
　いくらか落ち着きを取り戻した千尋さんはメニューを開くと、隣に腰かけていた益美と一緒に何を頼むか検討しだした。そして、通りがかりのボーイを呼び止めて注文を済ませると、グラスに入ったレモン水をなめながら、僕たちは瀬尾さんの一件の衝撃を少しずつほぐすように、最初は他愛もない話から、そして、徐々にくだらない話へと会話のテンポを上げていった。
「――でよお、せっかく録音してたのに、肝心の投稿ハガキのオチがテープのリバースの部分にあたっちゃって、ずっと気になる、気になるって言ってたんですよ」
「よせよ、恥ずかしい……」
　ちょっと前に、木場美沙緒の番組を録音して聞こうと、父さんの持っているラジカセを借りたときの失敗談を自分のことのように話す弘之に、その場がドッと沸き上がる。運ばれてきたコーヒーや紅茶も、奴の話の前にしてはすっかりぬるくなってしまう。
「そういえばチー姉ェ、こないだ言ってなかったっけ？　ほら、テイルズの誰かが昔の録音をＣＤにしようとしたのを失敗して、買ってきたＣＤを全部オシャカにしちゃった、って」
「ああ、それなら原さんよ。すごいのよ、カセットに入ってないテープなんだから……」
　オープンリールテープのことなのだろうか、千尋さんが両の人差し指で宙に大きな丸を描いて見せる。長い歴史を持つジャズバンドのことだ、きっと、全部ではないだろうけれど、そういう貴重な資料がたっぷりあるのだろう。そんなものを近場で垣間見られるのだから、千尋さんがなんとも羨ましい。
「前に聞いた話だと、進駐軍相手に演奏してたころの録音もあるらしいのよ。テープじゃなくってレコードらしいから、保管が大変なんですって」
「し、進駐軍……！？　テイルズってとんだ老舗らしいぜ、健壱ィ」
「わかってるよ。――でも、そうなると尚更、今後の動きが気にかかるなあ」
　そこで我に返って口をふさいだが、一足遅かった。再び悲痛な目でうつむく千尋さんと、殺意に満ちた益美の瞳、呆れかえったような弘之のドングリ眼に、僕はすっかり縮こまってしまった。
「やっぱり、狙われてる。わたし、あの人達に狙われてるのよ……」
「ちょ、ちょっと、それどういうことよ」
　あの人達、という言葉が気にかかったのか、益美が食いつくように千尋さんへ迫る。
「――もしかしたら、とは思っていたんだけど、あの男の人の言葉で確信したの。あれはわたしをいたぶろうとして、あの人達の誰かが仕組んだ毒なのよ」
「千尋さん、いったい誰なんです。『あの人達』っていうのは……？」
　僕の問いに、千尋さんはしばらくためらいがちに口を動かしていたが、やがて決心がついたのか、か細い調子でこう語った。
「――私を追い出した、吹奏楽部の人達だと思うんです」
　混みだしてきた店のドアが、冷ややかなベルを鳴らして勢いよく開いた。

四、
　いったい、それからどれくらいの時間が経ったのだろう。有線放送の音楽がクラシックからジャズへと切り替わって、いつの間にか客足もまばらになっていた。
「……じゃあ、吹奏楽部は自分から辞めたんじゃなくって、退部を促されたからだったの？」
　益美が聞くと、千尋さんはレモンティーの入ったカップから口を離して、ええ……と、力なくつぶやいた。
「でも、ひでえ話だよなあ。人数が足りないからって急に入るように頼まれたのによお」
　クリームソーダのグラスから抜き取ったストローを煙草のように咥えてひくつかせていた弘之が、渋い表情を浮かべる。
「わたしも軽率だったんです。何も考えないで、ふらりと入ったんだから……」
　そう語る千尋さんへ、益美が援護射撃をかける。
「だいたい、本人が言ってるのに無理を押すほうが悪いのよ。チー姉ェのジャズクラリネットは独学なんだもん」
「えっ、本当ですか」
「そうなんです、あれ、全部独学で……」
　カップの縁を指でなぞりながら、千尋さんは話を続ける。
「父の持ってたジャズのＣＤを聞いて育ったんですけど、わたし、クラリネットのソロになるとすごく喜ぶ子だったそうなんです。ベニー・グッドマンとか、日本なら鈴木正治みたいな、ああいう演奏がお気に入りで、あんな風に演奏できたらいいな、と思って、買ってもらったクラリネットを見よう見まねで吹き出したら――」
「とうとう、本物のジャズプレイヤーになっちまった、ってわけっすね」
　弘之の言葉に、千尋さんはちょっと恥ずかしそうに顔を赤らめた。誰か特定の師匠がいるわけでもないのにあそこまでの演奏が出来るというのは、天賦の才能としか思えない。
「ただ、うちの部は演目がクラシック一辺倒だから、わたしのジャズっぽい吹き方が、そういう風に吹きたくても吹けないっていう、うっすらと部の中に漂っていた不満へ火を点けちゃったみたいなんです。こっちから声をかけても、みんな素っ気ない態度だし、ひどいときなんか、わたしだけいつまで待っても楽譜が渡って来なかったりして……」
「おいおい、顧問はなにしてたんだ、ガン無視かよ」
　あまりにもひどい扱われ方に、とうとう弘之が声を荒らげた。だが、それに対する千尋さんの答えは、いささか残酷過ぎた。
「肝心の顧問がジャズ嫌いで……。先生のそばでトラブルがあっても、全然取り合ってくれなかったんです」
「なんだって――」
　部活を取り仕切る以前の問題だ、と思った。そうなると、部活の中には千尋さんの味方など皆無、ということになってしまう。
「でもよお、辞めた人間に対して、そこまでするようなことってあるのかあ？」
「実は、そこが問題なんです。――どうも、正式に退部届が受理されていないみたいで、部の方からしたらサボってるうえに、勝手にジャズバンドへ入ったことになってるみたいなんです」
　そりゃまたどうして、と、弘之が身を乗り出して尋ねるので、千尋さんはやや引き気味になって、
「それがよくわからないんです。たまたま、通りかかった同じパートの子に事情を聞かれてやっとわかったくらいなので……」
「うーん、こりゃあ増々変なことになってきたぞ……」
　いつの間にか、こちらの深刻な話まで弘之の舵取りに任せられているせいで、あまり話に深刻さがないのがいささか気になったが、千尋さんが置かれていた身の上が相当に重いことだけは確かだった。
「どうする？　今度の件、悠一さんに相談してみる？」
　益美がすっかり冷えたウィンナコーヒーを飲み下してから提案してきたので、僕と弘之は断る理由もなく、そうしよう、と同意してみせた。
「あんなポンコツ刑事がいる丸の内署なんかにゃ任せきれねえしなあ。それこそこの後にでも、銀座まで行って、ハナシをつけてこようぜ」
「そうよそうよ！　あんなヒドいオツムのに任せたら、また冤罪被害者が出そうだもの……」
　すっかり、山藤悠一を祭り上げる雰囲気で一杯になった二人をよそに、僕と千尋さんはやや困惑気味に笑うばかりだった。

　益美と千尋さんが同じ方向へ乗り込んだのを見届けて、途中まで弘之と一緒に帰ると――話をつけるのは、探偵社がすでに閉まっているのに気付いて断念することになったのだ――、家に着いた頃には八時をすっかり過ぎていた。父さんが出張で三日ばかりいないこともあって、家の中はひどく静かだった。
「――うまいこと、事件が片付けばいいんだけどなあ」
　道すがらに買ったコンビニ弁当とカップの味噌汁の夕食を摂りながら、僕は一日を振り返り、嘆息した。千尋さんの話を聞く限りでは、今度の凶行は部活の中にいる彼女を快く思わない誰かによる過ぎたいたずらということになる。だが、僕にはどうも、事件の根っこにあたる部分がもっと深いような気がしてならなかった。
　そう思ったきっかけは、部の中を覆っている空気がいくらなんでも統一されすぎている、と感じたからだ。クラシック一辺倒なのだからちょっとしたオーケストラほどの人数、だいたい三十数人はいると仮定しても、その下には実際に演奏する側には回れない補欠要員やマネージャーのような連中もいるはずだから、少なく見積もっても五十人弱ぐらいはいる計算になる。
　そうなれば、いくらなんでも数人ぐらいは千尋さんの味方へ回って、これはいくらなんでもおかしいと校長や教頭、飛び越して教育委員会へと告発するような人間がいてもおかしくないはずなのだが、彼女の話を聞く限りでは、そんな義侠心にあふれた部員がいる様子はまるで見当たらない。
「よっぽど、顧問がおっかないのか……？」
　シャケの切り身を宙ぶらりんにしたまま呟いてはみたが、どうも現実味がない。せめて、部活の中の様子でも分かればいいのだが、よその学校の事ではかなうわけもない。これはひとつ、春休みが明けるのを待つしかないかもしれない、と悠長なことを考えていると、ポケットに入れてあった携帯電話が鳴った。
「はいもしもし――」
　着信相手も確認せずに電話を取ると、耳なじみのある声が飛び込んできた。
「こんばんは、山藤です。今、よろしいですか？」
「ええ、大丈夫ですよ」
　悠一さんからの電話に少し驚きながら、味噌汁のカップへフタをしてその場を離れる。
「さきほど、テイルズの原さんと、警視庁の方からほぼ同時に依頼を受けましてね。今度の事件に関しては、我々さつき探偵社が調査を行うことになりました」
　待ってました、と言いたくなるのを必死でこらえて、
「――よかった、あの刑事さんたちだったらどうしようと思ってたんです」
「まあまあ、そう言わず。そんなにいじめちゃ可哀そうですよ」
　悠一さんにたしなめられて、少しだけ自分の発言を恥じた。
「――で、ひとつ健壱さんにお願いがありまして、それで電話したんです」
「ぼ、僕にお願い……ですか？」
　少し身構えてから尋ねると、悠一さんはなに、簡単なことなんですがね、と前置いてから、
「出来うる限りでいいので、白石さんや曾野辺さんにも協力していただいて、鈴置さんと一緒にいてあげて欲しいんです。きっと、心細いでしょうから……」
「わかりました。なるべく、会える機会があったら一緒に過ごすようにします」
　そんな具合に、ひとしきりの打ち合わせを済ませると、僕は電話をポケットへしまい込む。
　――事件が動き出したぞ。
　感慨深い思いが、心地よい渦のように僕を包み込んだ。




第二章　黒い羽根は何処に


一、
　新学期が始まってから最初の金曜日、放課後に教室で弘之や益美と他愛もない雑談で盛り上がっていた僕は、駆け足で入ってきた山浦先生に呼びつけられた。
「高津、お前、Ｕ・Ｋという人を知っているか？」
　公会堂の一件を間近で見ていたのだから、知らないわけがない。もちろん知っています、と答えると、山浦先生はじゃあ、本当だったのか、とひどく驚いていた。
「いやあ、いきなりやってきて、自分はさつき探偵社の名代で来た者だから、曾野辺や白石にも会わせろとうるさくてな……。酒臭いから、てっきり酔っ払いのたわごとだろうと思っていたんだ」
　職員室の隣にある応接室に通しておいたから、とだけ告げると、他に用事があるのか、山浦先生はそのまま足早に去って行ってしまった。なにごとだろう、と不思議に思いつつ、三人で応接室まで向かうと、Ｕ先生が出されたお茶をおいしそうに飲んでいるところへ出くわした。
「やあ、皆の衆、久しぶりだね」
　言われてみれば、かすかにビールと煙草の匂いがするが、Ｕ先生は至って素面だった。
「どうしたんですか、いきなりやってきて……」
　僕たちが向かいへ腰を下ろすと、Ｕ先生はちょっと面倒なことになってね、と前置いてから、
「二、三日ばかり前から都内に泊まり込んで、知ってるテイルズのファンの面々にいろいろと事情を聴いていたんだが……もしかすると、鈴置さんにあんなことを仕掛けたのは、古参のファンかもしれないんだ」
「ちょ、ちょっと、それ、どういうことなんですか？」
　今まで僕や益美、弘之の中で共有されていた犯人と思しき人々のイメージが、一瞬で崩れてしまった。古参のファンが仕掛けた……？　いったい、どういうことなのだろうか。
「君たちもあの日、会場にいたからわかると思うが……テイルズのジャズメンはトシこそとってるが、なかなかの二枚目だ。ということは、若かりし頃は相当モテた、ということになる」
「そりゃまあ、そうなるでしょうねえ」
　弘之の相槌に、だからこそ問題なのだよ、と、Ｕ先生は力強く力説する。
「ということは必然的に、それをおっかける女性ファンが多く存在する、ということになりはしないかい」
　確かにその通りだ、と思った。よくよくあの日のことを思い返してみれば、会場は年配の女性で占められていたではないか……。
「もっとややこしいのは、昔からテイルズの男どもを巡って、女性ファン同士での醜い争いが頻発しておるということなのだよ。――で、こいつはさっき、銀座のライオンで一杯やりながら、その手の情報に詳しい芸能通の知人からもらった新聞のコピーなんだがね……」
　右隣に控えていた小ぶりのボストンバックから、文庫本ほどの厚さの紙束を出して見せると、Ｕ先生はそれをテーブルの上へ乱暴にたたきつけた。
「――昭和三十二年から三十五年までの三年間、テイルズの女性ファンによるバカ騒ぎを報じた新聞や雑誌の記事だ。呆れてものも言えないぜ」
「ほんとだあ。――ひええ、強烈だあ」
　ぱらぱらとコピーをめくっていた弘之がため息交じりに戦慄く。気にはなったが、なんとなく覗くのが怖くなったので止しておくことにした。
「で、こっからが本題になるのだが……。どうも、鈴置さんの加盟が古株の女性ファンたちの間で顰蹙を買ってるらしい。まァ、わからんでもないがね。一種の疑似恋愛的な対象としてテイルズを見ている連中からしたら、鈴置さんは興ざめのモトっちゃあモトだからねえ。だが――」
　それまでのんびりした調子で話を続けていたＵ先生は、背筋をシャンとただすと、人差し指を天を仰ぐように立てて、
「百歩譲って、頭ン中でそういうことを思うのは自由だとしても、不満から来た怒りの矛先を現実に向けるのは断じて許されることではない。どう思う、諸君」
　Ｕ先生の発言に異論があるわけもなく、僕を筆頭に、三人そろって返答して見せると、Ｕ先生は満足がいったのか、しきりに頷いてから、
「よかったよかった、これでもし、そういうのがアリだと言い出したら、オレは現代の若者の道徳心のなさを嘆くところだったよ――ってえのは冗談として、だ。そうなってくるとまた面倒なことがいくつか出てくる」
「面倒なことって……？」
　身を乗り出して尋ねる僕に、それはだね少年、とＵ先生も身を乗り出して話し出す。
「そのファン連中のバアさんってのは、結構毛並みのいい家柄の出が多くってな。もれなく、同じような家柄の連中と結婚したりしてるから……」
「――そうか、お偉いさんの奥さんだったりすると捜査がしづらいのか」
　手を打ちながらつぶやいた弘之へ、Ｕ先生はイグザクトリィ、と流暢な発音で受け取る。
「天下御免の探偵社とて人の集まり。物の弾みでお偉いさんの奥方をしょっぴいてごらん、どうなるかわからない。ってなことで、水面下でオレみたいな遊撃部隊がスイスイ動いてるってわけさ。――あ、なんでももう一つの線で調査をしてるとは言ってたが……なんじゃったかいな」
　もう一つの線、というのはおそらく、この前プランタンで千尋さんが語ったところの「線」なのだろうが、Ｕ先生はそこまで熱心に話を聞いていなかったのか、まアいっか、と早々に切り上げてしまった。
「てなわけで、しばらく音羽の安旅館に仮ぐらししてるから、なんかあったらここに連絡してくれ。あ、あともう一つ――」
　手帖から一枚はぐって、そこへ旅館の名前と、部屋の番号などを書き添えて僕へ渡すと、Ｕ先生は立ち上がってから、人差し指を立ててこう言い放った。
「絶対に、鈴置さんを孤独にしちゃあいけないぞ。一人にするのは構わんが、孤独にするのだけはアカン。わかったね？」
「――わかりました。ここは僕らに任せてください」
「その言葉を待ってたんだ。じゃアあとは頼んだぜ、遊撃隊……！」
　と、そこまで格好をつけておきながら、飲みすぎたせいで上がってきたゲップを鼻から出すと、Ｕ先生はしまらないなァ、と嘆きながら、恥ずかしそうに頭をかくのだった。そして、善は急げとばかりに、益美に頼んで千尋さんを呼び出してもらうことにすると、僕たちはＵ先生の呼んだタクシーに便乗して学校を出た。
「――で、どうだった？」
　助手席でぼんやりと景色を眺めていたＵ先生が、携帯を握りしめていた益美へ背中越しに声をかける。
「ちょうど学校を出たとこで、神保町のジャズ喫茶まで移動してるとこだそうです」
「神保町……。ははあ、『タイガー・ラグ』だな」
　店に心当たりがあるのか、Ｕ先生は店名をそらんじて、
「よっし、オレもちょいと顔を出しておこうかな。今後、なにかしらの形でこの事件の捜査にゃァかかわるわけだ。改めてこの前のワビも入れておきたいしねえ」
「――じゃ、ついでに席料もお願いします。今日はこのあと、生バンドの演奏があるそうなんで」
「な、なんだってえ」
　さすがにそれは計算外だったのか、バックミラー越しにＵ先生が百面相をしてみせる。僕と弘之はそれをたまたまのぞき込んでしまって、神保町まで腹を抱えて笑い通しだった。

　法条さんのところを尋ねて以来（「第三高校殺人事件」参照）、約半年ぶりに足を踏み入れる神保町の古書街は、どこの軒先からもインクと紙のにおいが漂ってくる、いつも通りの神保町だった。
　専門ごとに分かれている書店の地味な看板に交じってそびえたつ、原色がけばけばしい「ＴＩＧＥＲ　ＲＡＧ」というネオンサインがすでに躍っている雑居ビルの地下へ入ると、三歩も進まないうちに、胸の弾むようなジャズのスイングが扉の存在を無視して僕の耳へと飛び込んできた。
「先に連れ合いが来ているんだがね、鈴置さんという方はどちらに……？」
　まだバンドが出るまで時間があるのも手伝って、「タイガー・ラグ」の広い店内一杯に、クラリネットのソロが際立つ曲が大音量で流れている。それに耳をそばだてる客たちを邪魔しないように、Ｕ先生がそっと、レジスター脇へ控えていたボーイへ尋ねると、話が通してあったのか、ボーイはこちらです、と小声で返答してから、僕たちを入り口からほど近い、「談話室」と描かれたすりガラスのはまった戸の前に案内した。
　中へ入ると、数組分のボックス席が並ぶ談話室の片隅で、オレンジベースのクリームソーダを飲んでいた千尋さんが、僕たちの姿に気づいて、嬉しそうに手を振った。
「あら、Ｕ先生もいらしたんですね」
　紺のセーラー服の襟元に結わえた真っ赤なスカーフが、腕の動きにつられて上品に揺れる。ひとまず向かいへ腰を下ろして、後ろで控えていたボーイに注文を伝えると、僕たちは千尋さんから、今日の出演者のことを詳しく教えてもらうことにした。
「――てえと、今日出てくるのは大学生のバンドなのかい」
　コーヒーをすすっていたＵ先生が、出演者の情報を聞いて少し驚く。
「そうなんです。帝応大の『スリー・ステッカーズ』っていうコンボで、ピアノとクラリネット兼任の人がすごくうまいんですって」
「あら、ピアノとクラリネットって、チー姉ェとおんなじじゃないの。――おばさん、最近どう？」
「相変わらず、元気よ。――あ、うち、母がピアノ教室をやってるんです。私は、もっぱら我流のジャズピアノだけですけどね」
「ほほう……。んで、お父さんはなにを？」
　Ｕ先生のさらなる問いかけに、千尋さんは何のてらいもなく、
「二年前から、東西銀行の支店長代理をしてるんです。あまり、家庭サービスはよくなくって……」
　……まさに、絵に描いた通りのお嬢さんだなあ。
　……だなあ。
　迷った末に頼んだ普通のクリームソーダをすすっていた僕と弘之の間には、言葉こそ発されなかったが、こんなアイコンタクトが交わされていた。思い返せば、テイルズの歴戦の勇者たちがすっかりメロメロになっていたのは、彼女が我流とはいえ音楽に十二分に触れるだけの文化的な資本を支えられる、育ちの良さというやつのためなのかもしれない。
　そんな風にして談話室でのどを潤しているうちに、いよいよ開演の時間となった。Ｕ先生のポケットマネーのおかげで、売れ残っていた特等席へと腰を下ろすことが出来た僕たちは、舞台の上で楽器の支度をしているスリー・ステッカーズをなめるようなポジションで、演奏が始まるまで低い声音で雑談を楽しんでいた。と、
「――あらっ」
　もうそろそろ司会によるメンバー紹介があろうかという頃合いになって、千尋さんが小さな声を上げた。何事だろうと、振り返って平土間の座席へ目をやると、千尋さんとよく似た色味のセーラー服が、ピンスポットのぼんやりとした明かりの下に明るみになった。
「――知ってる方ですか？」
　小声で尋ねると、千尋さんは顎をしゃくってから、やや恐れをなしたような顔で、
「サックスパートの副長の、沼井美咲って子」
「サックスパート……ってことは、吹奏楽部の？」
　益美が重ねた質問に、千尋さんはええ、と力なくつぶやく。
「なんだ、知り合いなら声をかけておいでよ。せっかくだ、こっちに誘うのもよし……」
「Ｕ先生！」
　事情を知らずに提案をしたＵ先生は、益美の落とした小さな雷に、椅子から転げ落ちそうになってしまった。が、間一髪のところで済むかと思われたかわりに、テーブルの上に置いてあったベークライトの灰皿が、派手な音を立てて床にたたきつけられてしまった。
　――しまった！
　僕はこのとき、座るポジションを直していた沼井さんが物音に気づき、どうしようかと困惑していた千尋さんと目が合ったのを見逃さなかった。一瞬のうちに驚きと、困惑が混じったアイコンタクトが、交流のように入れ替わり立ち替わり、二人の間を駆け抜ける。
「――白石くん、いったいどういうことだい」
　うっすらと空気を悟ったのか、Ｕ先生がそっと耳打ちすると、益美はおせっかいにも、本人のいる前で事のあらましを語って見せる。
「す、鈴置さん、すまなかった。なんの事情も知らなかったばかりに、うかつなことを……」
「い、いいえ。仕方ないですし……」
　ひたすらに気まずい空気がその場を支配した。無情にも、程よい塩梅に調整されたＰＡからは、いつの間にか終わっていたメンバー紹介に続いて、「フライミー・トゥー・ザ・ムーン」が流れ出していた。


二、
　悪く言えば、気に障る相手がいる状態での演奏会だったことも手伝って、僕たちはまるで演奏に集中できないまま他の客に交じって「タイガー・ラグ」を後にすることとなった。店に入ってからかれこれ二時間弱、外はすっかり薄暗くなっている。往来をすりぬけるタクシーの景気のいいクラクションに反して、僕や益美、Ｕ先生や千尋さんは浮かない顔だった。
「――カレーでも食べてくかあ？」
　弘之が辛気臭いのを取っ払おうと精一杯に言って見せるが、あいにくとそんな食欲と気力は持ち合わせていない。ひとまず、音羽へ戻るＵ先生のためにタクシーを拾おうと、アスファルトへ一歩踏み出たとき、雑踏の奥からかすかに、
「――鈴置さん」
　と、千尋さんを呼ぶ声がしたので、僕たちは慌てて、舗道へと舞い戻った。
「あっ、さっきの……」
　弘之が指さす先には、先ほどまでタイガー・ラグでステッカーズの演奏を聴いていた、サックスの副長だという沼井という女子学生が、鞄を両の手で持ったまま、目を伏せてろくに顔を見せない状態で立っている。
「チー姉ェになにか御用ですか？」
　この頃の一件も手伝って、益美が殺気立った調子で沼井さんの前へと出る。すると、それまで伏せていた顔を上げると、沼井美咲はまるで酸欠の金魚のように口を二、三度動かしてから、
「わ、わたし、ちゃんと鈴置さんに話がしたくって……その……」
　数歩ばかり近づいてきてくれたおかげで、暗がりではよくわからなかった彼女の表情が明るみになる。薄い非球面レンズのはまった、細いフレームの眼鏡をかけた顔は、どこか神経質そうな第一印象で、前髪をヘアピンできれいに上げた額や頬は、緊張のせいかひどく紅潮している。そして、ガラス越しにみえる双眸と淡い眉毛は、目の前に控えている益美のせいで、今にも泣き出しそうであった。
「益美、よせよ。この人、悪い人には見えないぜ」
「だ、だって……」
　何かしらの底意や敵意を持って近づいてきた、という見立てはまず間違いであることを、沼井さんの顔は如実に語っていた。ひとまず、益美を彼女の前から退かせると、僕は軽く咳ばらいをしてから、
「そ、その……。ここじゃあなんですから、どこかでゆっくり話しませんか？　まだ、そんなに遅い時間でもありませんし……ねえ？」
　最初は渋い面を見せていた益美や弘之だったが、様子をそっと見守っていた千尋さんが、じゃあ、そうしましょう、と乗ったのを見ると、右に同じ、と調子よく同意してみせたのだった。
「Ｕ先生、どうします？」
「ううむ、ここはじゃあ、ひとつノるとしようかな。第一、この辺のそういう事情は、僕がいたほうがいいだろうし、なあ……」
　そのまま、一人残らず同行が決まると、Ｕ先生の案内で、僕たちは神田で一番大きな書店の地下にあるドイツ料理の店の門をくぐった。
「……で？」
　先に運ばれてきたドイツビールとソーセージの盛り合わせですっかりほろ酔いになっているＵ先生が、半分ほどになった大ジョッキを手にしたまま、ずっと目線をテーブルの木目へ落としていた沼井さんへ声をかける。
「――どうも聞いている話だと、あなた方吹奏楽部はここにおわす鈴置さんを非常に冷遇していた、というじゃないの。で、何の因果か、その冷遇していた側のああたが、こうして冷遇されていた側である鈴置さんと同じジャズ喫茶で演奏を聴いていた……ってえのは、偶然にしては出来すぎてやしないかね」
　酔いのまわっているせいか、先生の口ぶりはまるで警察官のようなまどろっこしさと、粘っこい疑いの思いで満ちている。
「ちょいちょい、先生、いくらなんでもそんな聞き方ないんじゃないっすか？」
「そ、そうよ。そりゃあ、あたしだってさっきはちょっとトサカに来すぎたと思ってるんだけど……」
　弘之と益美も、判官びいきとばかりに沼井さんを擁護する側に回っている。見れば、沼井さんは言葉に詰まって、今にも嗚咽交じりに感情を爆発させてしまう寸前ではないか。
　――弱ったなあ、こりゃあどっちに回ればいいんだ。
　あのまま路上で、周りへ不穏な空気をふりまかせておくのが嫌で場所替えを提案したものの、僕にも何か妙案があるというわけでもなかった。さらに始末の悪いことに、ここへ案内したＵ先生はあっという間にジョッキを空にすると、通りかかったウェイターへお代わりを所望しだした。とてもではないが、この前のように場を穏便に収めてくれそうな感じはない。ことの次第をどうするか困り切っていると、
「――ねえ、沼井さん。あなたひょっとして、吹きたいと思ってる曲と、実際に吹ける曲が違うんじゃありませんか」
　千尋さんの一言が、その場を凛とした空気で一瞬のうちに満たしてしまった。
「……どうして、そう思ったの？」
　沼井さんが、恐る恐る唇を開く。
「だってあなた、演奏中にずーっと、テナーサックスの横村啓を見てたじゃない。あれは二枚目を見てる目じゃなくって、憧憬の念でプレイヤーの技術を眺めているような目に見えたんだけど……違うのかしら」
　指先でつまんだままだった白いストローを、千尋さんはそっと手放し、オレンジジュースのグラスの中へと沈める。
「……さすがですね、鈴置さん」
　運ばれてきたレモネードのグラスについた露を指で払っていた沼井さんが、ぼそりと呟く。そして、彼女は膝の上にずっと載せていた鞄の錠を上げると、中から取り出したウォークマンをイヤホンごと千尋さんの手の上に載せた。
「――聴けば、私のことがわかります」
　彼女の言葉に従い、おそるおそる一覧を確認しだした千尋さんは、ある事実に気づくと両目を見開いて、
「エリントン楽団の『ｃｏｔｔｏｎ　ｔａｉｌ』じゃないの――」
「おわかりに、なりました？　ほんとは、私もジャズ党なんです。でも――」
　しおれていた花が急に元気を取り戻したと思った矢先、沼井さんはまた、しょげこんでしまった。
「――おおかた、部活の中でヒラからパートの副長へアガったのを手放すのが嫌ンなった、ってなとこだろう。違うかね？」
　いつの間にやら運ばれてきていたガーリックトーストを豪快にかじりながら、すっかり出来上がったＵ先生が意地悪い質問を投げつける。
「先生、あんまりお飲みになると体に障りますよ」
　千尋さんが少し声を張って、強い口調でＵ先生をはねつける。途端に、焦点の定まらない双眸をぼんやりと動かしていた先生が総毛だったような顔をして、ガーリックトーストをかごの中へ落としてしまった。
「あんな大きな集まりの中にいたら、動くのが簡単じゃないのはよくわかります。――沼井さん」
　千尋さんがウォークマンからイヤホンを外し、両の手で沼井さんの手を覆った。
「ごめんなさい、ずっと気づいてあげられなくって。――これから、あまり大っぴらには動けないかもしれないけど、同じ音楽が好きな者同士として、仲良くしてもらえますか？」
「す、鈴置さん……」
　千尋さんの神々しいまでの存在感と自分へのやさしさに感極まって、沼井さんは半泣きになっている。
「健壱ィ、やるじゃんか」
「まさか、こうなるとは思わなかったなあ……」
　小声で耳打ちしてきた弘之に、僕は事態が思いがけずに好転したような、そんな気がしてならなかった。すっかり融和的なムードにつつまれ、再びＵ先生のおごりで夕食を楽しむと、千尋さんと沼井さんは仲良く、Ｕ先生と一緒のタクシーへ便乗して、夜の神保町を出立したのだった。
「――やれやれ、って感じだなあ」
　弘之は小石をつま先で蹴りながら、千尋さんに新たなる味方が出来たことを益美ともども喜んでいた。
「オレたちみたいなよその学校の連中よりは、近場にああいう人がいた方が鈴置さんには心強いだろうよ。よかったなあ、益美」
「ほんとね。あー、よかった。これで心置きなく、また学生演劇を見に行ける……」
　益美が素直なところをもらすと、そりゃあないだろうよ、と、僕と弘之がつっこみ、夕闇の中に突如として笑いが沸き上がったのだった。

三、
　翌日、昼食を済ませて一息ついていると、机の上に置きっぱなしにしておいた携帯電話が震えだした。発信元も確認せずに電話をとると、山藤です、と、悠一さんの聞きなれた声が飛び込んできた。
「なにかあったんですか――？」
　昨日の今日でまたなにかあるわけでもあるまい、とは思いつつ身構えていると、
「ええ。実は、この前の事件現場から回収したチョコレートに、犯人の手がかりにつながりそうなものが出てきましてね。その鑑定結果が出てきたのと、またちょっと皆さんにお伝えしないといけないことがあるので……」
「わかりました、お伺いします。何時に着けばいいんですか？」
　あまりよくはないのだろうが、悠一さんとの付き合いで、これからどうなるのかということは肌で分かっていた。この具合だと、すでに弘之や益美にも連絡が回っているのだろう。
「話が早くてありがたいです。他の皆さんにも連絡をしてありますから、午後三時までに、銀座四丁目の探偵社前へお願いします。休日なんで、別室しか使えなくって……」
　別室、ということは、見慣れた銀座の探偵社ビルとは別の建物へ集まることになるらしい。どことなくその怪しげな響きに胸が高鳴るのを覚えると、僕は急いで身支度を済ませ、家を飛び出した。

　平日より甲高い喧騒の中にそびえる銀座四丁の顔、服部時計店の大時計が三時を告げる鐘を鳴らす。先にやってきていた弘之や益美、そして、千尋さんとともに現れた沼井さんと一緒になって、ビル街を抜ける春風を体に受けながら悠一さんたちの登場を待っていると、
「やあ、皆の衆」
「――先生！」
　昨日までと打って変わって、灰色の中折れ帽にピース紺の羽織をまとったＵ先生が、籐のステッキを片手に探偵社ビルの陰からひょっこりと現れた。
「山藤探偵はご一緒じゃないんですか」
　オレンジ色の春物のワンピースを着た千尋さんが、裾をはためかせながら近寄り、先生へ尋ねる。
「んにゃ、別室の方にいるよ。準備に手間取ってるから、オレが君らを迎えに来るように頼まれたわけ」
「先生ェ、別室ってどんなとこなんスか」
　弘之の問いに、まあ、来ればわかるよ少年、と、Ｕ先生は相変わらず人を食ったような調子で対応する。なにはともあれ、ひとまず役者もそろったということで、僕たちは先生の後について、探偵社ビルの裏にある細い路地へと潜り込んだ。
「銀座二十四帖たあ言ったもんだが、まさかこんなところに、天下のさつき探偵社の秘密基地があるとは思いもよらなんだねえ。――おーい、連れてきたぞ」
　Ｕ先生は探偵社の裏口とさして距離のない位置にある、地下へと続く階段の奥に控えている、開けっ放しになったドアへ向かって叫んだ。別室という言葉から、ビルからかなり離れた位置にあるものかと思っていたのだが……。
「ちょいちょい、あんまり大声出さないでくださいよォ」
　休日ということもあってか、いつもの詰襟姿とはがらりとイメージの替わる、ラフないでたちの猫目さんが、サイフォンのフラスコを握ったまま、小さな窓から上半身をのぞかせている。
「――やあ、みなさん。おいしいとこを淹れたばっかりだから、どうぞ中へ入っちゃってください」
　言われるがまま、列になって別室の中へ入ると、十畳ほどの、リノリウムを張った足元へと降り立った。かなり殺風景な部屋で、真っ白いクロスをかけたテーブルと、パイプ椅子が十人分、セルフサービスと言わんばかりに壁に立てかけてあるほかには調度品のようなものはなにもない。簡単な煮炊きのできる程度のコンロと流し、あとは衝立で入り口を覆っているトイレがあるきりの、ただただ実用性だけを求めた部屋であった。
「――やあ、皆さんおそろいのようですね」
　めいめいが座る位置を決めて、猫目さんの淹れたコーヒーを飲んでいるところへ、小ぶりのジュラルミンケースを下げた悠一さんが姿を現した。
「Ｕ先生、使い走りをさせてしまって申し訳ありません。ついさっき、仁科君に頼んで予備の機械を届けてもらったばかりなので……」
「いやいや、気にすることはないさ。あ、部屋の明かりはどうしよう」
　立ち上がって電気のスイッチを探すＵ先生に、ここにありますよ、と、猫目さんがポケットから白いリモコンを出して見せる。よく見れば、天井についているのは円盤のような形のＬＥＤ照明だった。
「ここ数日の間にまたいろいろと動きがあったので、そのご説明と情報共有をしようと思いましてね。あ、猫目、延長コード出してくれる？」
　壁にもたれてコーヒーをすすっていた猫目さんがしゃがみこんで真っ白い延長コードを差し出すと、テーブルの上で年代物のスライドプロジェクターを組み立てていた悠一さんは、ランプルームから伸びたコンセントをそこへはめて、スイッチをひねった。そして、何もない白壁に、ピントのずれた人物写真が出ると、猫目さんが機転を利かせて、部屋の明かりを落とした。
「おそらく、鈴置さんと沼井さんが一番よくご存知の方かと思いますが……」
　焦点調節用のノブを回していた悠一さんがようやくピントを合わせると、二人は小さく、あっ、と叫んだ。壁に映し出されていたのは、やや痩せて面長の、四角いフレームの眼鏡をかけた真面目そうな顔立ちの男性の顔だった。年の具合はざっと四十代後半、といったところだろうか。
「――大沢和正、本年もって四十七歳。翡翠ヶ丘高校の音楽教師で、吹奏楽部顧問でもある。そこにいる二人にとってみりゃあ、不俱戴天の敵ってとこだわな」
　窓を少し開けて、スタンド灰皿を寄せながらピースをふかしていたＵ先生がぼそりと呟く。いつだったか、千尋さんを追い出すに至った部活の空気の出所を考えたことがあったが、こんな陰気な調子で迫ってくる顧問がいれば、まあ無理もない話だ。
「それより探偵長、こいつを見せるより先に、例のブツの写真を出してやって方がいいんじゃないか」
　鼻からゆっくりと煙を吐くＵ先生に、悠一さんは大沢顧問のスライドを取り外してから、
「実は、あの日瀬尾さんがお食べになったチョコレートから、こんなものが発見されたんです」
　と、甲高い音とともに壁に映されたのは、ミリ単位で刻まれたスケールと一緒に撮影された、黒っぽいけば立ったなにか、だった。
「探偵長ォ、なんスかこれ？」
「――チョコレートの受け皿の下から出てきた、羽毛のかけらの接写です。鑑定の結果、どうやらキジの羽根で間違いないということになったんですが……繊維の間から、あるものの成分が発見されましてね」
　スライドを引き抜くと、悠一さんは猫目さんに明かりをつけるように命じ、ランプルームのスイッチを落とした。
「――出てきたのは、アシの繊維片だったんです」
「アシって……あの水辺に生えているやつですか？」
　僕の問いかけに、悠一さんはそのアシです、と答えて、
「――用途は様々ですが、今回の事件の関係筋に限って言うと……木管楽器のリードなんかによく使われている、かなりポピュラーな存在です」
　楽器という言葉に、吹奏楽部の関係者である千尋さんと沼井さんへ視線が集中する。
「みなさん、早まらないでください。――クラリネットやサックスには、清掃に羽根を用いるような個所がありません。おそらく、同じアシを使うオーボエではないかと考えているのですが、まだ詳しいところは把握できていません」
　スライドの後片付けを済ませると、悠一さんは手近にあったパイプ椅子を出して腰を下ろし、
「楽器をたしなむ相手が黒幕、ないしその関係者にいる。第一に、身内へ手を下すとは考えにくので、テイルズのメンバーは除外される。……そう考えるとやはり、鈴置さんの通う、翡翠ヶ丘高校の吹奏楽部がなにかしらの線でかかわっているらしい、としか考えようがないのです」
「それで、昨日はどうだったんだい。翡翠ヶ丘のニュータウンまでクラウンを飛ばしていったあとを、オレぁ知らないんだがね」
　新しい煙草へ火を点けたＵ先生の問いに、悠一さんと猫目さんは顔を見合わせてから、実は……と、重苦しいため息とともに話を始めた。二人の話を総合すると、次のような具合になる。

　僕たちの元へＵ先生が来る一時間ほど前、三鷹の手前にある翡翠ヶ丘で高速を降り、真新しい普請が軒を連ねる間を通って、小高い丘の上にある翡翠ヶ丘の学校地区へと到着した悠一さんは、待ち構えているであろう様々な障害をどう克服するか、知恵を巡らせていた。
「――探偵長、奴さん、どういう反応をしますかね」
「……わからんなあ。少なくとも、新聞沙汰になっていない事件だから、あまりいい顔はしないだろうね。それより、本庁からもらったアレ、持ってきたかい」
「もちろん。これでしょ？」
　猫目さんが詰襟のホックを外し、内ポケットから和紙でくるんだ、達筆の躍る「調査協力依頼状」を見せると、ハンドルを握っていた悠一さんはそれを横目でちらりと覗いてから、
「オーケー、これなら大丈夫だ。いちおう公文書ではあるから、あちらさんも訝しがりはしないだろうさ。――さて、そろそろ本丸だぞ」
　気づけば、周囲の舗道を歩く人の服装が私服から制服へと変わってゆく。幼稚園から高校まで、ゆくゆくは都立の某総合大学を招へいする予定である翡翠ヶ丘市の教育政策の充実ぶりが、往来を行く学生たちの姿で伺える。
　丸ビルをせこくしたような見た目の翡翠ヶ丘高校へ入ると、悠一さんは通用口で身分証を見せてから、用務員に案内されて応接室へと通された。十分ほど、出されたお茶をすすって待っていると、おとなしい顔をした教頭と、練習中のところへ水を差されたと思っているのか、不機嫌そうな面立ちの大沢顧問が姿を現した。
「――私にご用とのことですが」
　向かいへ座るなり、大沢顧問は挨拶一つせず、悠一さんと猫目さんへにらみを利かせる。
「吹奏楽部顧問の大沢先生ですね。わたくし、さつき探偵社の山藤というものです。――実は、あまり大きな声では言えないのですが、先だって起きました殺人未遂事件に、そちらの生徒さんがかかわっている可能性が浮上してまいりまして……」
　殺人未遂、生徒がかかわっている、という不穏な単語に、大沢顧問はこめかみのあたりにうっすらと青筋を立てたが、詳しく、とだけ言ってからは、悠一さんの説明をおとなしく聞いていた。そして、一通り悠一さんが話を済ませると、腕を組んでいた大沢顧問はそっと手を伸ばし、出された渋茶をすすって、
「……要するに、うちの部にいた鈴置あてに毒物入りのチョコレートが届いたから、検出された内容物をたよりに、該当する周辺の人々を調査対象にしていると、こういうわけですね」
「その通りです。つきましては、まず木管楽器の、オーボエのパートの方々にお話を聞いて、差し支えなければお使いの楽器のリードを資料としてご提供願えないかと思いまして――」
　事件は早期に片付く。誰だって、大沢顧問の態度を見ればそう思うだろう。だが、現実はそう甘くはなかった。
「――申し訳ありませんが、この話は聞かなかったことにさせていただきましょう」
「――な、なんですって？」
　手から湯呑を落としそうになった猫目さんが、慌てて片方の手で押さえると、脇でじっと大沢顧問の様子をうかがっていた悠一さんがぼそりと、
「大変失礼ではありますが、なにか、ご都合が悪いことでもおありなのですか」
「いちいち答えているほど、私も暇ではないんでね」
　ソファから離れると、大沢顧問は窓際へ寄って、ちょうど練習に励んでいるサッカー部の部員たちをブラインド越しにじっと見つめた。その後ろ姿を、相手の動きを伺いながら眺めていた悠一さんは、ははあ、と、ある事象を思い浮かべた。
「そういえば、文化部も運動部も、全国大会の予選シーズンですね」
　悠一さんの言葉に、大沢顧問はブラインドを全開にしてから、物分かりがよくってありがたいですね、と返す。
「それに、ゴールデンウィークが明ければ中間試験も待っています。ただでさえそれで慌ただしいのですから、生徒たちをそんなお道楽に付き合わせている暇はないのです」
「お、お道楽だぁ！？」
　立ち上がった猫目さんの腕を悠一さんが押さえつけると、大沢顧問は眉へ力を込めて、
「だいたい、聞いていればなんですか。まるでハナからうちの生徒が悪党のような言いぐさで、そのくせ確たる証拠はないではありませんか。これを名誉棄損と言わずしてなんと言うのです」
「ですからねえ、おたくのかわいい生徒さん方がクロかシロかはっきりさせるために……」
「だまらっしゃい！」
　ひるまず反論する猫目さんに、大沢顧問は声を荒らげる。
「うちの生徒をそこいらの低級な学校の生徒と一緒にしてもらっては困ります。あなたにとっては我が部だけの問題でも、そういった疑惑の目が向けられているということが保護者の側にまで登ってゆくと、これは教育都市を目指している翡翠ヶ丘市全体の問題になってしまうんです。財界、政界の大物が保護者や親戚筋にいるのですから……」
「なるほど、あくまでも生徒の身を案じて、協力できない、ということなわけですね」
　荒ぶる猫目さんをなだめながら悠一さんが聞くと、大沢顧問は幾分か落ち着きを取り戻してから、
「そういうことです。申し訳ありませんが、わが校としては協力できません。お引き取りください」
「……わかりました。では、今日のところはこれで失礼いたします。またそのうちに、どこかで会いまみえることもございましょう。その日を楽しみにしております」
　やや慇懃ともとれる態度で、大沢顧問と、どう動いてよいかすっかりわからなくなっている教頭を背に、悠一さんと猫目さんは翡翠ヶ丘を後にしたのだった。

「――と、こういう有様で、吹奏楽部へは渡りをつけることは出来なかったってわけさ」
　長い話を終えると、猫目さんは手近にあった魔法瓶を引き寄せて、冷えた麦茶を空になったコーヒーカップの中へ注ぎ入れ、のどを潤した。
「鈴置さんのこととなるとトサカに来るのか、なんかヤバいモンを隠してるのか、そこまではわかんなかったけど、ちいとばかし気にはなったなあ、というのがオレの印象だね」
「まったくだ。筋は通っているけれど、どうにも僕には、無理やりくくりつけたように思えてならないんです。どう思われますか、お二人共――」
　悠一さんの問いかけに、二人は困って返事に詰まっていたが、やがて、沼井さんの方から徐に声が上がった。
「……私からすると、いつも通りとしか言いようがなくって、おかしなところは特に思い当たりません」
「私もそう思います。いきなり雷を落とすことはないけれど、とにかく、ねちっこい言い方をするのがあの人の特徴というか……」
「特徴というよりかは欠点、みたいなもんだろうねえ。多いんだよなあ、音大出でしかたなく学校の教師やってるのにはそういうやつがさ。おおかた、音楽家の夢破れて、ってタイプだろう。そうでなきゃあ、翡翠ヶ丘みたいな新興都市の学校で教師なんざしてないよ」
　相変わらず、煙にまみれながらＵ先生が皮肉っぽく語ってみせる――あとでわかったのだが、親類縁者に教師が多かったことも手伝って、Ｕ先生は教師と日教組を毛嫌いしているのだった。
「とにかく、大沢先生という防波堤のせいで、部活そのものにはタッチ出来ずにいるのです。昨日、Ｕ先生から沼井さんのお話を伺った時に、もしかしたら情報を手に入れられるかもしれない、とも思ったのですが、一度本丸に刺激を与えてしまっていますから……」
　腕を組んだまま、苦々しい表情を浮かべている悠一さんを、益美をはさんだはす向かいで千尋さんと沼井さんは困ったように見つめていたが、ふと、千尋さんのほうが何かを思い出したのか、沼井さんの肩を軽く叩いてから、小声で耳打ちをし出した。沼井さんはといえば、しばらく考え込んでから目を見開いて、今度は逆に千尋さんへそっと耳打ちをした。そして、
「もしかしたら思い過ごしなのかもしれないんですが、例のキジ羽根に、心当たりがあるんです」
「な、なんですって。それ、本当ですか」
　確証を得たらしい千尋さんに、悠一さんは藁にもすがるような塩梅で質問を投げる。
「ええ、間違いありません。――キジ羽根を使っている人、心当たりがあるんです」
「それは同じ部のコかい」
　スタンド灰皿へ吸殻を押し付けていたＵ先生も身を乗り出して尋ねる。
「――オーボエの子でが、いつだったか黒っぽい羽根でリードを掃除しているのを見た覚えがあるんです」
「その人の名前は……？」
　部屋の中の面々の視線が、一気に千尋さんへと集中する。
「田谷京香。オーボエのパート長で、次期部長候補と言われている人です」
　捜査線上に現れた新しい名前に、悠一さんと猫目さん、そして、探偵社の草の者として動き回っているＵ先生がぴくりと眉を動かす。
「なるほど……」
　真新しい煙草を出そうとして、箱の中身がカラになっていたことに気づくと、Ｕ先生は不機嫌そうに舌打ちしてから、
「物的証拠はあるわけだ。が、動機が見当たらないといけないね……そこンとこはどうかな、ご両人」
「どうでしょう……。支配欲が強くて、人当たりがあまりよくないというのは部全体の共通認識だと思うんですが、私個人に対してまではどうかと言われると、自信がありません」
「――探偵長、こりゃ裏返すとそこさえ突き止められれば、あとは現場を押さえちまえばゲロっちゃう、とまあこんな感じかねえ」
　千尋さんの前を軽く横切り、屑籠へ空き箱を放り投げたＵ先生に、悠一さんは戸惑いながら、
「極論はそうですけど……。先生、あまり手荒な真似はなさらないでください」
「わかってるよ。みすみす、作家商売を捨てるほどバカじゃないさ。――ときに探偵長、オレたち遊撃隊の行動範囲は今のままでいいのかい。いっそ、翡翠ヶ丘まで乗り込んで、生徒の方も追っかけようか」
「い、いえ、結構です……」
　下手をすると実力行使に出かねないＵ先生を必死になだめると、悠一さんは先生に、今まで通りでお願いします、と、ひどく念を押して言う。どうやら、僕の知らないところで何かがあったらしい。
「生徒の方の調査は、東京中の支部、支局を総動員して行う予定です。少し前から、翡翠ヶ丘に新しく支局を作る計画があるので、情報収集もかねて、と思いましてね」
「じゃ、オレたちはいつも通り、鈴置さんとフツーに過ごしてりゃあいいわけですか？」
　弘之が調子っぱずれに聞くと、悠一さんは嫌な顔一つせずに、ぜひともお願いします、と丁寧に頭を下げてきた。
「これはむしろ、健壱さんや曾野辺さん、それこそ、従姉妹である白石さんでなければできないことです。もちろん沼井さんも、身近にいるよき同好の士として、鈴置さんのことをよろしくお願いします」
「は、はい……！」
　唐突に自分の名前が出たことに驚いたのか、沼井さんはあたりを困ったように見回してから、照れくさそうに千尋さんへ顔を向ける。至極のどかな雰囲気が、部屋の中を覆っている。
　だが、その輪の中にいるように見える悠一さんと猫目さんが、事の行く末が決して楽観的なものではないということを、双眸で雄弁に物語っているのを僕は見逃さなかった。
　いったい、どれだけのことが出来るのだろうか。それはわからないにしても、おそらく、この事件の見たくない部分までを僕は彼らとともに共有してしまうのだろう――という、ぼんやりとした不安が、足元からゆっくりと上ってくるのだった。




四、
　それから数日、まるで動きもないままに日常が過ぎていった。益美は益美で、千尋さんのことは沼井さんに任せっきりで観劇に熱を上げているし、旅館暮らしに飽きたＵ先生は、いったん住まいのある新潟へと戻ってしまい、あとには調査でかかりきりの悠一さんたちと、相変わらず暇を持て余している僕と弘之だけが残されてしまった。
「ここんとこ付き合い悪いよなあ、益美のやつ」
　よその学校の演劇部が公開している稽古を見に、放課後のベルがなると同時に教室を出ていった益美のことを思い浮かべながら、弘之が不機嫌そうな顔をしてみせる。
「しょうがないよ。あいつ、二枚目に弱いから……」
　放課後、久しぶりに僕の家へと上がりこんだ弘之は、行きがけに買った漫画雑誌とサンデー帝都を交互に読みながら、音を立ててポテトチップスをかじっていた。
「どうしてまあ、女って細い二枚目が好きなんだろうなあ。細いのに限らなきゃあ、男なんてそこらじゅうにウヨウヨいるだろうにさ」
「なんだ、嫉妬してるのかい」
　ベッドの上で、借りたサンデー帝都を仰向けになって読んでいた僕は、面白半分に弘之を茶化してみた。すると弘之は鼻息荒く、
「そんなんじゃあねえけどよお！　……ちょっとくらいはチヤホヤされたいっていうか、なあ？」
「わかんないなあ、僕は。一人のほうが気楽だと思うんだけど」
「……それも、そうだな。デートは金がかかると、その雑誌にも書いてあったし」
　荒れるのも早いが、収まるのも早い。曾野辺弘之という男はそういう単純なやつなのだ。
「それより失敗したなあ。今週号の『トモエ御前のお出ましじゃ』、先週の後編なんだな。いっつも読み切りだから、気にも留めてなかったけど……」
　弘之の言葉に、あとでのんびり読もうと後回しにしていたカラー口絵付きの「トモエ御前のお出ましじゃ」を探すと、たしかにサブタイトルの脇に小さく「後編」と書いてある。
「そういやあ、金沢先生も今度の件で情報を探ってるんだっけ？」
「――だったっけ？」
　推理作家Ｕ・Ｋの存在感の濃さに隠れてしまって、今の今まで、ユーモア作家である金沢先生のことを忘れていた。記憶が正しければ、Ｕ先生が会話の中でそんなことを言っていたような覚えがあるのだが、なにか具体的に動きがあった、というような報告には覚えがない。
「この雑誌の週刊連載だろ？　あとはラジオにテレビ、雑誌のコラム……。案外、作家って忙しいんだなあ」
　単にＵ先生がヒマすぎるんじゃない？　とは一瞬だけ思ったが、口に出すのははばかられて、あいまいに返事をしておいた。と、そこへ会話に水を差すような、携帯電話のけたたましいバイブレーションがテーブルで増幅されて耳に飛び込んできた。
「――おい、これ、公衆電話からの発信だぜ」
「ほんとかい」
　振動であっちこっちへ気ままに動いている携帯をつかみ取ると、確かに発信元には「公衆電話」と出ている。おそるおそる電話に出ると、低いうなるような音が耳へ飛び込んできた。
「――もしもし、高津くんかい？　Ｕです、Ｕ・Ｋ」
　それに交じって流れてくる聞き覚えのある声に、腕から緊張感が抜ける。Ｕ先生だった。
「先生、どうしたんですか」
「おうさ、今、東京行きの列車の中なんだけどね……」
　低い音の正体がトンネル内の轟音とわかると、僕はＵ先生にいったい何が起こっているのか尋ねた。
「実は、おれもよくわかってないんだ。一時間前に金沢のやつから電話があって、なんでもいいから東京へ来い、って言うきりでね……」
「金沢先生からあ？」
　僕とＵ先生の電話のやり取りを気にも留めず、サンデー帝都を読んでいた弘之がハタと立ち上がり、代わるようにせがんだ。渋々電話を代わると、弘之は一気呵成に、
「先生、僕です、曾野辺です。――ふん、ふん……で、待ち合わせは……？　えっ、それっきりなんですか、しょうがないなあ。――わかりました、健壱と行きますから、そこで待ちあわせましょう」
　こちらが止める間もなく電話を切ってしまうと、弘之は額の汗を指ではねてから、放り投げてあった鞄や制服を片付けだした。
「おい、出かけるぞ」
「出かけるって、どこへ」
「上野駅だよ。金沢先生がＵ先生との待ち合わせに指定したらしいんだ。ひとまず、地下の新幹線ホームで落ち合ってから、金沢先生を探そう。――先生、いつもと違って焦り気味なんだ。こりゃあ、ただごとじゃなさそうだぜ」
　思い返せば、テイルズの楽屋や、その後のジャズ喫茶で先生と一番しゃべっていたのは弘之だった。短い期間ではあったが、探偵作家Ｕ・Ｋの人となりを一番把握しているのはこいつなのかもしれない。
　ひとまず、Ｕ先生の乗った列車である「Ｍａｘとき」の到着に間に合うよう、帰宅ラッシュの中を潜り抜けて上野駅へ着くと、ちょうど五時半着の「Ｍａｘとき」がホームへ滑り込んできたところへと間に合った。
　そして、構内放送とともに押し寄せてきた乗客の中にＵ先生の姿を見つけると、僕と弘之は腕をふり、周りの人口密度が下がったのを見計らって、先生の元へ駆け寄った。
「Ｕ先生！」
「やあ、ご無沙汰……」
　よほど急ぎの旅支度だったのだろう。年季の入ったボストンバック一つきりの荷物の他は、今時珍しい上下の白い背広、カンカン帽子という出で立ちで、Ｕ先生は開襟シャツを汗でびっしょりとぬらしている。
「――おい、それより肝心の金沢はどこなんだい」
　バックのジッパーをそっと開き、中から出した扇子をしきりに使いながら、先生があちこちを見渡して尋ねる。言われてみれば、言い出しっぺであるユーモア作家・金沢鉄平の姿がどこにも見当たらない。
「そういや、見当たんねえや。目立つツラだから、その辺にいそうなんだけど……」
　と、あたりをきょろきょろ見回していた弘之が、気の抜けた声を上げた。そして、
「ありゃあ、探偵社ンとこの仁科さんじゃねえか」
「なんだってえ」
　親指で器用に扇子を閉じ、帽子のツバをあげると、Ｕ先生も同じように妙な声を上げた。さすがに気になってふりむくと、霜降り色をした夏物の学生服を着た仁科さんが、こちらに気づいて駆け寄ってくるではないか。
「やあ、ここにいらっしゃったんですね。お迎えに上がりました」
　弾む息を整えながら仁科さんが言うと、Ｕ先生は不満そうに、
「なんだ、金沢のやつ銀座にいたのか。急いで損したぜ」
　と、言い切らないうちに、仁科さんがとんでもないことを口にした。
「――金沢先生が卒倒してしまったので、代理でお三方のところへはせ参じたんです」
「な、なにい」
　金沢先生が卒倒……？　いったい、なにがどうなっているのだろう。わけもわからず、仁科さんが運転してきた探偵社のコンフォートへ飛び乗ると、僕たちはそのまま、銀座の探偵社へと急いだ。
　車寄せの前で待っていた悠一さんと猫目さん、そして、情報が回っていて呼び出されたのか、やや不機嫌そうな表情の益美の前に降り立つと、僕が尋ねるより前に、Ｕ先生が悠一さんに金沢先生の無事を問うた。
「おい、あいつは無事なのか――」
「心配なさらないでください、命に別状はありません。――詳しいことは本人が起きてからでないとわかりませんが、医者の見立てでは、精神的にかなり刺激の強いことを経験なすったことが原因のようでして……」
「刺激の強いことォ……？」
　ひとまず、玄関先にいてもらちが明かないということで、金沢先生の休んでいる医務室にほど近い、こじんまりとした会議室へ入ると、僕たちは運ばれてきたアイスコーヒーをなめて、気を鎮めることにした。
「山藤探偵、いったい、どういう経緯でお宅へ金沢が来たんです」
　幾分か冷静さを取り戻したＵ先生が尋ねると、悠一さんは深呼吸をしてから、おもむろに話を始めた。
「ちょうど二時間前のことなんですが、うちの世田谷支部から僕宛に電話があったんです。で、いざ出てみると、Ｕ先生の知り合いだと名乗る男が来ていて、事件の証拠につながるかもしれないものを手に入れたのだが、ことによると自分の命が危ないかもしれない……と半狂乱になっているんだというんです。ひょっとして、その男というのは先生のお知り合いである金沢鉄平先生のことではないかと思って、相手の人相を尋ねてみるとどうもそうらしい。そうなると、これは放っておくと危ないだろうからと、すぐさま銀座本部までお連れするように、と手はずを整えたんですが……」
　そこまで話すと、悠一さんはアイスコーヒーを一口含んでから、
「いざ、こちらへ来て僕と目が合った途端、緊張の糸がほつれたのか、そのまま玄関ホールでバタンと伸びてしまったんです。そこからはもう、医者を呼ぶやらなんやらで、大わらわでしたよ」
「――なあるほど、いや、いかにもあいつらしい話だよ。探偵長、ご迷惑をおかけしました」
　親友である金沢先生の非礼を詫びると、Ｕ先生は鞄からまた扇子を出して、今日はばかに暑いねえ、と、目を泳がせながら腕をしきりに動かす。
「あ、失礼しました。誰か、灰皿をお持ちして――」
「い、いや、いいんだ。なに、別に煙草がなくたって気分ぐらい落ち着くさ……」
　口ではそう言いいながらも、Ｕ先生の手はつかんだグラスを小刻みに揺らしていて、氷がガラスにあたるたびにカチカチという音を立てている。
「ほら、我慢なさらず……」
　運ばれてきた瀬戸の煙草盆を受け取ると、悠一さんはそれを先生の手元へ置いて、マッチを構えた。しばらく、Ｕ先生は煙草盆の表面に描かれた唐獅子を眺めていたが、やがて決心がついたのか、背広のポケットからピースの小さな箱を出して、抜き取った一本へ火をつけてもらった。
「……すまないねえ」
　ピースの甘い香りが部屋をつつみ、先生はやや落ち着いたような顔色を僕たちに見せている。
「なんたって、あの男とは学生時代からのクサレ縁だからなあ。仕送りが残りわずかでピイピイ言ってた時に、よく飯を食わせてもらったっけ……」
「――そのころからだよな、お前の傍若無人な食いぶりはさ」
　聞き覚えのある声に、部屋にいた面々の視線が入口の戸へと集中する。見ると、頭へ氷のうをひっかけた羽織姿の金沢先生が、やや頼りない足元で部屋の中へと入ろうとしているところだった。
「よかった、生きてたのか！」
　大親友の無事がわかって、Ｕ先生は今にも泣きださんばかりに目元を潤ませている。
「危うく死んじまうとこだったけどな。イヤハヤ、金沢鉄平も歳を取ったもんだ」
　ゆっくりと歩みを進め、Ｕ先生の向かい側へ腰を下ろすと、金沢先生は付き添ってくれていた探偵員の女の子にアイスコーヒーを命じて、Ｕ先生からピースをもらい、しばらく紫煙をくゆらせていたが、
「そういや探偵長、僕が持ってた信玄袋、どこにある？」
「ああ、あれなら探偵長室の金庫の中に入ってますよ」
「ほほう、そんな仰々しいところに収まっていたのか。いや、実はあの中に、今度のテイルズ事件の重要証拠物件が入ってるんだ。説明がてらお見せしたいから、持ってきてもらえますまいか」
「じ、重要証拠物件！」
　さらりと言ってのける本人をよそに、僕や悠一さんは唖然とした顔で、呑気にアイスコーヒーをなめている金沢先生をのぞき込んだ。
「金沢っ、そりゃあ本当か」
「本当も本当、大冒険の苦心の末に手に入れたんだ。危うく死ぬとこだったよ」
　それを聞くが早く、猫目さんはぼうっと突っ立っていた探偵員の男の子へ命じて、金庫の中から件の信玄袋を運んでこさせた。ほどなくして、銀のお盆に載せて、結城紬や別珍をないまぜにして縫い上げた金沢先生の手提げが応接間のこもった空気の中へと姿をのぞかせた。
「――で、例のブツは？」
　Ｕ先生が食い気味に尋ねると、金沢先生は紐をほどいて、中からところどころスレて白くなっているジップロックを出して見せた。だが、くもり気味のビニール越しでは中身が何なのかうかがい知れない。
「金沢先生、これはいったい……？」
　真新しい鑑識用の手袋をはめながら尋ねる悠一さんに、金沢先生はこともなげに、キジの羽根だよ、と言ってのけた。途端に、あの日沼井さんや千尋さんの口からもたらされた証言を耳にしていた面々の表情が険しくなり、頬を一筋の汗がつたった。
「で、一体全体、こいつはどんな大冒険の末に手に入れたもんなんだ、話してもらおうじゃねえか」
「ま、そうせかすな。――しかしまあ、心臓に悪いハナシだぜ、まったく……」
　金沢先生はグラスに浮かんでいた氷を豪快にかみ砕くと、ため息をついてから徐に、ここに至るまでの経緯を語ってくれた。

　本人説くところの大冒険はちょうど一週間前、金沢先生がＵ先生からの電話を受けたところから端を発する。
「――なにぃ、きさま、どうしてそんな大事なことをすぐに伝えないんだ」
　探偵社の別室で聞き得た情報をＵ先生から知ると、蚊帳の外にされていたことを憤ってか、金沢先生は声を荒らげた。
「しょうがないだろ、こっちはこっちなりに情報をオッカケてたのに、全然収穫がないんだから……」
　その晩、「トモエ御前～」のドライリハーサルに参加するべくテレビ局へ来ていた金沢先生は、合間に受け取ったＵ先生からの電話に、ややとげとげしく応答していた。それは、主演の俳優たちの演技があまりこなれていないことが大きかったが、何よりも連続もののリハーサルを三本分一気にやるため、いつまでたっても楽屋弁当が開けられないことに対する怒りのほうが勝っていたようだった。
「バカ野郎、お前の探し物のへたくそなのを同級生で知らないやつはおらん。どうして仕事をオレにまわさんのだ」
　ひと気のないスタジオ外の廊下で、それまでやや落とし気味だった声音をあげながら、金沢先生はＵ先生の不手際をひたすらに責める。
「だってお前、いまドライリハに付き添ってんだろ？　次はカメリハ、お次は本番で、作者のお前の監修がないままオンエアできるわきゃあないだろう」
「そりゃあそうだが、オレだって年がら年中忙しいわけじゃない。それに、ちいとばかりこの頃のトモエ御前人気に飽き飽きしてきたとこなんだ」
「するってエと……？」
　受話口から、Ｕ先生の期待に満ちた声が漏れ出る。
「ちょうどいい気分転換になりそうだ、付き合ってやろう。ひとまず、何回か分の原稿をカタしてから、オレもテイルズの周辺を動いてみよう。なんか進展がありゃあ伝えてやるから、お前は新潟でポッポ焼きでもかじってな」
「なっ、無礼なやつ――」
　Ｕ先生を無視して電話を切ると、金沢先生はプロデューサーとディレクターに急用ができた、とだけ伝えてスタジオを出た。
　そこから二、三日、原稿を渡しに編集者を呼びつける以外のすべての時間を割いて、金沢先生はテイルズ＆フラッツの築き上げた一大帝国の謎を追うのに全力を注いだ。
「……これは、ともすると面倒くさい相手を敵に回すことになるかもしれないなあ」
　隠れ家代わりに泊まっている安旅館の一室で、書き損じの原稿用紙をひっくり返してここまでに調べ上げた出来事を書き連ねていた金沢先生は、ペンを置くと軽く伸びをしてから、目を背けたくなるような現実を目の当たりにした。
　――テイルズのファンに良家の子女が多かったのは知ってたが、ダンナ方までお偉いさんが多いとは思わなかったなあ。
　ファンクラブの取りまとめ役を買って出ている政財界の有閑夫人のそうそうたる名前に、金沢先生はめまいがするのを覚えたという。Ｕ先生や悠一さんもぶち当たった問題に金沢先生もいっときひるんだが、気晴らしとばかりに立て続けに三杯渋茶をすすると、
「よし、安牌からあたろう」
　長い付き合いのＵ先生言うところの「勇敢という名前の無茶ぶり」から、比較的自分たちに影響のなさそうな立ち位置にいる人物の奥方へ話を聞こう。決めるが早く、金沢先生はつむじ風のように宿を引き払って出ていった。
　何日かぶりに浅草の自宅へ戻り、相手の気を害さないように身なりを整えると、金沢先生は手始めに、ファンクラブの書記を担当しているという某生命保険会社の会長夫人を訪問した。
　表向きにはテイルズをモデルにしたジャズバンドに熱狂する昭和の少女たちを主人公にした群像劇を書くための取材、ということでの接近であったが、幸いなことに夫人はやってきた小説家が日頃愛読しているユーモア小説「トモエ御前のお出ましじゃ」の作者であることを知るとすっかり警戒心を解いて、昔話から昨今の活動に至るまで、事細かに語ってくれた。
　その流れで、特におネツであったという副会長代理へ紹介状まで書いてもらった金沢先生は、事の思わぬ進みぶりに驚いていた。それは、本人説くところの「割とやっつけで書いている三文小説」のつもりだった「トモエ御前」が思わぬパスポート代わりになっていることと、読者が多岐にわたっていることの二つからだったそうだが、とにかくＵ先生や悠一さんでは成しえなかった大偉業に、金沢先生は内心、笑いが止まらなかったという。
　さて、日を改めて件の副会長代理の元へ向かった金沢先生は、世田谷の一等地・成城にデンと構えた数寄屋造りを前にして震えが止まらなかったというが、それは、こちらからぶつかったら骨が折れてしまいそうな門扉の横に控えめに掲げられている「宮脇」という名字のためであった。
　話はそれるが、僕や悠一さんにとってはなじみの薄い会社の一つに、「エムエル製紙グループ」という一大企業がある。これは戦前に外資との合併で出来た「宮脇・ロイド製紙株式会社」という老舗から広がった、製紙、印刷、はては原料となるパルプや木材の買い付けなどを行う一連の企業を束ねる存在なのだが、そのエムエル製紙グループの総裁夫人というのが、テイルズのファンクラブで副会長代理を務めている宮脇和代だったのである。
　――よりによってエムエルの総裁夫人なのかよォ……。
　順調と思われた金沢先生の遊撃は、ここにきて思わぬ障害にぶち当たった。というのも、サンデー帝都を出している帝都新聞出版の印刷を請け負っているのが、よりにもよってエムエル製紙グループの傘下にある印刷会社だったのである。
　――なんかの弾みでボロ出したら、今度は作家生命以前に、版元がツブレちまうかもしれねえ。
　昔から愛妻家として有名な宮脇総裁の逆鱗に触れるようなことがあれば、自分が腹を詰めるだけでは済まされないだろう。そう考えただけで、金沢先生は毛穴という毛穴から粘っこい汗が噴き出るのを覚えた。
　だが、そんな心配をよそに、宮脇夫人との面会はことのほかスムーズに動いた。紹介状の存在が相手の警戒心を解いたのもあったが、ここに来てもやはり、「トモエ御前」の作者であるという威光が燦然と金沢先生の背後から輝いたのであった。
「――いつも拝読しておりますの。本当に、弥生さんたちや日奈子さんのやり取りが面白くて面白くて……」
　応接間のマガジンラックに差し込んであったサンデー帝都の最新号を手に取ると、宮脇夫人はパーマを当ててふんわりと整えた上品な白髪を揺らしながら、満面の笑みを浮かべて作品の感想を語る。そんな彼女を前に、緊張しきりの金沢先生はただただ、形式的にソウデスネ、とか、アリガトウゴザイマス、としか言えずに、すっかりアガってしまっていた。
「――あ、そうそう！」
　そんなところへいきなり、宮脇夫人が頓狂な声を上げたので、金沢先生は正式なマナーにのっとって指でつまんでいたティーカップを転げ落としそうになった。
「な、なんでしょうか」
「昔、書生さんに頼んで撮ってもらった、テイルズの演奏を写した写真、この前息子に頼んでＤＶＤに焼いてもらいましたの。状態がいいものばかりじゃありませんけれど、よかったら小説を書くのにお使いになりません？」
「おおっ、それはまた貴重なものを……！　よろしいんですか？」
　ローテーブルへそっとカップを置きながら金沢先生が聞くと、宮脇夫人はもちろんですわ、と明るく答えてからほんの少し応接間を離れたが、やがて、五枚組のＤＶＤを持って戻ってきた。
「ほう、これがその写真データですか……」
　年代順に細かく書き込まれたブックレットや、ＤＶＤに刷り込んだラベルは、はたから見ると素人の手によるものとは思えない、どこかのレコード会社が作った愛蔵版の付録のような趣さえある。
「三男が孫娘の写真をよく、こうやってデータに焼いてましてね。たまに遊びに行くと、私の方からせがんで見せてもらうんですの」
「となると、お孫さんはかなり遠方に……？」
　社交辞令的な質問に、宮脇夫人はいえいえ、そうでもないんですの、と恥ずかしそうに手を振ってみせ、
「頻繁に行くことはありませんけれど、いちおうは都内なんですの。ほら、この頃よく雑誌や新聞なんかでも出てますでしょう。『第二のつくば』とか呼ばれてる翡翠ヶ丘。あそこなんですの」
「ひ、翡翠ヶ丘」
　Ｕ先生から大雑把に説明を受けていただけに、翡翠ヶ丘という地名が金沢先生に与えたショックは並大抵のものではなかった。
「そ、そうでしたか……。ときに、お孫さんは今おいくつで……？」
「もうじき十六歳ですの。息子が向こうの家に入り婿に行ったものですから、こちらの姓ではなくて、あちらの名字を名乗っておりますが……」
　そこまで来て、金沢先生は「嫁ぎ先の名字はひょっとして田谷だったりしますか」と尋ねたいのを必死に抑えて、銀歯のはまった奥歯を強く噛み締めていた。と、それまで二人のやり取りの他は何の物音もしなかった応接間の中に、けたたましい電話の音が鳴り響いた。
「あら、ちょっと失礼します……。もしもし……。はい、はい……。あら、すぐにつないでいただけるかしら？　……もしもし、どうかしたの？　……あら、お食事の？」
　急な電話のおかげで、金沢先生は張り詰めていた緊張の糸をほぐすことが出来た。夫人の目が届かないのをいいことに、砂糖壺に入った角砂糖を四つばかり口へ放り込むと、思いがけない言葉が耳へ飛び込んできた。
「――ここのところ、田谷のお父様方や京香ちゃんにも会ってないし、いい機会かもしれないわ。お父さんはもう少ししたらお戻りになるでしょうから、ちょっと聞いてみるわ。それじゃあ、またあとでかけますから……」
　受話器を下ろすと、宮脇夫人は長々すいません、と頭を下げ、
「息子から、向こうのお父様方や孫と一緒に夕食でもどうか、なんてお誘いが来ましてね……。これもきっと、先生がいらしてくださったからかもしれませんわね」
　久しぶりの孫娘との対面が楽しみなのか、宮脇夫人はどこか浮足立っているようにも見える。
「ハ、ハハ、そうかもしれませんな。そうなるとあまり長居してはいけませんね、僕はそろそろお暇するとしましょう……」
　――驚いたな、繋がりやがった！
　借りる約束を取り付け、信玄袋へＤＶＤを入れていた先生はすっかり舞い上がっていた。無理もない。二つの方向から犯人を追っているうちに、無関係と思われたテイルズの取り巻きと、千尋さんの古巣である吹奏楽部が一本の線で結ばれたのだから――。
　そして、さらなる一打が、興奮冷めやらぬまま玄関へ続く廊下を歩いていた金沢先生に加えられた。それは、ダイニングキッチンへと入るとの前で、掃除にいそしむ老齢のお手伝いさんとすれ違った時のことであった。不意に、出したばかりの春物を思わせるようなナフタリンの香りに顔をしかめると、金沢先生は匂いの出所である、棚の上にのったキジの剥製へと目を向けた。
「おタミさん、これ、薬臭いわよ。もうちょっと陰干ししてから飾ったほうがいいんじゃなくて？」
「これでもだいぶマシになったほうなんですのよ、奥様……」
「あら、じゃあ仕方ないわねえ」
　長いこと務めているらしいお手伝いさんと夫人の、どこかほっこりとしたやりとりに金沢先生はいくらから頭が冷静になってゆくのを覚えた。が、二人の話題となっているキジの剥製に目をやったとき、先生はテイルズと吹奏楽部の点と線が結ばれた時よりも激しい衝撃に襲われたのであった。
　件のキジの剥製は専門の店であがなったものではなく、宮脇総裁が何かの折に猟銃で仕留めたものらしく、台座には「昭和六十年　軽井沢で」と書かれた真鍮のプレートがはめ込んである。時折手入れをしているためか、羽根には生き生きとした艶が残っているが、かれこれ二十数年前のシロモノということもあって、惜しくも抜けかけた羽根をそっと糊で張り付けたような個所がちらほら見受けられる。
　だが、そんな比較的丁寧な修復個所に交じって、あからさまにほかの羽根――曰く、募金の赤い羽根を染めてごまかしたようなシロモノだったそうだが――が混じっているのを見た金沢先生の頭に、ある考えがよぎった。
　が、すぐに実行へは移すようなことはなく、金沢先生はおとなしく玄関先へと出たが、信玄袋を下げた右手で反対側のたもとをつかんだ途端、
「あっ、しまった――」
「どうかなさいましたの、先生」
「奥様、どうも応接間に扇子を忘れてしまったようでして……ちょっと、取りに行ってまいります」
　夫人やお手伝いさんが止める間もなく、雪駄を脱いで廊下をかけると、金沢先生は一目散に応接間――ではなく、先刻二人が話し合っていたダイニングの手前にある、キジの剥製のところへと向かった。
　そして、周りに誰もいないことを確認すると、先生は信玄袋からジップロックと真新しい鑑識調査用の手袋を出して、二、三枚むしってから、そっと羽根を袋の中へと放り込んだ。そして、右の袂に隠してあった扇子で顔を仰ぎながら、
「やあ、失礼しました。では、お借りしたＤＶＤはコピーしてから郵便でお返しさせていただきますので……」
　お手伝いさんが呼び止めたタクシーへ何食わぬ顔で乗り込むと、金沢先生はにこやかな表情を窓からのぞかせて宮脇夫人へ頭を下げていたが、やがて、エムエルの総裁宅が遠いかなたに消えてしまうと、運転席のヘッドレストへかじりついて、
「運転手さんッ、行先変更！　さつき探偵社の世田谷支部へスッ飛ばしてくれっ！」
　気力で止めていた冷汗がとめどなくあふれ、金沢先生は車が止まるまでの間、後部座席でガタガタと震えていたという。

「なるほど、そいつは確かに大冒険だったな。いや、ご苦労さんでした」
　話を聞き終える間にピースの箱をすっかりカラにしてしまったＵ先生は、金沢先生の労をねぎらって、運ばれてきた二杯目のアイスコーヒーをしきりにすすめた。
「まったく、思い出すだけでも冷汗が出てきやがる。なんせ、あそこでボロ出してたら、お前や探偵長の必死の隠密行動がパアになるんだからなあ。こっちだけならとにかく、帝都にまで迷惑かけたら仕方がないし……大変だったぜ」
　眉毛を八の字にして、金沢先生は先刻までの成城での出来事を思い出しながら、重いため息をつく。
「――てなわけで山藤探偵、奴さんが半狂乱になってまで手に入れてくれた重要証拠だ。超特急で鑑定頼むぜい」
　そんなことを言いながら、ボストンバックの奥に突っ込んであった真新しいピースの封を切ると、Ｕ先生は安心しきった顔で、再び煙草へと火をつけるのだった。
　キジ羽根が厳重に包装されたうえで、探偵社の社旗をかかげた黒いコンフォートで科警研へと運ばれてゆくのを見送ると、僕は弘之と一緒になって、Ｕ先生と金沢先生の呼び止めたタクシーへと便乗することになった。銀座の一角でかたや語り、かたや聞かされた武勇伝のせいで疲労困憊なのか、誰も言葉を発しようとしない。
　と、それまでだんまりを決め込んでいた金沢先生がおもむろに、
「Ｕ、今日はランチョンあたりで一杯ひっかけてから、うちで出前の寿司でもつまもうや」
　弘之を挟んで右側の座席で縮こまっていた金沢先生の提案に、Ｕ先生は二、三度咳き込んでから、
「――そりゃあ奢りかい？」
　煙草代わりにかじっていたフリスクが強すぎたのか、Ｕ先生はむせるような声で金沢先生のほうを向く。
「心配かけた詫び程度には、な」
「……のった！」
　居合斬りのように飛び出た右手の指がパチンと小気味よく鳴ると、金沢先生は満足そうに微笑む。
　――邪魔しちゃア野暮だなあ。
　――だねえ。
　弘之とバックミラー越しに目配せをすると、僕は前に向き直った。だいぶ日も傾いて、ビルのはざまに茜色の夕日が煌々と輝いている。疲れも手伝ってか、いつも以上に車のライトが尾を引くように見えるのを感じながら、一刻も早い、事件の解決を切に祈るのだった。

五、

鑑定結果

　本試料が先の事件現場より採取された羽毛と完全一致したことをここに通達する。

科学警察研究所


「なあるほど、ドンピシャリだったわけか」
「冒険した甲斐がありましたね、先生」
　数日経って、放課後に銀座の探偵社に呼び出された僕と金沢先生は、悠一さんから見せられた科警研の報告書の冒頭文を見て、うれしい半面、複雑な気持ちに浸っていた。
「これでとうとう、田谷京香に令状が出るわけか。鈴置くんも枕を高くして眠れるだろうよ」
　露だらけになったグラスを手にして、悠々とアイスコーヒーをすする金沢先生は、心なしか勝ち誇ったような表情を浮かべている。ところが、
「それがねえ、却ってややっこしいことになっちゃってるんですよこれが」
「ややこしいこと……？」
　猫目さんの言葉に、金沢先生の顔が梅雨空のような色を帯びだす。
「考えてみてくださいよ、あの一つ屋根の下に二人の人間がいるわけですよ？　テイルズのファンクラブ会員と、翡翠ヶ丘高校吹奏楽部員が……」
「――しまった、逆にややこしくなっちまうのか」
「犯人につながる物証だと思ったんですが、どうやら、逆に遠ざかってしまったようです」
　悠一さんの至極冷静な顔に、金沢先生は盛大な溜息を一つつく。千尋さんに恨みを抱く吹奏楽部員の仕業、という説の信法者であったがゆえ、といえば聞こえはいいが、私立探偵・山藤悠一からすれば、先入観ほど推理を曇らせるものはないのだから、あまり良いものではないのだろう。
「ひとまず、翡翠ヶ丘に近い地域の支部員を千尋さんの周辺、あとは銀座本部を含めた最寄りのメンツを宮脇夫人の近辺にばらまいています。何かしら反応があると思うんですが……」
　と、悠一さんがそこまで言いかけたところへ、間隔の開いたベルの音が飛び込んできた。交換室を経ている電話の合図である。
「探偵長、僕がとりますよ。――はい、こちら探偵長室。え、三鷹から？　つないでくれる？」
　何か動きがあったのか、送話口を手で覆って悠一さんへ渡すと、猫目さんはそっと僕の隣へ腰を下ろした。
「はい、銀座本部です。――ふん、ふん。えっ、本当かい。で、怪我のほうは……なるほど、わかった。で、ご本人はどこに……わかった、すぐにそっちに行きます」
　電話を置くと、悠一さんは手のひらの汗をハンカチで拭って、
「いま、三鷹支部から電話があったんだが、鈴置さんが自転車ごと転げ落ちたらしい」
「じ、自転車ごと！　で、怪我は？」
　金沢先生が食い気味に尋ねる。
「かすり傷程度なんですが、念のためＣＴを撮ることになったそうです。翡翠ヶ丘の第二赤十字病院にいるようですから、これからそっちに行きましょう」
「なるほど……。で、ときに山藤探偵。――彼女の乗ってた自転車は？」
　何を言っているのだろう、と一瞬固まったが、じきにある結論に達して僕は悪寒のするのが分かった。
　――単なる事故ではなく、誰かに仕組まれたものなんじゃないのか？　
　瀬尾さんの一件を思うと、どうしてもそう思わずにはいられない。
「いちおう、最寄りの警察署に引き渡して、細部を調べてもらっています。なにかあれば、すぐに連絡が来ると思いますが……」
「わかった。さ、こうしちゃいられない、早いところ鈴置さんの所へ行こう」
　空気を払しょくするように明るくふるまうと、金沢先生は外を通りかかった社員を捕まえて、車を出してもらうように頼んだ。
　首都高から降り、一時間ほどで翡翠ヶ丘の第二赤十字病院へたどり着くと、知らせを聞きつけた益美と弘之、沼井さんが玄関先のベンチに並んで座っていた。
「益美っ、千尋さんは……？」
「意識ははっきりしてるんだけど、念のためにＣＴを撮ってるとこ。いま、それを待ってるのよ」
　事態の悪化がなかったことに胸をなでおろすと、僕は悠一さんたちが成城支部の人たちと話しているところへ耳をそばだてた。
「――鈴置さんが自転車で校門を出たのに合わせて、僕たちが車を出した途端に、坂道で自転車が急加速しだしたんです。慌てて追いかけたら、ふもとの屋敷の生け垣に鈴置さんが投げ出されるような形で倒れていて……」
「――そうなると、やはりブレーキに何か細工がしてあった可能性は否めないわけか」
「可能性はありますが、実物を見てみないことにはなんとも……」
　益美や弘之が千尋さんのことが気がかりで聞いていないからいいようなものの、なんとも衝撃的な内容であった。これを踏まえると、やはりクラリネット奏者・鈴置千尋をつけ狙っているのは吹奏楽部の誰か、ということになるのだろうか……
　そんなことを考えているところへ、表でタクシーの止まった音がするとともに、白髪の老紳士たちが大挙して僕たちのそばへとやってきた。テイルズ＆フラッツのメンバーたちである。
「山藤探偵、お嬢は……？」
　バンドリーダーの原さんが心配そうに尋ねてきたが、悠一さんからの報告を受けて、ほっと胸をなでおろしたようだった。
「で、いったい何が起こったのです。まさか……」
「いや、まだ結論は出せません。可能性がないわけではありませんが……」
　ただでさえ重苦しい空気が、関係者の増えたせいでますます重くなる。と、そこへ長い廊下の奥から、ストレッチャーのタイヤが転がる音と、消毒薬の鼻を突くような香りが近寄ってきた。見れば、入院患者用の浴衣に身を包んだ千尋さんが、そっと頭を上げてこちらの様子を伺っている。その後ろからはご両親らしい二人と、白衣をなびかせながら疲れ切った表情を見せる担当医がのっそりと着いてきている。
「お嬢！」
「チー姉ェ！」
　益美やテイルズのメンバーがストレッチャーを取り囲むと、黒縁メガネの医師がそれを制して、
「いちおう、脳内出血などは認められませんでしたが、様子を見て今夜一晩病院で過ごされるのが吉かと存じます。部屋に戻られてからの面会は自由ですが、他の方のご迷惑になりませんようにだけ……」
　それだけ言い残して看護師へ何かを伝えると、担当医は自分の部屋へ、ストレッチャーはエレベーターホールのほうへと動き出す。一言かわすだけの余裕もなかったが、千尋さんがこちらへ顔を向けてそっと手を振るのを見ると、それまで張りつめていた一切が崩れ去り、すっかり力が抜けてしまった。
　三十分ほどして、部屋の支度が済んだことを知らされると、僕たちは病棟の奥にある、千尋さんのいる個室へと足を踏み入れた。まだ情報がごく一部にしか出回っていないせいか、枕元に置いてあるのは探偵社とテイルズから差し入れられた果物かごと花束だけという、ごくさっぱりとした装いであった。
「ひとまず、無事で安心したよ。傷は痛むかい？」
　来る途中に買ってきたアイスクリームを冷蔵庫へしまいながら金沢先生が聞くと、千尋さんはちょっと膝を擦りむいただけですよ、と恥ずかしそうにつぶやく。
「しかし驚いたなあ。なんせ、瀬尾やんの一件があったから、俺アまたてっきり……」
　ウッドベースの佐々木さんが崩れた髪を指先で整えながら言うと、周りが口々に縁起でもない、とか、まだわかんねえだろうがよお、と次々に佐々木さんへ苦言を投げつけだしたが、待って、という千尋さんの呼びかけで、ぴたりと止んでしまった。
「実はあの自転車、三日前にブレーキの様子を見てもらったばっかりなんです。もしかしたら、単なる整備不良ってこともありそうですし……」
「なに、整備不良！　それはますますけしからんな。オイ瀬尾やん、今度からお前が代わりに見てやれよ、おめえ整備工あがりだろう」
「おいおい八っつあん、だいいち瀬尾やんは電気工だぜ。それに、奴さん今日は病院だぜ。この前から腹の具合が悪いんだとよ。そろそろお迎えが来るんじゃねえのかア？」
「なあに、あいつなら大丈夫だろうよ。こないだ、ようやっと孫の顔が拝めたとか言ってたんだぜ？　当分は孫の成長を見守るから、死ねはしないって言ってたんだから、あと数十年は生きてるだろうよ」
「おいおい、それじゃあ妖怪だぜ、妖怪テナーサックス吹き、かあ。……傑作だな！」
　メンバー同士の与太で、初めて瀬尾さんがいないことに気づく。単純に年のせいなのか、それとも公会堂で盛られた毒が悪影響を及ぼしだしたのだろうか……？
「みなさん、娘のために、ありがとうございます。ほんとうに、ご心配をおかけしまして……」
　銀行員だという千尋さんの父親が、テイルズのメンバーに頭を下げる。だが、彼らは嫌な顔一つせずに、
「なあに、生きてりゃ転びもしますよ。それよりお嬢、命に別条がなくって良かった良かった。また学校に戻ったら、今度はローテーション決めてオレたちが迎えに行くからよお」
「ご親切にしていただいて……ありがとうございます」
　上品な物腰の母親がお礼を言うと、千尋さんはどこか気恥ずかしそうに、年上の仲間たちの厚意を受け取っている様子だった。
　ひとしきり世間話や今後の動きを話し合って、そろそろ病院を出ようとしたころになって、僕はいつの間にか、部屋の中から悠一さんと猫目さん、ここまで車を回してくれた社員の男の子の姿が消えていることに気づいた。
「あれっ、探偵長はどちらに？」
　そばに立っていた三鷹支部の、後ろで髪をポニーテールに結わえている男の子へ行方を聞くと、彼はあっさりと、
「ああ、探偵長と猫目さんなら、急用ができたといって、さっき出ていかれましたよ。高津さんと金沢先生は僕たちがお送りしますので、ご安心を。――わ、いいんですか、果物いただいちゃって……」
　大量の果物かごの中身をおすそわけする、ということになったのを見つけた彼は、話をはしょってベッドのほうへ駆け寄ってしまった。
「どうかしたのかい、高津くん」
　切り分けたマスカットの房を僕の手のひらへのせながら、金沢先生が不思議そうな目でこちらを覗き込む。
「それが、悠一さんたちがいなくって……」
「そういやァ、沼井さんと話してた時に視界のはじっこに出ていくのを見たっけなあ。便所でも行くのかなあ、と思ったけど、違うの？」
　のんきにマスカットをしゃぶる金沢先生に事情を打ち明けると、先生は大粒のブドウをろくに噛みもしないまま飲み込んで、
「なんか妙だねえ。ちょっとぐらい断っていきそうなもんだけれど……」
「でしょう？　――やっぱり、なんかおかしなところが見つかったんですかね」
「そうかねえ、そんならあのポニテ小僧も一緒にいなくなりそうなもんだがなあ」
　小ぶりのリンゴを自分のナイフで剥いている彼を見るに、そんな緊迫した様子は感じられない。この事件とは違う件で進展でもあったのだろうか？
　――まあ、今度会った時に聞いてみよう。
　考えてもどうしようもないと悟ると、僕はもらったマスカットの皮をそっと剥がしだした。



第三章　暗躍る人影


一、
　明けた土曜日の午後、無事に帰宅を果たした千尋さんに招かれて彼女の家を訪ねた僕たちは、豪勢な庭のついた、大正末期の洋館のような鈴置邸に圧倒されながら、益美のあとについて門をくぐった。
「翡翠ヶ丘に開発が始まる前に、おじさんが土地の安さとかに目をつけて家を建てたのよ。そしたらまさかまさか、学校の招聘が始まっちゃって……」
　そのあたりの事情を知らなかった僕や弘之は赤レンガを眺めながら、先見の明のあった千尋さんの父親にもまた圧倒されるはめになった。
「なるほど、一山アテたわけだな。――こんだけの家、ぜひとも住んでみたいねえ」
「バカ、お前みたいな遊び人はそういう固定資産と無縁だろうが。言ってて恥ずかしくないのかね、お前は……」
　千尋さんの身を案じてはるばる新潟からやってきたＵ先生は、いつものように金沢先生と丁々発止のやり取りを繰り広げている。なんとものどかな、平和の象徴のような風景である。
「すごいんですよ、チー姉ェ。自分の部屋とは別に、オーディオルームを作ってもらったんだから。いつも、そこでクラリネットとか、息抜きにジャズピアノを弾いてるんですよ」
「――聞いたかＵ、これがお嬢様の暮らしだよ」
「――逆立ちしてもピアノは無理だな。せいぜいガシャポンのおもちゃがいいとこだ」
　そんなやりとりを経て、玄関先で出迎えてくれた千尋さんと一緒に応接間へ向かうと、Ｕ先生が開口一番、
「元気そうで安心しました。金沢から聞いたときはどうなることかと思ったけど……うん、よかったよかった」
「ご心配をおかけしました。もう、月曜日からは学校に行っても問題ないそうです。ただ、大事をとって水泳の授業だけはお休みしたほうがいいって言われてるんです」
「水泳？　まだ五月の後半だぜ、寒くないの？」
「うちの学校、屋内プールなんです。選択制の授業で選んだのがたまたま水泳で……」
「はあ、なあるほど……」
　ますますのお嬢様ぶり――というよりは学校の設備のよさなのだろうけれど――に驚くＵ先生をしり目に、千尋さんは益美とガールズ・トークへ花を咲かせ、弘之は金沢先生に「トモエ御前」の感想を熱っぽく語っている。いつも通りで何の変哲もなく、非常に気ままなものである。
「――で、どうなの」
　急に、右隣からＵ先生が声をかけてきたので、何がです？　と、相手に合わせて小声で尋ねると、
「例の自転車だよ。銀座の探偵社に電話をしたんだが、受話器越しに追い返されてしまってなあ」
「え、それ、本当ですか」
　きちんと状況報告を送ってくれるイメージしかなかっただけに、Ｕ先生の言葉はにわかには信じがたかったが、あの日いつの間にか行方をくらませたきり、一晩経っても何の連絡もよこさないことを思うと、なにか重大な発見があったのではなかろうか……と、勝手な想像が頭に浮かぶ。
「――健壱ぃ、先生ィ、オーディオルームにいきますよお」
　気が付くと、みんなは応接間の入り口に立って僕と先生の来るのを今や遅しと待ちかまえている。慌てて立ち上がり、ひとまずこの話はいずれ……ということになった。
　件のオーディオルームは、三十畳ほどの広さの豪勢な空間だった。どうやら丸々すべてが千尋さんのもの、というわけではないらしく、かっちりとした字で「父の。」と書かれた付箋のおどるＣＤラックやＬＰレコード、ジャズの評論集の詰まった書架が父娘ともに同じくらいの面積で並んでいる。
「金沢っ、ここの音響、みんなＷ・Ｅだぜっ」
　見ると、据え付けられたスピーカー、アンプリファイヤー、ターンテーブルに、鈍く輝く「ＷＥＳＴＥＲＮ　ＥＬＥＣＴＲＩＣ」という文字が躍っている。よくはわからないが、どうやらそうそう簡単に手が届くものでないらしいことは雰囲気でわかった。
「Ｕ先生、なんなんスか、ウェスタンなんちゃらって」
「――ウエスタン・エレクトリックってえのはねえ、ハマるとこの家が二、三軒建つようなとーんでもないヴィンテージオーディオの一ジャンルなのよ。たぶん、そこのスピーカー一つの値段で車が買えるぜ」
　アップライトのピアノの左右を挟むようにしてそそり立つ、四角く口を開けたラッパ型のスピーカーの価値を知るや、弘之は引きつったような悲鳴を上げてのけぞった。
「これ、そんなに高級なものだったんですか？　音がいいなあ、とは思ってましたけど」
　ターンテーブルのそばでＬＰレコードの支度をしていた千尋さんが、不思議そうな目で僕たちとスピーカーを交互に見つめる。いったい、いつからこのウェスタンの一式がこの家にあるのかはわからないが、当たり前のように身近にあると却って関心が湧かないものなのかもしれない。
「そりゃあそうさ、天下のウェスタンなんだもの。これとおんなじモンは二度と作れないだろうなあ。古き良き時代のシロモノだよ……」
　千尋さんが慣れた手つきでターンテーブルにレコードをのせ、ピックアップを落とすのを横目で眺めていると、先にソファへ腰を下ろしていた金沢先生とＵ先生がしきりに手を招く。慌てて両隣へ座り込むと、スピーカーからピアノの軽快なリズムと吐息のようなトランペットが部屋いっぱいに飛び出した。
「――『モーニン』かあ」
「――いいねえ」
　それきり口をつぐむと、Ｕ先生と金沢先生は目をつむったまま体を揺らし、ソファのベルベットの上でそっと小指でリズムを刻みだした。これが正しい楽しみ方かどうかはわからないが、直立不動で楽しむのが正解とは思えなかった。にしても、なんと心地い音なのだろう。激しく、また、ゆったりとのたくるオタマジャクシが、体を撫でるように動き回る。
　――これも、ジャズなんだなあ。
　公会堂で見たテイルズのようなビッグバンドスタイルとはまた違った味わいに、僕は抵抗一つ覚えず、
すんなりと身を沈めていった。
　
　片面が終わり、運ばれてきた紅茶でゆったりとティータイムと洒落こんでいると、金沢先生が千尋さんに、一曲弾いてみてくれない？　とアップライトを指さした。
「じゃあ、なにかリクエストをいただけますか？　大体の曲ならソラで弾けますから……」
　すると、それを見ていたＵ先生が何か思いついたのか、にやついた笑みを浮かべながら、
「ほんとかい。よし、そいじゃあ一つ、メドレーでやってもらおうかな」
　結城紬の袖を揺らしながら、どこかいじわるく笑うＵ先生をよそに、千尋さんは長い髪をゴムで一本にまとめてから、アップライトの鍵盤カバーを引き上げた。
「ほいじゃあ、頼むぜ。『危険な関係』」
　この前の演奏会でもかかった、耳なじみのあるメロディが響き渡る。やや駆け足な、行進曲タッチの弾き方である。
「――『セントルイスブルース』」
　交代に金沢先生がデキシーランド・ジャズの有名どころを頼むと、まるでクロス・フェードでもかけたようにきれいに、「危険な関係」と「セントルイスブルース」が入れ替わった。
「――『シング・シング・シング』」
　千尋さんの指はもつれもせずに、見事に「シング・シング・シング」へと鍵盤をつないでみせる。
「――『鈴懸の径』！」
「――『嵐を呼ぶ男』！」
「――『タイガー・ラグ』！」
「――『聖者の行進』！」
「――『東京節』！」
「――『夜空の星』！」
　とうとうジャズではない曲まで飛び交いだしたが、それでも千尋さんはソツなく、一音もトチることなくペダルを揺らしながらピアノをかき鳴らしている。
「お見それをいたしました。――チンチロリンのカックン、で」
　テンテケテンテン、テンテン、と、でも表したほうがよさそうな弾き口で手を止め、椅子ごとこちらへ向き直ると、千尋さんは仰々しくお辞儀をして見せた。
「いやいや、こいつは本物だ。きみ、クラリネットと兼任で平成のビッグ・フォアが作れるんでないの？」　
　Ｕ先生が、かつて存在した日本のジャズ・カルテットの名前を引き合いに出すと、千尋さんは気恥ずかしそうに、中村八大先生だなんて恐れ多いですよぉ、と謙遜してみせる。
「なあに、テナーサックスの沼井美咲嬢がいるんだ、あとはドラムとベースがみつかりゃ、娘ビッグ・フォアの誕生よぉ」
「バカ、娘義太夫じゃねえんだぞ。そんなジジ臭い言い回しだからハヤんないんだよ」
「なんだとぉ！」
　再び始まった二人の小競り合いに、その場にどっと笑いが巻き起こった。
　ほんとうに、どこまでも平和の象徴のような人たちだ――。

二、
　きっかけは、千尋さんの家へ遊びに行った翌々日、悠一さんからもたらされた一本の電話だった。
「はい、高津です――」
　放課後、たまには寄り道せずに帰ろうと新宿駅前を歩いていたところにかかってきた悠一さんからの電話は、あまりにも衝撃的なものだった。
「やっぱりあの自転車、細工されていましたよ。ブレーキパッドを固定する部分のネジが折れていたので、ひょっとしたら整備不良かもしれないと疑ったんですが、あの折れ方は誰かがヤスリで傷をつけないと出来ないものらしいという鑑定結果が出たんです」
「じゃ、やっぱり――」
　食いつく僕に、電話越しに悠一さんのためらうような吐息がもれる。
「どうやら、翡翠ヶ丘高校の内部にホシがいると見て間違いないようですね。それから、これは高津さんや金沢先生、Ｕ先生にしか打ち明けられないことなのですが……」
「な、なんですか？」
　つられてこちらも小声で聞くと、悠一さんはとんでもない爆弾を投下した。
「――ネジから犯人のものらしい指紋が採取できたんです。千尋さんの自転車が登校の時に何の問題もなかったことを考えると、細工は校内で行われた可能性が高いわけです。そうなるとやはり、学校内に関係者がいると踏んで間違いないと思うのですが……」
「なるほど、そういうことだったんですか……」
　これでこの前、病室から悠一さんが姿を消した理由が分かった。おそらく、Ｕ先生の問い合わせに出られなかったのは、同じ条件を設定した状態での追試験の最中だったためなのだろう。
「わかりました。変なところから漏れると厄介ですからね。もちろん、黙ってますよ」
「よろしくお願いします。では、また何かあったら連絡します」
　電話が切れると同時に、これでピースが全部そろった、という妙な充実感が僕の頭を駆け抜ける。先だって一致が証明されたキジ羽根の件を考えれば、これで犯人が田谷京香でないという方が妙な話ではないか。
「さすが悠一さん、これであっという間に解決だなあ」
　呑気に口笛を吹きながら、そのうち行われるだろう事件解決記念の慰労会――秋に起きた事件では警視庁の人たちも招いて盛大に行われたのだ――のことを想像して、浮足立ちながら駅のほうへ向かっていると、プランタンの入り口から、見覚えのある人影が姿を覗かせた。
　すらりとした姿勢のよい体に、折り目正しい夏物の背広。雲のように真っ白な、頭の後ろで一本にまとめた丁寧な白髪――。そこにいたのは、テイルズ＆フラッツのテナーサックス奏者、瀬尾さんだった。
　――そういえば、この前はいなかったんだっけなあ。
　あれ以来、胃の具合が悪いと誰かが言っていたのを思い出すと、僕はほんの少しの好奇心と心配から、瀬尾さんへ声をかけてみようとした。が、こちらがウカウカしているうちに、瀬尾さんの長身は人ごみの中へと跡形もなくかき消えてしまった。
　チャンスを逸した悔しさを紛らわすべく、入れ替わりにプランタンへ入っていつものようにコーヒーをすすっていると、鞄の中へ放り込んであった携帯電話の震える音が布越しに伝わってきた。見ると、発信元は神田のジャズ喫茶で千尋さんと生バンドを楽しんでいるはずの益美だった。
「もしもし？」
　何かあったのかと思って電話に出ると、益美が一気呵成に話し出したので辟易した。聞けば、出るはずだったバンドがメンバーの急病で出演取りやめとなり、事前に買っておいたというチケットの払い戻しを受けてきたところなのだという。
「あー、そいつは災難だったなあ。で、これからどうすんだい」
　もとは公衆電話の並んでいた一角、今は通話用スペースになった場所で益美の長電話を受けていると、
「そうねえ、すっかり手ぶらだから、そっちに行こうかしら。どうせプランタンでしょ？」
「どうせ、ってことはないだろ。――あ、そうそう、近くに千尋さんがいたら代わってほしいんだ。ちょっと聞きたいことがあって……」
　思い切って、瀬尾さんの容体を聞いてみようと電話を代わってもらうと、僕は今しがた、新宿駅前で瀬尾さんの姿を見かけたことを千尋さんに伝えた。すると、
「それ、本当ですか？　瀬尾さん、土曜日から調子が悪くて、昨日の練習も休んでたんです。出歩ける程度によくなったなら、とっくに連絡が来てるはずなんですけど……」
　千尋さんの反応に、僕は何か、見てはいけないものを見てしまったのではないか、と不安な気持ちになった。考えてみると、バンドメンバーがお互いの動きを共有させていないというのは変だ。ましてや、いい年をした大人がズル休みとなれば、尚のことだ。
「――でも、瀬尾さんって昔からそういう、テキトーで、フラフラしたところのある人らしいんですよね。わかりました、バンマスに言ってこってり油を搾ってもらうように頼んでみます。ご心配をおかけして、すいませんでした」
　ものの数秒もたたないうちに、僕の下手な推理は呆気なく崩れてしまった。世の中、山藤悠一のように簡単に推理ができたら苦労しないものである。
　ほどなくして、神田から新宿へと舞い戻る羽目になった益美と千尋さんが到着した。ボーイを呼び止めて、一人がけの小さな席からボックス席へ移ると、見るはずだったバンドのことから、沼井さん経由でもたらされる最近の吹奏楽部の内情へと話題が目まぐるしく変化していった。
「間近の都大会予選に向けて、休日返上で朝早くから夜遅くまで練習してるんだそうです。一音でも外れたら、パートの連帯責任扱いでねちっこくいびられてるらしくて……。ちょっと、同じクラリネットの子たちが心配になってきました」
「そうなってくると、沼井さんも心配ね。チー姉ェ、最近は学校以外じゃ会ってないの？」
　益美の質問に、千尋さんはそうなのよ、と不安そうな顔をしてみせる。
「学校の中だと人目があるから、お弁当持って屋上で会ったり、放課後に神田まで出たりするくらいだったんだけど……。ここのとこは、メールが来る以外は、ほとんど接点がないも同然ね」
　自分の立場上、勇み足で前に出ることのできない歯がゆさを噛みしめながら、千尋さんはそっとティーカップのへりを指先でなぞる。僕や益美が想像する以上の責任感が、双肩にのしかかっているのだろう。
　ともかく、本来の介添え役である益美の再登板に多少は安心すると、他愛もない話をしてから、駅前の雑踏で僕たちは二手に分かれた。そのまま今度こそ、おとなしく家に帰ろうと一歩踏み出すと、
「あれっ、高津さんじゃありませんか」
　と、覚えのある声に呼び止められた。振り向くと、そこにはいつぞやと同じ霜降りの夏服に身を包んだ仁科さんが、社旗をひっこめた探偵社の車へ乗り込もうとしているところだった。
「仁科さんじゃありませんか、どうしてここに……？」
　近づいて興味本位の質問をぶつけると、仁科さんは嫌な表情一つ見せず、
「――僕らでちょいと、重要参考人をおっかけに出張ってたとこなんです」
　いがぐり頭の、たしか小谷君とかいう名前の社員の男の子が運転席からヒョイと顔を覗かせる。見れば、仁科さんや彼のほかにもう一人、望遠レンズのついた一眼レフをかかえた女の子も控えている。
「こら小谷、口が軽すぎるぞ。――実は、今度の鈴置さんの事件で、怪しい人物が浮上してきましてね……」
　そこまで言いかけて、突然仁科さんが僕の腕をつかみ、まるで誘拐でもするかのように車の後部座席へと引き込んだ。
「な、なにするんですか！」
　血の気に駆られてドヤす僕へ、仁科さんは申し訳なさそうに詫びる。
「すいません、ちょうどその重要人物が現れたんです。――小谷、どうなった？」
「いま、三人連れでタクシーに乗り込みました。尾行けますか」
　小谷君がバックミラー越しにこちらを見ると、仁科さんは冷静な口ぶりで、
「もちろん。気づかれないようにそっと、だぞ」
　前を走るタクシーのあとをそっと追うように、車は発進した。訳のわからぬうちに、僕は探偵社の捜査の最前線へと躍り出てしまったのだ。
「――ひとまず、関係者が離散してから、ほかの車を呼んでお送りいたします。それまではどうか、ご辛抱のほどを……」
　深々と頭を下げる仁科さんに、幾分か気持ちの落ち着いた僕は、わかりました、と諦めのついた返事をしてみせると、丁寧に洗濯のされたレースカバーの上に深々と体を預けた。

　車の心地よい振動につられていつの間にか寝入っていた僕は、寝ぼけ眼に飛び込んできた、右隣にいる仁科さんの険しい顔に思わず妙な声を上げてしまった。
「――ああ、お目覚めでしたか。よくお眠りになっていたので、そっとしておいたんです」
「それはどうも……。で、例の重要人物、どうなりました？」
　僕の質問に、どこまで漏らしてよいものかと躊躇してから、仁科さんは思い切った様子で、
「まず、成城で一人が降りました。――宮脇総裁のお宅の前で」
「そ、それって……」
「そういえば、金沢先生が探偵長のもとへいらしたとき、あなたもいらっしゃったのでしたね。-――一人っていうのは、宮脇総裁夫人のことですよ」
　知っている名前に、寝起きのけだるさが一瞬にして吹っ飛ぶ。単なる偶然の上に存在しただけの人物かと思いきや、がっちりと事件に食い込んでいたらしい。
「んで、あとは……」
「残りの二人をいま、追いかけてる最中です。あなたを引き込んだ一瞬に、うっかり見逃したんです。この暗さでは、片方の人相もよく見えませんしね……」
　今更になって、あたりが暗くなっていることに気づくと、僕は助手席のヘッドレスト越しに、郊外らしい静かな道路をひた走るタクシーのリアグラスへ視線を集中させる。
　だが、こちら側のヘッドライトが強すぎるのか、ガラスの表面でハレーションが起きていて、様子がまるでわからない。
「いま、どの辺りなんですか」
「世田谷を抜けて、もうじき三鷹に入ります。翡翠ヶ丘のほうへ出る道なりです」
　言われてみても、ほとんど土地勘のないあたりだから「なるほど、そっちへ出ましたか」などとは言えない。二十三区の内だって怪しいのに、ほかの郡市がわかるわけもない。
「キャップ、そのうちに三鷹支局の管轄に入りますよ。いっそ、応援を呼んでは……」
　カメラを構えた社員の女の子の提案に、しばらく仁科さんは考え込んでから、
「だめだ、あまり事を荒立てるとかえって面倒なことになる。このまま泳がせておこう。どのみち、帰宅ラッシュの道中にぶち当たるから、そんなに怪しまれはしないだろう」
　仁科さんの言葉通りで、車はやがて、郊外の閑静な道から一転、大型車や小型車がないまぜになっている三鷹市内の主要幹線に飛び出した。渋滞こそないが、まばゆいばかりのテールランプ、ヘッドライトで目が眩んでしまう。
「仁科さん、左折しました。住宅地のほうへ行くらしいですよ」
　ハンドルを握る小谷君が、緊張のためかやや前かがみになって報告すると、
「よし、追い越して、その一瞬で写真をおさめてもらおう。頼んだよ」
　右側に控えていた女の子が黙って顎をしゃくり、鏡越しにそれを確認した小谷君は、派手にアクセルを踏み込んだ。そして、どうにか先回りに成功して、ホシの目的地であるらしい住宅街の外れまで来ると、無茶苦茶にハンドルを切って方向転換を決めてから、いかにも用事を済ませた帰りのような体で、今来た道を引き返すのだった。
「ちょっと早く来すぎたかもしれませんね……」
　控えめに運転をする小谷君に、後部座席で腕を組んでいる仁科さんは悠々とした顔で、　
「構わん。こっちには腕のいいカメラマンがついてるんだ。ハイスピードですっ飛ばすぐらいがちょうどいいだろう」
「あっ、来ました――」
　思わず身を乗り出すと、ちょうど一軒の家の前で新宿から追いかけていたタクシーが「支払」という表示灯を光らせながら二人を下ろしているのが遠目に分かった。
「いいかっ、チャンスは一瞬だぞ――いまだっ！」
「はいっ」
　仁科さんの掛け声に、小谷君は夕暮れ時というのもわきまえずに、けたたましいクラクションを鳴らしながら全速力でタクシーの前をかすめていった。そのほんのわずかな時間のうちに、車内いっぱいにカメラのシャッター音がこだましたかと思うと、あっという間にタクシーははるか彼方に消えてしまっていた。
「――よし、このあたりで止めてくれ」
　住宅街と主要幹線の中間で車を止めると、仁科さんはリアグラスからそっと背後を眺めて、誰も追いかけてこないことを確認してから、
「どうだった？」
「バッチリとれてます。こちらに驚いて顔を向けてくれたから、言うことなしですよ」
　写真の具合を確認していた彼女につられてモニターを覗き込んだ僕は、背中を一気にかけあがる、気持ちの悪い悪寒にたちまちやられてしまった。
　そこに写っていたのは、ずいぶんと年の離れた二人連れだった。高校生ぐらいの年頃の、一見すれば孫ほどの間柄になりそうな少女と並んでこちらを見ている、見事な白髪頭の老紳士――。
　タクシーの前でクラクションに驚く、沼井さんと瀬尾さんの鮮明なツーショットが、そこにあった。

「いったい、どこからお話したらよいものでしょう。――なにせ、僕自身も今度の一件にはひどく驚いているんです」
「探偵長、この際ありのまま、一切合切をぶちまけたほうが楽なんじゃないっすか。高津さんのためにも、ねえ……」
　探偵社の応接室で、僕は悠一さんや猫目さん、仁科さんともども、ローテーブルを囲んで重苦しい空気の中に深々と身を沈めていた。仁科さんにくっついてそのまま銀座へと向かった僕は、道中に車内から送った無線で待ち構えていた悠一さんと猫目さんに、何が起こっているのか説明を求めたのだが、僕自身が事件の重要関係者だった以前の事件とは異なり、二人の口は容易には開かない。
　やがて、あるところまでの妥協点が見つかったのか、すっかり納得のいった表情で、悠一さんが閉ざしていた口をおもむろに開いた。
「きっかけは、金沢先生があのキジ羽根をもちかえった次の日に起こったんです。まだ、田谷京香という人物がこの事件とはっきりとしたつながりを持っているかどうか確定していなかったこともあって、今度の事件の実行犯にあたるような不審な人物が現れはしないかと、世田谷支部に頼んで宮脇邸を張り込んでもらっていたんです」
「すると、三日目に意外な訪問者があった。それがなんと、テイルズ＆フラッツのテナーサックス奏者、そして、今度の毒入りチョコレート事件の被害者であった瀬尾義文さんだった、というわけ」
　腕を組んだまま猫目さんが付け加えると、悠一さんは一拍置いてから、
「報告を受けた時は驚きましたね。なんせ、犯人かもしれない田谷さんと、犯人を知っているかもしれない宮脇夫人のもとへ、被害者が現れたのですから……」
「んで、おまけは今日の写真さ。まさか、沼井美咲まで今度の件に噛んでたとはなあ。どうやら、鈴置さんの周辺は、底意を持ったやつらばかり、ということになりそうだぜ」
「そ、そんな！」
　猫目さんの言葉の荒々しさに僕はとうとう、いたたまれなくなって声を上げてしまった。せっかく見つかった、学校内での同好の士が、まさか自分を貶めようとしている側の人間だったというのは、いくらなんでも残酷すぎるではないか――。
「仮に、沼井さんが事件の核心に近い人間だとすると、関係者の前歴を一から洗いなおす必要が出てくるかもしれないね。――仁科くん、他の支部からもどんどん人を引っ張っていいから、徹底的に沼井美咲の背後関係と、テイルズのメンバーの前歴を洗ってみてくれ。おそらく、どこかでくっつくはずなんだ、あの二人は……」

三、
　はたして、二人の人物の意外な関係が白日の下に明らかとなったのは、それから三日後のことであった。
「どういうことだい山藤探偵、あの沼井さんと瀬尾のダンナが犯人とグルだってえのは……」
　尋常ならざる事態の進展に、ふたたび新潟からのぼってきたＵ先生は、しきりに煙草をふかしながら悠一さんに食いつく。狭い分室の屋根は、紫煙のせいで明かりがうすぼんやりとしか見えない。
「そうっスよぉ、いったい、どういうことになってんのか、教えてくださいよぉ」
「山藤探偵、もったいぶらずに教えていただこうか。宮脇夫人と瀬尾義文氏、沼井美咲嬢はどうつながっているんだ」
　脇に控えた弘之と金沢先生の懇願に負けて、悠一さんは袱紗包みにくるんだ「極秘資料」という仰々しいゴム判をついた書類の束を、一部ずつ手元へ配った。
「説明が終わったら、これは焼却します。――よろしいですか？」
　いつになく切迫した表情の悠一さんに、思わず息をのむ。しばらくの静寂ののち、悠一さんは資料をめくり、一切を説明してくれた。
「まず、瀬尾義文という人は、バンマスの原さんいうところの『非常な遊び人』でした。さまざまな女性ファンと一夜の関係、爛れた仲になることはしばしばで、しょっちゅう雑誌の餌食になっていたそうです。――十二ページ目、見ていただけますか」
　言葉に従って紙をたぐると、あまり上手くはない金髪女性の絵が表紙のいかにも下品な印象を与える写真が目に飛び込んできた。解説に「出典資料　『芸能ホープ』（ホープ社・刊）昭和三十二年五月号『楽壇ゴシップ大会』」とあることから、いわゆるゴシップ誌らしい。
　いつだったかＵ先生が見せてくれたファンの乱痴気騒ぎの記事を見た時のそれに似た感情が沸き上がるのを覚えていると、Ｕ先生が感心した様子で、
「山藤探偵、よくこんなの見つけたねえ。この号は部数が少なくて、国会図書館でも現物がないっていうんで、すっかりあきらめてたんだよ」
「ちょっと特殊なルートがありましてね。――んで、肝心の記事なんですが、内容としては次のようなものなんです」
　ここで悠一さんが語ってくれた記事は非常に長いものだったので、必要なことだけかいつまんでいうと、内容としては「某ジャズバンドのテナーサックス奏者某氏が、某良家の令嬢に惚れこまれて心中寸前までいった」という、某という字がやたらと目につく三文記事であった。
「某ジャズバンドというのが仮に、当時飛ぶ鳥を落とす勢いだったテイルズだとすると、某テナーサックス奏者というのは、サックスでは古株にあたる瀬尾さんで間違いないんじゃないだろうか。そう思った僕は、警視庁にかけあって古い取り調べ資料を探してみたんです。そうしたら、廃棄予定だったものの中からこんなものが出てきたんです」
　それまで部屋の隅で黙りこくっていた猫目さんが、膝に抱えていた鞄の中から出席簿のような綴込み表紙の資料を出して、一座の集うテーブルの上へと叩きつけるように置いた。
「昭和三十二年四月に発生した『犬吠埼アベック自殺未遂事件』の資料です。管轄は本来ならば千葉県警ですが、当時、上層部とつながりのあったご令嬢の父親の依頼で警視庁が動いて、事件は報道されずに闇に葬られた……。好事家の間じゃあ有名な、概要だけが伝わってるヤマなんですが、その全容がこの中に載ってるわけです」
「で、ここに貼り付けてあった写真を見たときには、僕もさすがに驚きましたよ。人間、年齢を重ねても、元の顔からはそうそう変わらないものらしいですね……」
　悠一さんが表紙をたぐり、二、三枚ほどめくってからとあるページで手を止めたとき、僕は思わず腰から崩れ落ちそうになってしまった。たしかに、何十年もの歳月がたっているとはいえ、元々の顔の輪郭やパーツはまるで変化がない。
　そこに並んでいたのは黒々した七三わけの髪が目立つ瀬尾さんと、エムエル製紙のホームページにも載っていた宮脇総裁夫人の、まだ可憐な少女時代の写真であった。
「これで、宮脇夫人と瀬尾さんの関係はつながったわけか――」
　腕を組んだまま、金沢先生は苦虫を嚙み潰したような目でじっと写真へ視線を落としている。
「まさか心中まで行った相手が、ファンクラブの書記だったとはなあ。ほかの人たち、知ってたんだろうか？」
「ひょっとすると、知らなかったかもしれませんよ。女性は結婚すると装いがまるっきり変わるし、なんたって名字が変わりますからね。旧姓だと二村晴美で、結婚すると宮脇晴美。そんなに珍しい名前ではないから、見過ごされても無理はないでしょう」
　猫目さんの言葉には一理あった。上流階級に限った話ではないだろうが、結婚すると「だれそれさんの奥さん」という呼ばれ方が主になってしまうことを踏まえれば、無理のある説とも思えない。
「――んで、結局宮脇夫人の親父さんは、控えていた宮脇総裁との結婚前の汚辱をひた隠しにするべく、お偉いさんと取引をした、ってえわけか。となると、テイルズに対する口止め料も結構な額だったんじゃないかねえ」
　煙草片手に資料を眺めるＵ先生に、その通りです、と悠一さんが付け加える。
「当時のお金で二百万円……。それが、テイルズ＆フラッツに支払われた口止め料だったそうですよ」
　いまいち額面が分からずに、金沢先生に今だとどのくらいの金額になるのか尋ねてみると、しばらく宙でそろばんをはじいてから、ざっと二億か、と事も無げにつぶやいたので、声を張ってしまった。
「に、二億円！」
「――健壱くん、宮脇総裁の岳父、二村一丸は、敗戦後の混乱期が生んだ、通称を『ブラックマーケットの皇帝』という財界のフィクサーだったんだ。いざなぎ景気の頃にあったエムエルの大増資には、この皇帝閣下の闇金庫が一役買ったという黒い話もあるぐらいでね……」
「要するに、そんだけの力の持ち主がウラにいたからこそ、この案件はつぶせたわけさ。んで？　沼井ちゃんとのつながりも、大方ホレたハレたの延長なんじゃねえの？　探偵長」
　真新しい煙草に火をつけたＵ先生の顔をまじまじと覗き込むと、悠一さんは肩透かしを食ったような表情をしばらく浮かべていたから、推理小説をお書きになる方だけはありますね、と掛け値なしで褒めちぎった。
「まったく、その通りだったんです。ウッドベースの佐々木さんが教えてくださったんですが、瀬尾さんは去年の暮れに、長らく内縁関係だった女性と入籍をなさったんだそうです。それで、瀬尾さんにとっては息子さんにあたる方が婿養子で入った先が――」
「沼井という名字の家だった、ということかね」
　金沢先生の問いに、悠一さんは黙って頭を縦に振る。すると、納得した様子で煙草をふかしていたＵ先生がカブリを振って、
「ちょ、ちょっと待て。そうなると、あの毒チョコ事件、あれもひょっとして……」
「まだハッキリとしたことはわかりませんが、どこか演出された箇所があるかもしれませんね。鈴置さんの苦手なチョコレートに毒が仕込まれて、もらい受けた瀬尾さんが当たってしまった……」
「――いわれてみると、ちょいと出来すぎてるなあ。本気で殺したいなら、好物にしこみそうなもんだが、今度のヤマは違った。妙だなあ……」
　悠一さんの広げた波紋の中で、Ｕ先生は驚きもせず、ひたすらにその理由を推察している。やがて、指に挟んだ煙草の灰が音もなく崩れ落ちると、Ｕ先生はそっと手を合わせて、閉ざしていた口を開いた。
「――毒を仕込んだのは、沼井さんだったんじゃあねえか？　そして、なんかのはずみで、瀬尾のダンナはそれを見ちまった。問い詰めて事情を知った瀬尾さんは、疑惑の矛先を遠ざけるべく、危険な役を買って出た……」
「おそらく、それで間違いないと思います。ただ、そういう行動を起こすに至った発端が、推察の域を出ないのです。心苦しいですがやはり――」
「――本人呼びつけて、問いただすしかないわなあ」
　それきり黙り込んだまま対峙する悠一さんとＵ先生に、僕と弘之、金沢先生は妙な感情を抱いた。それは、披露された推察がことごとく一致していたことへの感動の念も何割かはあったのだろうが、それ以上に、まったく違う種類の人間だと思い込んでいた二人が、根柢の部分でまったく同じ要素をはらんでいたことに対する驚きのほうが勝っていたようだった。
　
　そして一晩が過ぎ、テイルズの面々に連れ添われて探偵社を訪れた瀬尾さんと沼井さんは、「聞き取り中につき立ち入りを禁ず」という物々しい紙の貼られた部屋へと消えていった。そんな二人の戻ってくるのを、僕たちは千尋さんや原さん、佐々木さんたちと一緒に応接室で待ち構えていた。
「高津さん、いったい、どこまでご存じなんですか」
　それまで石像のように微動だにしなかった千尋さんが、閉ざしていた口を開く。事情を知っている僕と弘之は、ひたすらに気まずいのをこらえて、いいえ……と返す。
「きみ、お嬢の前で嘘はつかないほうがいいぜ。うちにトランペットの戸倉ってのがいるんだが、こないだ差し入れの羊羹をつまみ食いしたのを隠し通して、しばらくお嬢から口をきいてもらえなかったんだ。となると……」
　佐々木さんのいたずらっぽい口調に、その手には乗るものか、と眉毛をひくつかせていると、今までずっとオランダ葉巻をふかしていた原さんがおもむろに、
「ま、瀬尾のやつのことだ、どうせろくでもないことには違いあるまい。最悪の場合はウチも世間様に頭を下げて解散、ってとこかな……？」
「ちょ、ちょっと、それはさすがに……！」
　従姉妹の顔を伺いながら益美がたじろぐ。が、肝心の千尋さんは目線をオランダ葉巻の吸いさしが転がっている灰皿へ向けたまま、一言も発しない。
　そんな状態がかれこれ一時間半ばかり続いたころ、部屋の隅に置かれた黒電話が静寂を破るようにうなりだした。
「健壱、出てくれよ」
　交代で来ていた探偵社の社員がちょうどいないタイミングだったことも手伝い、渋々受話器を取ると、猫目さんの声が飛び込んできた。今からこちらに向かうから待っていてほしい、ということだった。
「みなさん、もうじき悠一さんが戻ってらっしゃいます。説明も、あると思いますが……」
　待っていました、とばかりに、気の早いテイルズ＆フラッツの面々はソファから離れ、じっと樫の木のドアを見つめる。遠くでエレベーターの止まる音がし、乾いた足元を踏み鳴らす靴音が少しずつ迫ってくる。
「――みなさん、お待たせしました」
　悠一さんを先頭に、沼井さん、瀬尾さん、猫目さんと仁科さんが応接間へと姿を現し、それまでの緩慢とした空気が一気に張り詰めるのが分かった。
「山藤探偵、いったい、うちの瀬尾が何をしたというのです――」
「ここにいらっしゃる沼井美咲さんとの共同で行われた、狂言殺人です」
　間髪入れない悠一さんの返答に、原さんや佐々木さん、むろん、千尋さんの目が凍り付く。
「ざっと解説しますとね、あの日日比谷公会堂であった事件はある女が沼井さんを脅し、それを知った瀬尾さんとの華麗なるチームプレイによって行われたオシバイだったわけですよ」
　汗で形の崩れかけた開襟シャツのカラーを指で直しながら、猫目さんがけだるそうに語る。
「で、でも、いったいどうして瀬尾やんがこの子に……！」
　反論しようとした佐々木さんは指を出しかけて、何か思うところがあったのか、慌てて腕をひっこめた。
「おい瀬尾やん、もしかして、カコちゃんとこの孫ってのは――この子なのかい」
　内縁関係にあった女性との入籍、という話に覚えがあった佐々木さんは、すっかり青くなって沼井さんを見つめている。どうやら、沼井さんにとって祖母にあたるカコちゃん、という人の若いころの面影が彼女の顔にはあるらしい。
「そういうことだ。――お嬢、みんな、黙っててすまなかったなあ」
「美咲、本当なの」
　千尋さんの問いに、うつむいて絨毯に目を落としていた沼井さんは、大粒の涙を流して、嗚咽交じりにそうなの……と答えた。
「隠すつもりはなかったんだけど、あんなことがあったせいで、言うに言えなくなっちゃったの……」
「あんなことって、何があったの」
　感情をあらわにする沼井さんをなだめながら座らせると、千尋さんは悠一さんと猫目さんの方へ頭を向けて、説明していただけますか、と頼んだ。
「――ざっくり言うと、沼井さんは部費横領の疑いをかけられて、それを知った田谷の言いなりになってたんだ」
「横領、ですって――」
　驚愕する千尋さんに、いくらか落ち着きを戻したらしい沼井さんが付け加える。
「田谷さんから頼まれて、一晩だけ部費の入った手提げ金庫をロッカーに預かったの。それで、次の日になって渡したら、放課後に呼びつけられて問い詰められたの。『先生から預かった、楽譜の追加注文料を入れていた封筒が入っていない。どこへやったの』って」
「もちろん、手は付けてないわよね？」
　心苦しそうに話を聞く千尋さんに、沼井さんは再び目元をにじませながら、　
「金庫のダイヤルには一度だって触れてない。用事がないんだもの、開けるわけないじゃない」
「そうね……嫌なこと聞いちゃってごめんなさい。で、美咲はちゃんと、田谷さんに反論したのよね？」
　いつの間にか、千尋さんの膝の上にうつぶせになって泣きはらしている沼井さんは、ひょいと顔を上げて、そうだったんだけど……と、力なく声を上げる。
「そうだったんだけど、『じゃあ、いったいどこにお金は消えたの？　あなたのほかに、あの手提げ金庫に触れるチャンスがあった人間はいないのよ。あなた以外には考えられない。みんなのためのお金を何に使ったの、白状しなさい』って、矢継ぎ早に攻められてるうちに、怖くなって……」
「彼女はとうとう、覚えがない罪を認めてしまったわけです」
　仁科さんの捕捉に、沼井さんは申し訳なそうな目を千尋さんに向ける。
「それで、『このことを先生や警察に言われたくなかったら、あたしに協力しなさい。あの生意気なクラリネット吹きをいたぶってやるから』って言われて……」
　クラリネット吹き、という言葉に、それまで沈黙を保っていた佐々木さんが顔面蒼白になって、人差し指を沼井さんへわななくように伸ばす。
「ま、まさか、瀬尾やんの当たったモロトフの毒は――君が仕掛けたのかい」
「――そうです。わたしが田谷から渡された道具を使って、チョコレートに青酸カリを入れたんです」
　沼井美咲の告白は、その場にいた関係者から冷静さを奪うには十分すぎる威力を持っていた。大なり小なりありそうな抗議の声や嘆きの言葉が何一つとして出ない、一幅の風景画のような光景がそこには繰り広げられていた。
　もっとも、その静けさを破るように佐々木さんが瀬尾さんの胸ぐらをつかんだのにはもっと肝を冷やしたが――。
「瀬尾ッ、貴様どういうつもりだ！　なんで孫の凶事に加担したんだっ！　どうして止めなかった！」
「――俺はなあ、全部の罪をひっかぶるつもりだったんだっ」
　腕をはねのけられた反動で、佐々木さんが絨毯の上に転がり落ちると、瀬尾さんはシャツの襟元を緩めてから、真一文字に結んだ唇をそっと開いた。
「長えことほったらかしにしてた倅と世間並みの親子関係になって、かわいい孫も出来た。ところがどうだい、倅ンとこに遊びに行って、プレゼント片手にこの子の部屋へ行ったら……」
　そこまでどうにか威勢のよさを保っていた瀬尾さんは、目から大粒の涙を垂らして、頬をひくつかせる。
「運悪く、瀬尾さんは沼井さんがチョコレートに毒を仕込んでいるところへ出くわしてしまったのですよ。もともと電気工をなさっていて、部品のメッキに使う青酸カリのにおいをご存じだった瀬尾さんは、自分の孫がとんでもないことをしようとしているのに感づいて、問い詰めた。ところが、孫娘が標的としようとしていた相手が自分たちの新たな仲間となった鈴置さんであること。そして、孫を凶行へと追いやった相手が因縁多からぬ人物の孫であることを知って、瀬尾さんは非常に苦しまれました。そうでしたね、瀬尾さん？」
　悠一さんの問いかけに、瀬尾さんは鼻をすすりながら返す。
「――驚いたねえ、一緒に死のうと誓うまでの仲になった相手の孫だったなんて。その話を聞いたとき、俺ァなんだか、今までさんざん女を弄んだ罰が当たったんじゃねえかと思ったよ。自分が酷い目に合うんじゃあねえで、孫同士がいがみあって、人殺しのまねごとをしようなんて……考えられるかい」
「普通は思いませんよ。そりゃあ、無理ない話です……」
　ポケットに手を突っ込んだままやりとりを眺めていた猫目さんがぼそりとつぶやく。
「カコと正式な夫婦になってしばらくしてから、何十年かぶりにハルちゃんから連絡があったんだ。『良人がしばらく留守にするから、遊びに来ないか』って。今更そんなこともねえだろうと思ってノコノコ出てったら、なんて言ったと思う？
『ヨシさん、家族っていいものよ。子供はもちろん可愛いけど、孫はもっと可愛いものなの。今まで会えなかった分、ちゃんと可愛がってあげるのよ』って……。その時に見せてもらった家族写真の中にいたのが、後々、美咲に因縁をつけたムスメだったってわけさ。
　それを聞いたときは、まァ驚いたね。男くさいところに入ってきたお嬢が恨みを買ってるなんて……てェのもあったが、それよりも、可愛い孫をいたぶった悪党を殺してやりたいってえ気持ちが強かった。けどよお、ちょいと落ち着いて考えてみたら、これを知ったらハルちゃんはきっと悲しむだろう、ってえことのに気づいたんだ。
　だってそうだろう、可愛い孫が前科モンになっちまうんだから……。
　結局、さんざ迷ってから、俺はハルちゃんに一切合切を打ち明けたよ。ハルちゃん、電話越しに泣いてたよ……」
「――そしてそこから、鈴置さんを田谷さんの魔の手から守るための狂言が幕を開けたのです。鈴置さんの苦手なモロトフへ毒を仕込んで、それが差し入れのボックスの中へ入るように仕向けると、瀬尾さんはさも偶然を装ってチョコレートをあおった。もちろん、毒は致死量以下にはしてあったのですが、ここで思いがけない人物の登場が、事態をより複雑にしてしまいました」
「Ｕ先生と金沢先生のことですね」
　悠一さんの話を聞いていた千尋さんが、あの日の二人の大活躍を思い出して感慨深そうに瞳を光らせる。
「千尋さんの従姉妹である白石さんやその連れが楽屋へやってくるところまでは計算済みだったのでしょうが、まさか、隣の席にいた流行作家と探偵小説家までくっついてくるとは思わなかったでしょうね」
「あの二人にゃあ参ったねえ。たちどころに解毒をしてもらって、おかげで生き残っちまいやがった。――美咲、オレは最悪、お前たち二人のことは墓場へ持ってゆこうと思っていたんだ。すまなかったな……」
　思いがけない告白に、沼井さんはしばらく戸惑いながら瀬尾さんを見つめていたが、やがて駆け寄って胸元へ顔をうずめると、小さな声でバカ、バカ……と呟きだした。
「んで、そこから先はなかなかなモンさ。こっちが大沢顧問相手にタンカ切ったせいで動けないのをヨソに、宮脇夫人も協力しての物証集めさ。宮脇夫人は、確たる証拠がそろった暁には孫を警察へ突き出すつもりだったらしい。しかし、まさかあのキジ羽根の大冒険が夫人の仕組んだことだとは思わなかったなァ」
「ど、どういうことですか、それ」
　猫目さんの落とした爆弾に食いつくと、猫目さんは尻ポケットへさしてあった扇子を片手で開いて、襟元へ風を送り込みながら、
「田谷がリードの手入れにキジの羽根を使ってるのを知ってんのは、関係者じゃあおぼろげな記憶を持ってる千尋さんと沼井さんだけだが、なんと宮脇夫人もこん中に入ってくるんだよ。なんせ、昔瀬尾さんから聞いて、高くはつくが非常に便利なモンだと教えた張本人なんだから……」
「――あの羽根の混入は宮脇夫人の提案だったんですか」
「そういうこと。もっとも、孫本人の使ってるのは手に入んなかったから、押し入れにくすぶってた剥製の羽根を使ったらしいがね。考えてもみなよ、ナフタリンくさい羽根で、口に含むモンの手入れができるかい？　どうやら、ゆくゆくオレたち探偵社やその別働部隊が動き出すとにらんで、いつでも手に入るような場所へあの剥製を飾ったらしい。出来すぎてるなぁ、とは思ったんだよ……」
　ひとしきり話し終えると、猫目さんは扇子を指先で畳み、宙で一回転させてから胸ポケットへと押し込んだ。
「つまり、ずっとオレらはあの総裁夫人の手のひらでオドらされてたってわけさ。おかげでメンツ、丸つぶれだあ」
「だが、その代わりに僕たちは、事件の深層部へと一歩踏み込むことができたわけです。ここにいらっしゃるお二人の証言がある以上、あとは物的証拠さえそろえば――」
「――田谷京香を殺人教唆、および殺人未遂のかどで立件することが出来るってえ寸法さ。公会堂で起きたヤマも、翡翠ヶ丘で起きた自転車のヤマも、きれいに解決、ってわけだ」
　自信たっぷりに言うと、猫目さんは隣に並んだ悠一さんの顔を覗き込んでにやり、と口元を動かす。
「そこでひとつ、沼井さんにお願いがあるのです。どうにかして、田谷さんの指紋を手に入れてもらえませんか」
「指紋、ですか……？」
　悠一さんの突然の頼みに、沼井さんの顔はあわただしく変化する。
「彼女の指紋と自転車のブレーキに付着していた指紋が一致すれば、まず確実に、殺人未遂で引っ張ることは可能です。そこから、余罪として毒殺未遂の件も洗えるとは思うのですが……」
　誰かを校内に潜り込ませることが難しいのを思えば、彼女に頼むよりほかに方法はないのだろう。だが、沼井さんは額に汗をにじませたきり、彫像のように固まっている。しかし、ほどなくして彼女のだらりと下がった右手がそっと宙に上がったかと思うと、
「わかりました。罪滅ぼし、って言うにはちょっと軽いかもしれませんけれど……」
「引き受けてくださいますか」
「ええ、もちろんです」
　落ち着き払った態度で悠一さんに返事をすると、沼井さんは千尋さんのほうへ向き直る。
「――千尋、あなたの心を裏切った分は、裏切りで落とし前をつけてくるわ。それで赦してほしい、なんておこがましいことは思わないけれども……」
「美咲、もういいのよ。あなたのせいじゃないんだから」
「……千尋！」
　胸元へ飛び込み、再び目元を緩ませて肩を揺らす沼井さんを、千尋さんは子供をあやすようにそっと抱き留め、頭をなでるのだった。

　その数日後、沼井さんの活躍によってもたらされた田谷京香の指紋が、科警研によって行われた慎重な照合の末、ブレーキのネジに付着していた指紋と同一のものと見て間違いないという鑑定結果がはじきだされた。
　この鑑定をもとに、関刑事と墨山警部補を通して作成の依頼がなされた捜査令状と逮捕状を受け取ると、悠一さんと猫目さんは両刑事を伴い、翡翠ヶ丘の田谷家へと向かったのだが、その道中でもたらされたある情報のせいで、二通の公文書は一瞬にして紙くずとなってしまった。
　それは、ブレーキ不良を起こした自転車ごと、田谷京香が坂を転げ落ちて昏睡状態に陥ってしまったという知らせであった。　






第四章　ふたたび、公会堂にて


一、
　田谷京香が自転車ごと転倒して昏睡状態に陥った、という知らせを聞きつけた僕は、悠一さんの運転で彼女が入院しているという病院へと向かった。奇しくもそこは、千尋さんが転んだ時に担ぎ込まれたのと同じ翡翠ヶ丘の第二赤十字病院であり、夕闇の中で見覚えのある赤十字マークが僕たちを見下ろすように待ち構えていたのにはいささか辟易した。
　ロビーの中ほどで、先に病院へ来ていた沼井さんと千尋さん、原さんや瀬尾さん、佐々木さんといったテイルズの代表と合流すると、僕たちは彼女たちの案内で、南向きに窓の並ぶ女子病棟へと向かった。そして、その最果てにある特等個室のドアを叩くと、中から白髪頭の上品な老婦人が顔を覗かせた。渦中の人の一人である、宮脇夫人であった　
「――ヨシさん」
「ハルちゃん、京香ちゃんは……？」
　かつての恋人同士の間につかの間のアイコンタクトが交わされると、宮脇夫人は黙って顔を分厚いビニールカーテンの向こう側へそらした。病床の上には、酸素マスクを口元へ結わえた、穏やかな寝顔が横たわっている。うっすらと琥珀がかった艶色のボブカットに、白雪のような地肌の丸い顔。そして、それにはやや不釣り合いにも思える切れ長の、気の強そうな瞳は今は深い眠りの中にある。
　これが、千尋さんをいたぶろうとし、なおかつ沼井さんを脅迫した人物、田谷京香とは、にわかには信じがたかった。
「ハルちゃん、こちらはさつき探偵社の山藤探偵長。今度の事件を追っかけてた探偵さんだ」
　瀬尾さんの紹介に従うように悠一さんが深々と頭を下げると、宮脇夫人はまあ、あなたが……と大仰に言ってから、
「ヨシ……瀬尾さんから、お名前は伺っておりました。この度は、孫娘がとんだ恥をさらしまして……」
「まあ、そのお話はいずれ機会をみて、ということにしましょう。――で、いったいなにがあったんだね？」
　宮脇夫人をなだめると、悠一さんは一緒に病室へと入った三鷹支部のポニテ頭の少年が、慌ててズボンのポケットから手帳を取り出す。
「エー、目撃者の証言によりますと……。四時半すぎに、高校のある丘の上のから、ふもとの市道七号線の交差点へ続く細い道を、けたたましいベルを鳴らしながら下ってくる自転車があり、何事だろうとみているうちにハンドルが急に曲がって、ベーゴマのように回転しながら公園の生け垣へ突っ込んだ……ということです。自転車はそばのガードレールへ当たったために損壊が酷く、現在、翡翠ヶ丘署の鑑識班が必死に部品を探していますが、まだ全体の七割ほどしか発見されておりません」
　ポニテ頭の少年が手帳を閉じると、黙って報告を聞いていた悠一さんはため息をついてから、
「現状証拠を見る限りでは、単なる事故、ということになりそうですが――宮脇さん、お孫さんが何か、自転車の具合が悪いとか、そんなことをおっしゃってはいませんでしたか？　どんな些細なことでも構わないのですが……」
「さあ、私は何とも……。息子たちなら、何か心当たりがあるかもしれませんが……」
　宮脇夫人のためらうような口ぶりに、ふと、千尋さんの時のように田谷京香の両親の姿がないことに気が付いた。
「たまたま、二人とも仕事の都合で出張中なんです。事情は伝えたので、今日中には着くと思うのですが……」
「息子さんはたしか、奥様と一緒に宝石のブローカーをなさっているのでしたね」
　悠一さんの問いに、宮脇夫人はええ、と力なく答える。どうやら、宮脇夫人の周辺に関する情報は一切合切、探偵社の手中にあるらしい。
「国内ならともかく、ともすると海外へ出ることもしょっちゅうでして、そのたびに、私と良人が面倒を見ておりますが……。監督不行き届きだったのでしょうか、あんなことを仕出かすなんて……」
　張りつめていた緊張がほどけてしまったのか、宮脇夫人は顔をうつむけてむせぶように泣き出した。下手に声をかけるのは逆効果だろうと悟ると、部屋に瀬尾さんと三鷹支部の少年を残して、僕たちは部屋を出た。
「――状況証拠を見る限りは事故、ということになりそうですが、自転車の部品が全部集まらないことには結論が出しにくいですね」
　人数まばらな病院の喫茶室で、セルフサービスのやかんに入った麦茶をすすりながら、僕たちは今しがた見聞きしたことを整理しだした。バラバラになってしまった自転車のことを提起すると、悠一さんは軽く咳払いをしてから、
「あくまで個人的な見解ですが……鈴置さんの自転車に細工を施した人間が、同じようなシチュエーションの下でこのような目に遭う、というのはいささか出来すぎているような気もしますね」
「ってえことは、誰かが田谷の自転車に……？」
 弘之の質問に、代わりに猫目さんが答える。
「そういうことになりそうだが、問題は、その誰かが誰か、ってことだよな。俺ァ、ずっと今度の一件は田谷京香一人の仕業と思っていたが、関係者を一度総洗い直したほうがいいかもしれねえなあ。沼井さん、今ンとこの吹奏楽部の人数ってどんなもんですか？」
　手帳を取り出し、鉛筆を二、三度なめながらメモを取る猫目さんに、沼井さんは宙で指を動かしながら、学年ごとの人数と補欠要員の数をそらんじてゆく。ざっと一学年当たり二十人前後、合計すると六十数人の部員がいるということだった。
「でも、その中で千尋に恨みを持っていそうな人間が他にいるかと言われたら……よくわからないんですよね。なにせあの日の出来事は、部員によってはこの上なく喜ばしいことだったんですからね」
「喜ばしいこと――？　いったい、なにがあったんですか。どうやら、あなたは僕たち探偵社の人間が触れられずに困っていた内部の事情をご存知らしい。お話ししていただけますか」
　おろしたての手帳を開き、細身のボールペンを紙へあてると、悠一さんは沼井さんから話を引き出し始めた。
「――あれは、千尋がクラリネットの副パート長をしていた同級生から誘われて、初めて部活の全体練習に顔をのぞかせたときでした。大沢先生が研修でいなくて、いつもよりちょっと和やかな空気になっていたこともあって、何人かのパート長の提案で、簡単な自己紹介をしてもらったんです。千尋、あなたあのとき、どんなことを言ったか覚えてる？」
　沼井さんの問いに、千尋さんは顎へ人差し指を当てて天井を見つめてから、
「――普通に名前を言ってから、好きな奏者のこととかを言ったり……。あとは、クラリネットの子たちにせがまれて、『鈴懸の径』を吹いたぐらいだったかしら」
　別段、なにか人の神経を逆なでするようなことがあったとも思えない。千尋さんの演奏を名刺代わりに受け取れたのだから、クラリネットのパートの子たちにとってはかなりラッキーだったような気さえする。
「実は、それがちょっとした問題になったのよ。ここ数年、どこの学校の吹奏楽部でも起きていることらしいんだけれど、この頃の新入部員って、千尋みたいにプロの奏者の演奏をほとんど知らないのよ。大抵が、物心ついた時から吹奏楽一筋っていう子か、『歓迎会で演奏している先輩たちの姿に憧れて入りました』っていうのが大半なの。当然、みんなブレイキーやマイルスなんて知らないから、気になってどんな人かを調べるけど、そこに待ち構えていたのは上級生にとっては非情な現実と、下級生にとってはすさまじいカルチャーショック、だったわけ」
「――上級生は自分の演奏の腕前がどのようなものかを容赦なく知らされる羽目になり、かたや、下級生たちは上級生の腕がえばっている割には大したことないと、プロの演奏を見て知ってしまった……というところでしょうか」
　悠一さんの言葉に、沼井さんはそういうことです、と推察を肯定してみせる。
「もともとジャズ好きだった私はどうとも思わなかったんですけど、他の人たちは大変でした。落ち込むだけならいざ知らず、自信喪失を通り越して退部届をしたためだす人もいて、崩壊寸前だったんです」
　その光景を目の当たりにしたせいか、沼井さんは過去の陰惨な思い出を語り終えたときの表情を顔いっぱいに浮かべてから、重いため息を一つついた。
「私の知らないところで、そんなことがあったのね……」
「しょうがないわ、あなただって、悪気があってやったわけじゃあないんだし……」
　落ち込む千尋さんをそっとなだめる沼井さんに、その様子を見守っていた猫目さんがそれで……？　と切り出す。
「それで……そこから先はどんな風になったんですか」
「実は、そこから先は私もよくわからないんです。ちょうど、千尋が入部した直後にインフルエンザになって、長めに学校を休んでいたので……」
「――戻ってきたら千尋さんが見事なまでに村八分の対象になっていた、ってえわけかあ。探偵長ォ、こりゃあやはり、いけにえの羊にされたクチですかねえ」
　猫目さんの問いに、悠一さんは前かがみになって組んでいた腕をほどき、そう考えるのが妥当だろうねえ、と、けだるそうにつぶやいた。
「集団の結束を高めるために、同じ目的の元に対象を攻撃する……。一番原始的で、一番簡単で、なおかつ一番手っ取り早い方法によって、みごとに鈴置さんは吹奏楽部のいけにえとなってしまった――と、思われたが、現実は意外な方向へと転じることとなった」
「――それが、お嬢とオレたちとの出会いだったってわけですか」
　それまで黙ってお茶をすすっていた瀬尾さんが口を開くと、悠一さんは静かに頷いてみせてから、
「いったい、部活の首脳陣がどのような流れを考えていたかはわかりませんが、少なくとも、再起不能にまで追い込むという目算があった可能性は捨てきれないでしょうね。そうでなければ、テイルズ＆フラッツへ加入したあとに、こんなことはしないでしょう」
「なるほどなあ……。いや、ある程度の事情は美咲から聞いちゃいたが、ますますもってとんでもない話だ、けしからん……」
「ただ、そうなってくるとますます、この一件が謎を帯びてくるんだよなあ。人を呪わば――ってな風に考えるのも釈然としねえし、仮に誰か、田谷を裏から操った人間がいたとしても、その目的が読めないしなあ……」
　猫目さんはやかんを手繰り寄せると、湯呑のへり目いっぱいにお茶を注いでから、それをひと息に飲み下してしまった。
「探偵長、これは恥を忍んで、また大沢顧問ンとこに顔を出してきたほうがいいかもしれませんね。今度は実害が出てるんですから、きっと向こうだって手ぶらで返すようなマネはしないでしょうや――」
　と、ひょうひょうとした口ぶりで猫目さんが話していたところへ、いきなり原さんがバネ仕掛けのように立ち上がったので、一座はシンと静まり返ってしまった。
「お嬢、大沢っていうのは、君と沼井さんの部活の顧問の名前かい」
「え、ええ……」
　途端に、立ち上がった時点で血の気の薄くなっていた原さんの顔から、壊れた体温計のように赤みが消えてゆくのが、端の方に座っていた僕にも分かった。
「や、山藤探偵、大沢という人の写真か何か、あなたお持ちじゃありませんか」
「え、ええ、確かここに……」
　原さんの動揺ぶりにやや引きながら、悠一さんが手帳に挟んでいた名刺判の写真を手渡すと、原さんは瀬尾さんと佐々木さんを呼び寄せ、食い入るように写真を見つめていた。が、やがて、
「こりゃあ、生き写しだぜ……」
「やっぱり、そう思うか？」
「ああ、これで同姓じゃあ、疑いようがねえや……」
　深い嘆きとともに原さんが大沢顧問の写真を返すと、悠一さんは間髪入れず、ご存じなのですか、と詰め寄る。
「――忘れようにも忘れられない、我々の罪の生き証人、とでも申しましょうか。山藤探偵、ひとつこの老いぼれの話を聞いてはもらえますまいか」
　力なく語る原さんの顔には、ここまでの人生の中の悲喜こもごもが詰まっているらしい、無数のしわが寄っていた。

二、
「大沢顧問の親父が、バンドのリーダーだったァ！？」
　猫目さんの声が、他に人のいない静かな病院の喫茶室にこだまする。だが、そんなことが些末に思えるほど、原さんのもたらした情報は大きかった。
「このツラで他人という風に考えるのがまず難しいから、間違いないだろうね」
　佐々木さんの重たい返事を聞きながら、僕や弘之、千尋さんは、ケータイの画面に小さく表示されている、往年のビッグバンド「大沢博とフォア・サインズ」のバンマス・大沢博の液晶に穴が開きそうなほどに見つめていた。まるで、現代にいる本人がその場にタイムトリップしてきたかのような錯覚に陥るほど、写真の中の大沢バンマスは大沢顧問にそっくりだった。
「フォア・サインズっていうのは、平成に入って出来たバンドだったんですね」
　ネット百科事典の記事を確認していた悠一さんに、瀬尾さんがそうなんだよ、と付け加える。
「――ポール・モーリア楽団が平成になって初めて日本に来たときに、ちょっとしたイージーリスニングブームがあってねえ。そのときに、それまで九州でキャバレー専門に演奏をやってた大沢が、メジャーデビューをしようと意気込んで東京に乗り込んできたんだが、まあ、これが大コケしてしまって、すさまじい客の不入りだったんだ」
「ってえと、よっぽど演奏がヘタクソだったんですか」
　猫目さんの問いに、瀬尾さんはいやいや、と腕を振って否定すると、
「演奏技術はかなりよかったんだ。ただ、いまいち熱気に欠ける演奏というか……あまりリズミカルな感じではなかったんだなあ」
「あれはただ、楽譜通りに吹いてるだけさ。躍動感がまるでないやつらだった」
「まあ、そう言ってやるなよ。おそらく、クラシックの解釈としてはあれで十分及第点なんだから。――猫目さん、フォア・サインズは、ある市の抱えていた交響楽団が解散して誕生したバンドなんです。食べるため、弾きたい曲、吹きたい曲を我慢して、精一杯やっていたんでしょう」
　佐々木さんの発言をなだめるように原さんが補足すると、なるほど、という空気が僕を含めた全員に波及した。となると、元々大沢バンマスは交響曲のタクトを振りたい一心から、音大の門を叩いた口であったのかもしれない。
「んで、いったいフォア・サインズとテイルズの間にいったい何があったんですか……？」
　弘之がおそるおそる尋ねると、瀬尾さんは気まずそうに眼を左右へ動かしてから、深々と息を吐き、
「あまりの貧乏ぶりに見かねて、サインズのメンバーからとくに優秀なのを引き抜いたんだよ。もちろん、そうなればサインズとしては活動が出来なくなる。気が付いたら、東京から大沢は消えていた、ってわけだ」
「なるほど、大沢顧問の父親は、テイルズの行った引き抜きの被害者、だったわけか……」
「いや、被害者、というのは当たらないかもしれない」
「と、いいますと……？」
　瀬尾さんの指摘に猫目さんが納得のゆかない表情で両頬を染める。
「むしろ、我々バンドマンからしたら大沢のほうが加害者さ。プライドの高さから、九州時代のようなキャバレー周りもせず、ろくに給金も払わないくせに求める演奏の質は一丁前。そんな状態で、やめようにもやめられずに引っ張られてゆくサインズのメンバーを同業者として放っておくのはいくらなんでもひどすぎる。そうなれば大沢にはかわいそうだが、引き抜いて助けるのが人の道というもんじゃないかね、猫目君」
　適切な答えが見つからなかったのか、猫目さんは唇を真一文字に結び、両方の眉を富士山のようになだらか形にして困り切った双眸を宙に向けている。
「そうなってくるとやはり、今度の事件の真の黒幕は大沢の倅……ってエことになるんかねえ、山藤探偵」
　瀬尾さんに意見を求められて、悠一さんは早まってはいけませんが……と前置きしてから、
「しかし、大沢顧問が部の内部への我々の介入を拒んだことを考えると……決して純粋なシロ、とは言えませんね。ひとつ、情報屋を通じて大沢顧問の周辺を洗ってみる必要がありそうですね。むろん、大沢バンマスの前歴も込み、でですが……」
　話の流れで勢いづいた大沢顧問への疑惑は、いったん、さつき探偵社の捜査の俎上へのせられることとなり、その日はお開き、ということになった。
　病室にいる三鷹支部の男の子と宮脇夫人へ挨拶をしてから外へ出ると、三日月の左肩に黒っぽい雲が漂っているのに気付いた。
「こりゃあ、ひと雨来そうだなあ……」
　猫目さんが鼻を引くつかせて、車寄せの屋根の下をかすめる夜風から、こちらへと忍び寄る雨足を嗅ぎとる。確かに、むっとするような湿り気が袖や襟元から入り込んでくるような感じがして気持ちが悪い。
「いま、タクシーを呼んできました。翡翠ヶ丘の駅前からすぐに来るそうですから、ちょっとここで待ちましょうか」
　タクシー会社への直通電話をかけてきた悠一さんが、帰り支度を済ませた千尋さんや原さんに声をかけると、千尋さんがたくし上げていたシャツの袖を下ろしながら、
「そうしましょう。ちょっと、病院の中の空気にあてられたみたいなので……」
「おいおいお嬢、大丈夫かい。美咲ちゃん、きみはどうだい、なにかさっぱりした飲み物でも買ってくるが……」
　二人を気遣って、佐々木さんがポケットから小銭の入ったがま口を出そうとした時だった。アスファルトの上を横滑りするようなドリフトの音に驚いて、その場にいた全員が病院の門扉の方へ目線を集中させた。タクシーによくあるようなセダン型ではない、年季の入った小ぶりの４ＷＤ車がライトもつけずにこちらへと突進してくるではないか――。
「伏せてっ！」
　何を思ったのか、悠一さんが当たりはばからずに大声を上げると、つられて僕たちはその場へとしゃがみこんだ。すると、かんしゃく玉のはじけるような乾いた音が二、三度続いて、背後にあった窓ガラスに蜘蛛の巣のような真っ白い筋が走ったではないか――。
「猫目っ、やっちまえっ」
「言われなくてもやりまさぁねっ」
　腹ばいになった悠一さんが叫ぶと、猫目さんは仰向けに寝返ってから、ズボンとシャツの間に挟んでいたポケットコルトをさかさまになったまま４ＷＤの右後輪へと向け、派手に一発打ち込んだ。威勢よく走り去ろうとしていた４ＷＤはよたつきながらかろうじて門扉を通り抜けたが、やがて、坂の下の方で金属とコンクリートの擦れるような鈍い音と、ほとんど効き目のないようなブレーキ音が、病院の外壁を伝うようにこだました。
「――やりすぎましたかね？」
　両腕で銃床を握ったまま、猫目さんが悠一さんに問うと、
「ちょっとお灸がきつすぎたようなきらいはあるな。――みなさん、お怪我はありませんか」
「私は大丈夫です。それより、さっきの車……」
「鈴置さん、あなたもしや、車の持ち主にお心当たりがおありなのですか」
　千尋さんのほうへ視線が移ると、戸惑いながらも彼女は、大沢先生の車がたしかあんな形だったような……と徐につぶやいた。
「なるほど……これはどうやら、嫌疑十分、といったところのようですね。皆さん、ちょっとそこで待っててください。健壱さん、病院の人が来たら、事情を簡単でいいので説明してください！」
　こちらの返事も聞かないうちに、拳銃を握りしめたまま敷地から駆け抜けていく悠一さんと猫目さんの後ろ姿を、僕たちはただ茫然と見守っているしかなかった。
　
三、
　鈴置さんの記憶通り、件の４ＷＤ車は大沢顧問の持ち物であった。が、肝心の大沢顧問の姿はどこにもなく、事故現場では真新しいコンクリートの電柱が真っ二つに折れ、その片割れが屋根に食い込んだ緑色のパジェロが白い煙を噴き上げているきりであった。
「猫目くん、派手にやってくれたねえ……」
「まあ、正当防衛だから不問だろうさ。だが、ＢＢ弾相手に実弾じゃあ、ちいと釣り合わないような気もするが……」
「すんません、ちょっとハリキリすぎました……」
　翡翠ヶ丘署を通して呼んでもらった墨山警部補と関刑事は、現場に着くなり猫目さんの荒療治をからかったが、重大事件の容疑者である大沢顧問が逃走中したことを知ると、
「探偵長、ひとまずプレス向けの箝口令を敷いた方がよさそうだな。ニュースになると却って刺激しかねないから……」
「それがいいでしょう。ひとまず、現場の後始末は翡翠ヶ丘署の方へ任せて、我々はいったん、本庁まで戻りましょう。鈴置さんや原さん、高津さんたちはいったん、お帰りいただくということで……」
　そんな具合に墨山警部補と悠一さんが今後の協議策を練っていると、翡翠ヶ丘署の鑑識班員がなにやら深刻な顔つきで駆け寄り、ちょっと……と前置いてから悠一さんへ耳打ちをした。
「――ご苦労様でした。お手数ですが、あのパジェロの中にある車検証の中に、該当する指紋が混じっている可能性があります。そちらと該当するか、調べていただけませんか……」
「悠一さん、もしかして……」
　めざとく話を聞いていた僕の反応に、悠一さんは自信たっぷりに、
「もしかしたら、と思っていたのですが、田谷さんの乗っていた自転車のブレーキ周りから、指紋が検出されたんです。大沢顧問の車の中にある指紋のどれかと一致すれば、田谷京香の殺人未遂でのクロは確定です」
「なるほど……」
「じゃ、これで大沢顧問がつかまりゃ、事件も解決かあ。長かったなア」
　納得する僕の顔をのぞき込むように弘之が喜んで見せたが、ふと、司会に入った沼井さんの顔が浮かない色をしているのが目に留まった。
「沼井さん、どうかしました？」
　不意を突かれて、沼井さんはこむら返りでも起こしたようにビクつく。　
「その……事件が解決しそうなのはうれしいんですけど、今、このタイミングで……っていう思いがあって……」
「――そういえば、そろそろ大会の一次審査テープの通知が来るころじゃないの？　たしか、そんな話を誰かがしてた覚えがあるんだけど……」
「そうなのよ。たぶん、明日辺りには合否通知が来ると思うんだけど……。もしも受かってたら、顧問不在のウチはどうなるのかなあ、って……」
「や、そりゃあ困った話だなあ……」
　それまで英雄きどりで胸を張っていた猫目さんも、すっかりしょげて青い顔をしている。そういえば、いつだったか悠一さんが翡翠ヶ丘へ行ったときに大沢顧問から言われたという数々の中に、そんな話があったような気もする。
「――あ」
　僕は思いがけず、新たな「被害者」が出てしまったことに気づいてしまった。
　どういう腹積もりなのかはまだよくわからないにしろ、二人の生徒を毒牙へかけようとした大沢顧問はひいき目に見ても許される存在ではない。しかし、だからといって、彼が指導をしていた吹奏楽部の生徒たちが休日返上、プライべーど返上でやった練習の日々が無駄になってもよいとはとても思えない。
「今から他に、指導のできる先生を探すのは難しいだろうし……困ったわ」
　パトカーの赤ランプが瞬く寒空の下を、犯人確定の浮かれた熱気が冷めて、厳しい現実という名前の凍えるようなすきま風が吹き抜けてゆく。すると、
「――お嬢、美咲ちゃん。君たち、誰か忘れちゃいないかね？」
　それまで沈黙を保ち、現場の様子を見守っていたテイルズ＆フラッツのメンバーたちが、優しい瞳をこちらに向けて立っている。
「――えっ、そ、そんな、よろしいんですか？」
　言葉の真意に思い当たる節があったのか、沼井さんは後ずさりしながら驚く。
「畑がジャズだから、ちょっとやり方に戸惑うこともあるかもしれないが、我々でよければ面倒を見ようじゃないか。お嬢、どうだろう」
　佐々木さんの提案に、千尋さんは返答に詰まって目を伏せる。複雑な事情が絡んだ相手なだけに、気の進まないのは無理のない話だろう。
「……そりゃあ、いろいろあった古巣に肩を貸すってえのは、普通の神経なら気乗りしないだろうさ。だが、ね。――同じ楽器を扱う人間の苦境を、放っておくわけにはいかないじゃないか」
「原さん……！」
　決心がついたのか、千尋さんは改めて沼井さんの方を向き直り、両の掌をそっとつかんで胸元まで引き上げた。
「――部長とかに話をつけるは難しいかもしれないけど……。テイルズに任せてちょうだい」
「美咲……！」
　二人がそのまま固く抱き合うのを遠目に眺めながら、彼女たちの間に通う友情の篤さを、僕はつくづく思い知らされたのであった。

「――んで、今は絶賛、ケイコ中ってわけかあ。なにがあるのか、わからんもんだねえ……」
　テイルズと吹奏楽部の間に起こった美談を聞き終え、感慨深い目を天井へ向けながら、Ｕ先生はストローでアイスコーヒーを底までなめるように吸い上げる。手元に引き寄せられた灰皿には、二箱目のピースの吸いさしが山のように積みあがっている。
　あの晩から数日経って、事件のあらましを悠一さんから聞いたらしいＵ先生と金沢先生に呼び出された僕は、新宿駅前のプランタンを待ち合わせ場所に指定したのだが、入って早々、一番奥のボックス席からもうもうたる紫煙が上がっているのをみて、ちょっと引いてしまった。
「しかし、思いがけないところに伏兵がいたものだね。てっきり、オレは田谷の単独犯行だとばかり思っていたんだが……」
　向かいに座ったＵ先生の吐き出す煙を扇子でよけながら、金沢先生が自分の読みのすっかり外れたのが悔しそうな横顔をこちらに向けている。
「――思えば、生徒一人のやることにしちゃ、あまりにも短絡的じゃなさすぎたんだよなあ。あの年頃じゃあ、情に任せて行き当たりばったりにやりそうなもんだぜ。ところが、聞く限りまるでそれがなかったわけだ。となりゃ、ウラで手引きしてる悪いオトナがいそうなもんじゃないのヨ」
「しかし、顧問だとは思わなかったな――」
　Ｕ先生の口ぶりが気にくわないのか、金沢先生はやや向きになって反論する。だが、
「バカ。そこがお前の浅はかなところなんだ。――いいかい、練習漬けで学校と家の往復ぐらいしかないようなムスメっ子が一番色濃く影響受ける相手って言ったら、そりゃあ部活の顧問ぐらいしかないじゃないか」
「言われてみれば……確かにそうだな」
「簡単な消去法だよ、ワトソンくん」
「むむっ」
　言い返すだけの材料がなくなったのか、通りかかったボーイに新しい灰皿と交換してもらうと、金沢先生はピースを一本もらって、深々と煙を吸い込むのだった。
「しかし大沢のやつ、いったいどこで何をしてるんだろう。――健壱くん、なにか聞いてないかい」
　Ｕ先生が真新しいピースへライターの炎を当てながら尋ねる。
「さあ、今のところは何も……。ただ、悠一さんの話じゃ、関東一円からは出ていないのだけは確かだろう、ということです。あの夜のうちに全国の支社に手配書を回して、交通の要所や旅館なんかを張ってるそうですが、目撃情報らしいものは何も入ってきていなくて……」
「なるほど……。となると、まだホシは都内のドヤ街や安宿を渡り歩いていると見た方が正しいのかもしれないなあ。なら、どうしてそっちを追っかけないんだろう」
　金沢先生の素朴な疑問に、Ｕ先生は腕を組んでしばらく考え込んでいた。が、やがて吸殻を乱暴に灰皿へと押し付けると、
「――ま、なにか策があるんでしょ。遊撃隊も解散したんだ、オレたちにゃ関わり合いのないこった。さて、今夜はどこでひっかけるかな……？」
　テーブルの隅に置かれた伝票を手に取り、腕に夏物の背広をかけたまま、Ｕ先生はレジの方へとのらりくらりとした足取りで消えていった。
「――やれやれ、事件への興味がなくなるといつもこうなんだ。申し訳ないね、放課後に呼び出してしまって」
「いえ……。あ、そうそう。弘之が先生の『トモエ御前～』にすっかりはまっちゃって、サンデー帝都の定期購読を始めたんですよ。七月からのドラマ、楽しみにしてます、って言ってました……」
「ハハハ、ありがとう。今度の事件のおかげで、僕は生みの親としての責任の重さを感じたよ。――こりゃあ、一層精進しないとなあ」
　青い羽織の袂をゆらしながら照れくさそうに笑うと、金沢先生は膝の上に置いてあった信玄袋を手に持ち、レジ脇に立ってこちらの来るのを待っている先生を追って、足早にかけていった。

四、
　押し寄せる梅雨の雲をはねのけるような心地よい青空が、都内からつかの間の湿気払いをしてくれたのは、六月下旬の雲一つない土曜日のことだった。
　一足先に到着して、入り口に掲げられた「全国高等学校吹奏楽コンクール　都内予選演奏会」というほとんど角ばった字で埋まっている看板を仰いでいると、遅れてやってきた弘之と益美、それから、悠一さんたちやＵ先生がこちらへと歩み寄ってきた。
「遅いぜ、二人とも」
「すまんすまん、オレが引き止めたんだよ。うっかり、話に盛り上がって歩くのが遅くなってね……」
　青い開襟シャツに、麦わらのソフト帽を斜に被ったＵ先生がしきりに扇子を使いながら頭を下げる。
「しかし、因果な話だなあ、こうして、あの日と同じ顔触れでここにいるんだから、いったいなにがあるかわかったもんじゃないね」
「言われてみれば……そうですね」
　金沢先生の言葉に、夏服姿の悠一さんと猫目さんも同意する。あの春休みの出来事からもう三か月近く経とうとしているのだから、時間の流れというのはなんとも早いものである。
「佐々木さんや瀬尾さんは、翡翠ヶ丘の病院でラジオ中継を聞くそうです。ＮＨＫ―ＦＭが、関東ローカルで中継放送をやるそうで……」
「ははあ、だからあそこにＮＨＫのラジオカーがあるのか」
　公会堂と道路の中間に停まった、キャンピングカーを二回りほど大きくしたような白塗りの中継車をＵ先生が指さす。ローカル放送はいえ、演奏が電波にかかるのだから、翡翠ヶ丘高校はもとより、他の学校の部員たちも演奏に力が入るというものだろう。
「ところがどっこい、あやつがクセもんなんですよ」
　と、そこへ猫目さんがいやに辛気臭い表情を浮かべたので、斜向かいに立ったＵ先生が、
「あらあら、そりゃまたドーシテ？」
　と、尋ねると、
「よく言うでしょう。犯罪者は現場、あるいは関係者のいるところに戻ってくる癖がある、って……」
「――まさか、大沢顧問がノコノコ現れるっていうのかい」
　途端に、演奏を聞こうと浮かれていたその場の空気がしんみりとするのがわかった。
　だが、決してあり得ない話ではない。最後に起こった襲撃未遂事件から早や数週間、ここまで逃げ切ったことからくる油断が、大沢顧問に気を大きくする可能性だってあるわけなのだから。
「いちおう、管轄の丸の内署に頼んで警備を増強してもらっています。――あの一件以来、犬井刑事と山岸刑事はすっかりおとなしくなって、今度こそ真犯人をアゲてやると意気込んでるそうです」
　悠一さんが懐かしい名前をあげると、Ｕ先生は途端に不機嫌一色になって、
「なんだ、あのポンコツコンビ、まだ馘首されずにいやがったのか。とっくの昔に交番勤務にでも戻ってるのかと思ったら……」
「まあまあ、そう言わず。きっと、今度こそつかまえてくれるでしょう」
「だと良いがねえ……。ま、ここで立ち話しててもなんだ、早いところ中へ入ろうぜ……」
　話を切り上げると、Ｕ先生は僕たちを率いて、日比谷公会堂の中へと足を踏み込んだのだった。
　劇場の扉の前でパンフレットを受け取り、部員の家族や学校関係者、教育関係のお偉方らしい人たちに四方を囲まれる形で席へ腰を下ろすと、隣に座ったＵ先生が開口一番、
「――いやだねえ、この空気。音楽を聴くって空気じゃないぜ」
「そうですか？」
　あの日と同じ日比谷公会堂にいながら、Ｕ先生の顔はまるで場末のまずい料理店で高い請求書を見せられたような、やり場のないいらだちで一杯だった。
「そういえば、話したっけ？　オレが吹奏楽部、キライな理由」
「いえ、まだ何も……」
　正直に答えると、Ｕ先生はあたりの様子をうかがってから、小声でそっと、
「――演奏の優劣じゃなくて、『学生らしいかどうか』っていうのが基準だからだよ」
「学生らしいかどうか、ですか……？」
　どういうことかよく呑み込めず、おうむ返しに応じると、Ｕ先生はふたたび、
「……教師の言うこと、授業はロクに聞いてないけど、休みや放課後を使ってジャズ喫茶に入り浸ったり、名盤や名演奏をＣＤや放送で楽しむ、ベニー・グッドマンみたいな演奏のできる高校生より、顧問の言うことを唯々諾々と聞いて、先輩のイビリを金科玉条のごとく信じる、狭い範囲での演奏だけが良いものだと思ってる司会の狭い高校生の演奏のほうが、センセイ方のお気に召すのさ。
　まァ、そもそもこの手の部活動ってえのは、その活動で得られるなにかしらよりも、セン公がいかにしてその集団を統治するか、生徒が統治されたかってえのに重きを置かれてる場合があるからなあ。全部が全部、そうとは限らないが……」
　その言葉でようやく、Ｕ先生があそこまで吹奏楽部を嫌っていた理由が分かった。
　自分でものごとの真偽を掴もうとせず、信念もない、ただただ長いものにまかれるだけの人間が、Ｕ・Ｋという推理作家は嫌いなのだ。本人の言動や行動を見ていればすぐにでもわかりそうなものだったが、Ｕ先生そのものが強烈すぎて、そんなに深い信念の上に動いているとは露にも思わなかったのだ。
「だが、鈴置さんや沼井さんのような子がいると分かって、オレはちょっと見方を変えたね。いるとこにはいるもんなんだ、って……」
「――まあ、部活に限らず、どこでも大きな組織というのは、えてして変わり者の入り込む、入り浸る隙というのがどこかにあるものなのさ。今度の件でよくわかったんじゃないか、Ｕ？」
　背後で益美と弘之に挟まれて座っていた金沢先生が、今までの話を聞いていたのか、やや意地悪い笑みを浮かべてＵ先生へ声をかける。
「ハハハ、違いない。――おっと、ぼちぼち始まるらしいな……」
　つられて、僕も腕時計へ目を落とすと、夜光表示の針がちょうど開演時刻を指し、その上を秒針が通り過ぎていくところだった。そして、少しずつ場内の灯りが落ちてゆき、深々とした闇が横たわった。
　やがて、十数秒ほどしてから舞台袖にスポットライトが当たり、司会進行を担当するらしいウグイス嬢がスタンドマイクの前で涼しげに、
「皆さま、大変長らくお待たせをいたしました。ただいまより、全国高等学校吹奏楽コンクール　都内予選演奏会を開会いたします……」
　そこで終わればよかったのだが、あとからあとから、来賓の紹介や祝辞、祝電披露が続き、いつになっても演奏が始まらない。なるほど、Ｕ先生の言う通り、指導する側のために存在するものらしいや、と合点がいった。　
　長々とした前置きが終わり、ようやく一校目の演奏が始まった。曲目はラヴェルの「クープランの墓」より「トッカータ」。前になにかで聞いたことがあったからメロディに覚えはあったが、なんとなく、だしを入れ忘れたみそ汁のようなシマリのなさに辟易としてしまった。
「――同じこと考えてるんじゃないか、健壱くん」
「――かもしれませんね。サッサと終わらないかな、って思ってます」
「よかった、同意見だったか。オタマジャクシ通りにやるだけなら、自分ン家でやれっての……」
　幸か不幸か、運動会や体育祭の応援以外でほとんど吹奏楽部というものの演奏を耳にしたことがなかった僕は、その演奏の味にすっかり参ってしまっていた。

　昼の休憩を告げるベルがなった時、何年か分の解放感が一気に押し寄せたような気持になって、僕はベルベット張りの座席の背もたれに、体をだらしなく伸ばした。
「やっと終わった……」
「ケッ、時間の浪費だ。これだから吹奏楽部は嫌いなんだ。一度でもいいから、学校内で情け無用の演奏でもやって、ヤジを飛ばされればいい」
「ハハハ、強烈だなあ、先生は……」
　他の観客が出てゆき、すっかりがらんどうになっていた背後の座席の間から、猫目さんがＵ先生の発言を耳にしてか、その素直な感想を述べて見せる。
「まあ、言わんとすることはわかりますよ。人を楽しませるための演奏か、って言われたら、ちょっと微妙なところが多かったですから……」
　悠一さんまで同意すると、Ｕ先生は途端に活気づいて、やっぱり、同じ感想だったかァ、と変に喜びだした。
「その話はまたの機会として……もうお昼ですよ。丸の内署が僕らの分の仕出しを用意してくれたそうですから、ゆっくり食べましょうよ」
「おっ、そいつはありがたい。じゃあ、ありがたくいただくとしようかな……」
　意識が昼食の方へ移り、いつものような穏やかな顔に戻ったＵ先生と一緒に外へ出ると、ちょうど丸の内署の私服警官――これはあとで悠一さんから聞いて知ったのだ――が持ってきた弁当を益美や弘之、金沢先生に渡しているところだった。この前と同じように、日比谷公園のベンチで並んで弁当を広げ、談笑に興じていると、あっという間に午後の部の時間になってしまった。
「さ、そろそろ戻ろうか。Ｕのやつは入り口わきの喫煙室にいるからいいが、我々はちょっと遠出しすぎたからね……」
　集めた弁当の殻をビニール袋へ集めてひとまとめにすると、金沢先生は僕たちを率いて公会堂へと戻った。ところが、あともうちょっとで階段に差し掛かろうというところで、いきなり猫目さんがお腹を抱えてうずくまり出したではないか。
「イタタ……腹が……」
「おいおい、大丈夫かい？」
　心配する金沢先生に、駆け寄って背中をさすっていた悠一さんが、
「たまにこういうことがあるんです。たぶん、出すもの出せば治るでしょうから、先に行っててください。猫目をお手洗いに引っ張っていかないといけないので……」
　大ごとではないとわかり安堵すると、僕は腹を抱える猫目さんたちをあとにして、場内へと入った。
「いよいよ、チー姉ェ達の出番ね。まさか、クラリネットの独奏を買って出るなんて思わなかったわ」
　文字通り、パンフレットを握りしめて喜ぶ益美は、幕が開くのを今か今かと待ち構えている。開演まであと五分ほどしかないのだが、それまでの時間がずいぶんと長く感じられて仕方がない。
「――にしても、悠一さんたち遅いなあ。具合、あんまり良くないんじゃないか？」
「だとすると心配だが……そういや、Ｕのやつも遅いな。出てったのはもう、三十分も前だぞ」
　一緒に見に来たうちの三人が開演を前にして戻ってこない、というのは些か気がかりであったが、「まあ、あの三人なら、何かあっても大丈夫だろう」という楽観的な思いから、僕は特に気にも留めず、鳴り響く開演のベルを耳にし、慌てて舞台の方へ向き直ったのだった。
　まさか、三人が命がけの死闘を繰り広げることになるとは露にも思わずに――。




第五章　丘の上の決斗


一、
　いつまで経ってもやまない風に、すっかり私の体は冷え切っていた。梅雨の合間に覗いた、天恵のような晴れ間に油断し、晩の寒さを計算に入れない薄着で来たのが悪かったのだが、いくら悔やんでも仕方がない。
「Ｕ先生、寒くありませんか。だいぶ薄着でいらっしゃるようですから……」
　草の上に腹ばいになったまま、丘の上からエアガンをぶっ放す大沢顧問を拳銃の照準越しに睨んでいた山藤悠一が私を気遣って声をかけてくる。
「なに、大丈夫さ。それより、応援はまだなんだろうか」
　かれこれ一時間近く、私と山藤悠一、猫目大作はほぼ丸腰の状態で大沢顧問と対峙しているのだが、呼ばれたはずの応援部隊はいつまで経っても現れない。
「さあ、どうでしょう。なにせ、あの二人が連絡役ですから……」
　力なく語る山藤悠一と、壊されたメガホンの握りをなぜか持ったままの猫目大作のポケットの中には、大沢の手によって開閉部から真っ二つにされた携帯電話が眠っている。かくいう私のそれは、充電切れであえなく撃沈となったのだが、これほど悔しい思いをしたのは久しぶりだった。
「充電さえしてあれば、さっさと通報出来たのに……！」
　いらだちをなんとかして鎮めようと、私は数時間前、日比谷公会堂で起きた出来事を思い返すのだった。

　昼食を食べ終え、食後に一服を楽しもうと喫煙室へ入った私は、演奏中に吸えない分を補おうと、立て続けに五本ばかりピースをふかした。そして、五本目を吸い終えて、その吸殻を灰皿へ捨てようとしたころには、開演までわずかな時間しか残っていなかった。
「さあて、さっさと行かねえと……」
　はやる気持ちが足を急かし、私はひと気のないのをいいことに、公会堂の中を短距離走でもやっているかのように走り出した。
　その時であった、角からのっそりと人影が現れたのは。
「――わあっ」
　叫び声と共に相手が床へしりもちをつく。
「すいませんっ、急いでいて……」
　見れば、そこはちょうど、男子トイレの出入り口であった。お互い、開演ぎりぎりまで粘っていた同士らしく、若干気まずい思いをした。
「申し訳ありません、立てますか」
　慌てて立ち上がり、相手に手を伸ばしたときだった。相手の顔がおかしいことに気づき、私は目を見開いたまま固まってしまった。
　なんと、海賊のように伸びていた豊かな頬ヒゲが、みかんの皮のように片方だけつるりと剥けているのである。途端に、そのはがれたヒゲの下から覗いた輪郭線が、ある人物の顔を思い出させた。
「お、大沢顧問……！」
　うっかり口を滑らせたのがまずかった。こちらが変装のとれた自分の顔を知っていることから、警察か探偵社の関係者だと思ったのか、緑がかったレイバングラス越しに目を見開くと、大沢顧問は慌ててその場から逃げようとした。
「待てっ！」
　とっさに顧問の上に覆いかぶさり、逃れようとくんずほぐれつする足に頭を蹴られながらもなんとか右足を掴んでいると、背後から聞き覚えのある声が二つ近づいてきた。
「ったく、調子に乗って余った弁当まで食べるからだよ」
「すんません探偵長、開演も近いのに……」
　間違いない、山藤悠一と猫目大作だ――。気づくが早く、私はありったけの声で叫んだ。
「探偵長ォ、猫目くんっ、大沢がいたぞォ！」
　すると、単調な歩みだった足音がいっきに早まり、背後から山藤悠一と猫目大作がこちらへ駆け寄ってきた。
「おいっ、観念しろよ大沢。調べはとっくについてるんだ！」
　もう逃げはしないだろうと手を放し、やってきた山藤悠一ともども、床の上に座り込んだままの大沢顧問をにらんでいると、観念したのか、顧問は両手を挙げて投降のサインを掲げだした。
「あんなに逃げ回ったってエのに、案外神妙な神経してたんだなァ。ほら、おとなしくこっちへ――」
　猫目大作が拳銃を向けたまま、そばへ近寄って左手を差し出した時だった。伸ばされた手を逆に引き寄せると、大沢は猫目をそのまま床へたたきつけ、山藤悠一に体当たりを仕掛けて飛び出していったではないか。
「しまったっ」
　呆気に取られて捕まえる暇もなかった私は、丸の内署から関係者向けに支給されていた呼子の笛を持ち、大沢を追いかけた。やがて、大沢が裏口のドアを開けて外へ飛び出たのを見ると、私は目いっぱいの力を込めて笛を吹きならした。
「大沢がいたぞーっ、捕まえろーっ！」
　あたりを見回っていた丸の内署の警官たちが笛の音に振り向き、一斉に大沢に飛び掛かる。
「容疑者、確保！」
「よくやったっ、そのままパトロールカーへ押し込めッ」
　巡査の声に、黒星返上のチャンスと意気込む山岸刑事が息せき切って駆け寄り、護送を命じる。
「やあ、山藤探偵、Ｕ先生。ようやく、我々にもツキが回ってきたようです」
「ハハハ、ご苦労さん。ひとまず、演奏会が終わったらみんなには事情を話しておくとしようか。あとで連絡してくれるかい？」
　丸の内署へ身柄が引き渡されてから鈴置さんたちと大沢の取り調べを覗こうと考えた私は、一緒に署へ戻ろうとしている山岸刑事と犬井刑事にそれぞれ名刺を渡し、彼らと大沢の乗り込んだ覆面パトカーが出てゆくのを見届けた。
「お手柄でしたね、先生」
「やあ、ありがとう」
　自販機で買ってきたらしい缶入りのアイスコーヒーを差し出されると、私はベンチに腰を下ろし、先にのどを潤している猫目大作や山藤悠一ともども、疲れをいやそうとタブを起こした。
「しかし、あっけない最後だったなあ。犯罪者って言うのは、こんなにもアッサリ捕まるもんなのかい」
「まあ、大抵はそうですよ。稀に、かなりしぶとく逃げ回るのもいるんですが……。僕はてっきり、そちらの方だとばかり思っていたんですが、やはり大沢顧問は普通の人でしたね」
　缶のヘリの部分をつまんだまま、山藤悠一が並木に背を預けて、どこか感慨深げに空を仰ぐ。長かった事件が幕を閉じ、市井の人々から恐怖が取り除かれたことを喜んでいるのだろうと、初めて目の当たりにした私立探偵である彼の活躍を思い返しながら、私はそっと、心の中で拍手喝采を送ったのであった。
　なんとなく、演奏中の場内に戻る気になれず、しばらく木陰で話しながら休んでいると、先ほど「確保！」と叫んだ巡査が慌ててこちらへ駆け寄ってきた。
「おおう、君か。さっきはお手柄だったねえ――」
　ところが、相手は間髪入れず敬礼もそこそこに、
「報告いたしますっ。――護送中のパトロールカーが容疑者に奪われました。山岸・犬井の両刑事と巡査が一名、計三人が人質となり、現在車両は行方不明となっております」
「なんだってェ！」
　思わず、手元から缶コーヒーが滑り落ち、地面に甘い香りの漂うコーヒーが輪を描くように広がった。
「目下、Ｎシステムで該当車両を探しておりますが、覆面車両ですので相当な時間がかかるかと思われます……」
「やってくれたな、ポンコツコンビ！」
　憤る猫目をしり目に、捕縛劇の一幕を思い返すと、あの二人は手錠をはめているような様子がなかった。凶悪犯でもないから大丈夫だろうとタカをくくっていたのだろうか。とすれば、なんともお粗末な話である。
「どうする、山藤探偵」
「――追いかけましょう。おそらく、犯人からも何かしらのレスポンスがあるはずです。それを頼りに
追いかけるしかありません」
　ポケットから愛車のキーを出すと、山藤悠一は巡査に言伝を頼んでから、私と猫目に表通りで落ち合おうと言い残して駆け出した。
「えらいことになったな。無関係な市民が巻き添えを食わなければいいんだが……」
「だから僕は、あんな無能を今度の捜査に入れるのは嫌だって言ったんです！」
　顔を真っ赤にして怒鳴る猫目と共に通りへ出ると、ちょうど近くのパーキングメーターから、山藤悠一の愛車である観音開きのドアをしたクラウンが発進したところに出くわした。
「――乗ってください！」
　前のめりに停車したクラウンへ飛び乗ると、私がドアを締め切らないうちに、山藤悠一が派手にクラッチを入れたため、猫目ともどもモケットに押し付けられてしまった。
「猫目、無線の方を頼む」
「オーケイっ」
　後部座席から身を乗り出し、カーラジオの下に取り付けられた無線機のマイクを片手にダイヤルを調節すると、猫目大作はしきりに、
「こちらさつき一号、こちらさつき一号、丸の内署応答せよ、丸の内署応答せよ、どうぞ」
「――はい、こちら丸の内署警邏車係、どうぞ」
　猫目の呼びかけに、オペレーターが反応する。
「さきに連絡が行ってるかと思いますが、テイルズ事件の容疑者が犬井刑事らを人質に逃走しました。現在、Ｎシステムの反応報告を待ちながら追跡中。最新情報求む！　ドウゾ！」
　逃がした魚が悔しいのか、語尾がいちいち荒々しい。
「了解いたしました。本庁へ問い合わせます。返電は本庁からとなりますが。どうぞ」
「問題ありません、どうぞ！」
　乱暴にマイクを置くと、猫目大作はモケットへ背を預け、腕を組んだまま黙り込んでしまった。なんとなく、ハンドルを握る山藤悠一にも声をかけるのがはばかられ、私は仕方なく、ドアに据え付けられた灰皿を開いて、ピースをゆっくりとふかしだした。

　しばらく、都内の主だった高速の乗り入れ口を巡るように走っていると、沈黙を続けていた無線機から、がらがらとした声が飛び込んできた。
「こちら警視庁、こちら警視庁。さつき一号応答せよ、さつき一号応答せよ」
「――はいっ、こちらさつき一号。墨山警部補、なにか進展は？　どうぞ！」
　猫目がとった無線の相手は、いつぞや日比谷公会堂で私と金沢の窮地を救ってくれた墨山警部補であった。
「やられた、覆面パトカーは乗り捨てられた後だった。ただ、犯人や山岸たちのいる場所はわかったぞ」
「いったいどこです、それは」
　マイクを奪い、山藤悠一が興奮気味に叫ぶ。
「――翡翠ヶ丘市の緑地公園だ。向こうの署員を同行させましょうか？」
「いえ、そうすると却って相手の気を逆なでます。下手をすると、山岸さんたちの命が危ないかもしれません。我々が現地に向かいますが、もし何かあったら連絡しますので、お願いいたします」
「わかった。とにかく、気を付けて……」
　そこで無線が切れると、山藤悠一はバックミラー越しに、
「――いまの、聞いてらっしゃいましたね。かなり危険な道になると思います。先生にはどこかで降りていただきます」
「いや、オレは行くよ。君たちがなんと言おうと、ついてゆくよ」
「あなた、怖くないんですか！」
　やや切れ気味の山藤悠一に、私は一拍置いてから、こう答えた。
「小説家ってショウバイはねえ、怖いもんが多い方がやりがいがあるんだよ。安心しな、自分のケツぐらい自分で拭ける。連れてってくれるかい？」
　我ながら青臭いことを言ったものだと思ったが、山藤悠一はそれをバカにせず、どこか納得がいったような笑みを浮かべて、
「――わかりました。じゃあ、飛ばしますからしっかりつかまっててくださいよ！」
「おうよ！」
　こちらが窓辺のつり革を掴んだのを見ると、山藤悠一はグイとハンドルを切り、一路、翡翠ヶ丘市へ向かうルートを全速力で駆け抜けた。
　すっかり、西の空が傾きだした夕暮れ時のことであった。

　あちこちに重機や資材のある、翡翠ヶ丘緑地公園の工事現場の前で車を降り、しばらく歩くと、私は懐に拳銃を忍ばせた山藤悠一と猫目大作ともども、長雨で作業休止中のはずなのに、煌々と明かりのついている作業事務所の前へと向かった。
「出てこい！」
　猫目大作が威勢よく怒鳴り、宙に空砲を放つと、二階の窓がそっと開いて、大沢が顔をのぞかせた。
「迷わずやってきたようですね。上がっていらっしゃい」
「言われなくても行くよっ……！」
　やけに素直に応じるな、とは思いながらも、階段を上がって二階へ向かうと、扉のガラス越しに、さるぐつわをかまされて縛り上げられた犬井・山岸の両刑事と、巻き添えを食った巡査の姿が見えた。
　――可哀そうに、あんなバカ共の巻き添えを食って……。
　憐みの目を向けていると、山藤悠一がそっとドアノブをひねり、我々は中へ踏み込んだ。
「――お久しぶりですね、山藤探偵」
　事務用の椅子に座った大沢顧問が、巡査から奪ったらしい拳銃を三人に向けているのを見ると、山藤悠一は抜こうとした拳銃から手を放し、彼らを解放してやってくれ、と頼んだ。
「いいだろう。だが、ひとつ条件があります」
「条件？」
「――君たちの携帯電話を出してもらいましょう。連絡を取られては困りますからね。そこにいる彼らの分は、すでに真っ二つに折ってあります。さあ、早く……！」
　拳銃をちらつかせている相手をこれ以上刺激してはならないと、山藤悠一と猫目大作、それから私も携帯電話を差し出した。が、私のそれを見るなり大沢は、
「おや、これは充電切れじゃありませんか。これはもう役に立たないでしょうから、お返ししておきましょう。もちろん、あとの二つは壊しておきますが、ね……！」
　目の前で鈍い音と共に、山藤悠一と猫目大作の携帯電話を真っ二つにすると、大沢はそれを執拗に踏みつけてから、犬井刑事たちの縄をほどき、さるぐつわを取り払った。
「――山藤探偵、申しわけない……！」
　悔しさに満ちた表情で、今にも泣き出しそうな犬井刑事に、猫目大作は非情にも、
「バカヤロウ！　あんたらのせいで桜田門がエラい迷惑をこうむってるんだぞ！　恥を知れ、恥を！」
「ハハハ、案外単純なのですね、警察官っていうのは……」
　部屋いっぱいに怒鳴り散らす猫目大作を見ていた大沢顧問が、拳銃をちらつかせながらその様子をあざ笑う。
「――では、私はこれで失礼します。もし妙な真似をすれば、この拳銃が火を吹きますよ」
「――あっ、そういえば一つ忘れてました」
　山藤悠一が間の抜けた声を上げるので、さすがの大沢顧問も呆れたような顔を見せて、なんです一体、と聞き返す。
「さっき、ここへ来る最中にあった白い車、前後のタイヤに二、三発撃ち込んでおいたんです。これじゃあもう、走ることはできませんね……」
「な、なんだって」
　やはりあの車は逃走に使われたものだったか、と、ここへ来る道中に発見した車に処置を施した山藤悠一の目に狂いがなかったことに、私はひどく感心させられた。かたや、それを聞いた大沢顧問は、打つ手がすべてなくなったらしく、先ほどまでの威勢のよさは消え失せて、すっかり狼狽しきっている。案外、単純なのは自分の方だったようだ。
「となれば――こちらのほうが有利らしいな！」
　すかさず、猫目大作がポケット越しに拳銃を抜くと、銃弾は寸分の狂いもなく、大沢顧問の手から握りしめていた拳銃を落とした。形勢逆転、こちらの勝利である。
「――ここで、捕まってたまるものか！」
「待てっ！」
　転がるように階段を降りてゆく大沢を追って、まずは猫目大作が外へ飛び出た。あとを追って出ようとした私と山藤悠一は、壁際に這わせてあった電話線がすべて切られていることに気づくと、
「――犬井刑事、いまからどこか電話のある所へ行って、このことを連絡してください！　僕たちは、大沢を追いかけます！」
「わかった！」
　それだけ言い残して、そばにあったメガホンを握りしめてから外へ出ると、私は山藤悠一と一緒に、猫目の後を追いかけた。どうやら大沢は、あの日使ったのと同じエアガンを持っているらしく、それに応答する猫目大作の拳銃の音に交じって、乾いたような銃声が月夜の下にこだました。

二、
　そして、なんとか大沢を東屋のある小高い丘の上まで追い詰めたのは良かったが、ここが問題だった。
　日清戦争の頃に激戦地となった二〇三高地がよい例なのだが、高所から低所へと銃撃、ないし砲撃を行うというのは、一番死角がなくて効率的なのである。向こうはそれを知ってか知らずか、ふもとから追ってくる我々に、執拗にＢＢ弾を浴びせてくるのであった。
「どうやら奴さん、籠城の準備をしてあったらしいな」
　いつまで経っても弾切れを起こさないところからすると、そんな具合なのだろう。
「――ちくしょう、あいつ、いざとなったらここへ逃げ込んでくるように準備をしてやがったんだな。そうでもなきゃあ、こんなに雨あられみたく銃撃して来やしませんよ――わっ！」
　こうして話しているところへも、しぶとくＢＢ弾が降り注いでくる。こちらはこちらで、山藤悠一と猫目大作は手元の弾が残りわずかとなり、むやみやたらに打てない状況に陥っていた。ほとんど、丸腰と変わらないようなものである。
「こうなってくると、応援部隊を待つしかありませんね」
「そんな悠長な！」
　すっかりいらだっていた私は、山藤悠一にありったけの怒りをぶつけてしまった。だが、すぐに冷静になると、力なく、ごめんよ、とだけ呟いておいた。
「いいんですよ。――しかし、逃げようとするとこちらも撃たれますからね。エアガンって、案外馬鹿に出来ないものなんですよ。打ち所が悪いと、半身不随になったりしますから……」
「――となると、こりゃああちらの弾切れを待つしかないのか……」
　二人が拳銃を構えているのをいいことに、私は仰向けになり、空を見上げた。都心部から離れていることも手伝って、翡翠ヶ丘の星空は案外まぶしかった。
「あーア、せめて、こんな状況でないときに星空が見たかったぜ……」
　口に出すと、尚のことむなしくなってくるから不思議なものである。ふと、またたく星の一点に、何やら赤っぽい、鈍い輝きを放つものがあるのに気付いた。
　――火星かな？
　だが、火星にしては方角が違う。人工衛星にしては、かなり低いところを飛んでいるようにも見える。しばらく、銃撃もないことを幸いにその一点をじっと眺めていると、どこからともなく低い、うなるような単調な音が近づいてくるのに気が付いた。
　――もしや！
　ガバと跳ね上がると、私は大沢がこちらに目を向けていないのを確認してから、山藤悠一と猫目大作へそっと耳打ちをした。
「おい、応援が来たらしい。近づいてくるヘリの音、わかるかい……」
　私の言葉に、二人もそっと耳をそばだてたが、すぐに山藤悠一が頭を振り、
「――先生、残念ですが、あれは消防の大型ヘリですよ。プロペラの音が二つするの、わかりませんか」
　驚いて再び音の方向へ意識を集中させると、たしかにほんの少しだけ遅れて、後部のエンジンから鳴り響くプロペラの軽快な音がするではないか。
「――ごめんよ、期待させて」
「謝ることはありませんよ。こんな状況じゃあ、誰だってそう感じます」
　山藤悠一の慰めをよそに、消防のヘリはどんどん近づき、視界にその巨体が確認できるほどになった。
自衛隊が使っているような、ツインタイプのプロペラが勢いよく回り、管制用の灯りがチカチカと瞬く。見ると、その巨体の真下には山火事の消火時などに使う、放水用の水槽がくっついているではないか。
「山火事でもあったのかな……？」
　悠長にそんなことを考えていると、ヘリが我々のいる丘の上でホバリングをはじめ、まばゆばかりのサーチライトの光が私から視力をいったん奪い去った。
「――山藤探偵っ、離れてください！」
　痛みをこらえて目をぎゅっとつむり、とにかく耳だけが頼りの状況で、いきなりヘリからそんなアナウンスが飛んできたのに驚いていると、突然、頭上で何かのはじけるような音がした。そして、ほんのわずかなタイムラグののち、すさまじい轟音が耳を突き、何やら冷たいものが私の体を包み込んだ。
「なんだ、こりゃあ！」
　と、叫ぶだけの余裕もなく、私はその冷たいものの中に体を預け、流れに任せるようにして坂を落ちていったのだった。


「――あっ、目が覚めたぜ！　センセイ、センセイ！」
　聞き覚えのある声に起き上がると、曾野辺弘之少年と目が合った。
「よかった、ご無事だったんですね」
「病院に運ばれたって聞いたから、びっくりしたんですよ」
　見れば、高津健壱少年もいるし、白石益美嬢もいる。
「うーむ、こっちもびっくりしてるんだがなあ……」
　状況が読み込めず、ひとまず目をしばつかせる。若干目がごろごろする他には、相手の顔が歪んで見えたりするようなことはない。
「んで……。ここは、ドコヨ？」
「翡翠ヶ丘の赤十字病院ですよ、先生」
　右隣からの声に振り返ると、入院着姿の山藤悠一がカーテンのすそを持ち上げて、こちらに微笑みを浮かべた顔を向けている。よく見ると、私も同じような服を着せられているではないか。
「いったい、なにがあったんだい。目が眩んで、なにがあったかよくわかってないんだ」
「いやあ、つまりこういうことでしてね。あのあと、やっとこさ公衆電話を見つけた犬井刑事たちは、翡翠ヶ丘署を通して、消防庁の方へ渡りをつけてもらったんです。大沢をいたぶらず、また、犠牲者を出さないでとらえる方法はないかと考えた犬井刑事たちは、消防ヘリからの放水を思いついたんですよ」
「そうか、あの冷たいのは……」
　あの時の感覚が再び肌を駆け抜ける。なるほど、あれはヘリからの放水だったのか――と納得すると、私は大沢がどうなったか、山藤悠一へ尋ねた。
「ああ、大沢なら無事ですよ。ただ、あの放水で東屋の屋根が抜けましてね。それにびっくりして、発見された時はスレート版の下でブルブル震えてたそうです。いちおう検査はしましたが、脳出血の問題などもないようです」
「――すると、ここでようやっと、事件終息というわけかア」
「そういうことです。それがわかった途端に、猫目のやつ、グースカ寝ちゃいましてね……。先生の向かいの、カーテンがかかってる一角です」
　言われてはじめて、真向いのベッドのカーテンが閉まっているのに気付くと、私はベッドの下の方に差し込まれた札の、氏名欄に「猫目大作」と書いてあるのに気が付いた。
「よっぽど、疲れてたんでしょうね。僕らが悠一さんと話してても、まるで起きやしないんですから」
「ハハハ、無理ないさ。まあ、ゆっくり寝かせてやりなさい。オレものんびり、朝まで寝るとするから……」
　それを聞くと、これ以上の長居は無用と悟ってか、私に山藤悠一に挨拶をしてから、三人は病室を後にした。残された私は、ベッドサイドの小さな灯りをそっとしぼって、枕を二つ重ねて横になった。
「先生、もう眠っちゃいましたか？」
　これから眠ろうという矢先に、山藤悠一が声をかけてきたので、ちょうど眠ろうとしたとこだよ、と少し意地悪く言うと、
「すいません、あの子たちがいると話しにくかったもので……」
「しょうがないさ。で、どうしたんだい？」
　カーテンをめくり、スリッパに履き替えた山藤悠一がこちらへやってきて、小さな椅子へ腰を下ろした。
「田谷さん、目を覚ましましたよ。なんでも、ラジオから翡翠ヶ丘高校の演奏が流れ出した途端に意識が戻ったらしくて、医者が驚いてたそうです」
「ハハハ、そりゃあそうだろうさ。　で、奴さんなんて言ってる……？」
　田谷京香の無事に
「全面的に罪を認めました。僕らのにらんだ通り、やっぱり大沢顧問にそそのかされたんだそうです、『次期部長の椅子を確定するから』って言われて……」
「やはり、そういう事情だったか。大沢の方は、まだ事情聴取はしてないのかい？」
「まだ本式のものはこれからですが、田谷さんをそそのかして、沼井さんや鈴置さんを追い詰めたりしたのは認めています。――やはり、本当の目的は、テイルズ＆フラッツへの復讐だったようです」
　嬉しい知らせから一転、私と山藤悠一は、重い空気の中へと入りこんでしまった。恨みがさらなる恨みを呼び、それが痛ましき事件を引き起こした。これはどうあがいても戻らない、悲しき世の摂理である。
「――でもまあ、よかったじゃないか。誰も死んでないんだぜ、この事件は。犯人もなんやかんや無事ではあったんだし、良しとしようじゃないか。なあ？」
　心優しい、若き私立探偵をしきりに励ますと、山藤悠一はしばらく黙り込んでいたが、やがて自分の頬をピシャッと叩いて、
「そうですよね、事件は誰も死なずに終わったんですものね」
「その意気、その意気！　なあに、まだまだ君は若いんだ。無理せず、焦らず、どんどん解決できる速さをあげていきゃあいいんだよ。山藤探偵――いや、悠さん。オレは君を応援してるぜ」
　親しみを込めて悠さん、と呼ぶと、山藤悠一はにっこり笑って、
「ありがとうございます、先生。おかげで、今夜はゆっくり眠れそうです」
「ハハハ、そりゃあよかった。――んじゃあ、オレもボチボチ眠るとしようかナ」
「そうしましょう」
　二人そろってカーテンを閉めると、ほとんど同時に明かりが落ちた。
　平和な夜の静寂が、病床にいる私たち三人に等しく、柔らかな安らぎを与えるのだった。




終章


「それじゃあ、行ってくるわね」
　成田空港のロビーで、千尋さんは従姉妹である益美の目をじっと見つめたまま、彼女の手を握った。
「チー姉ェ、気を付けてね……」
　かたや益美も、まるで一生の別れにでもなるかのような勢いでもって千尋さんの手を握っている。
「オーバーだなあ、二週間したら戻ってくるんだろ……イデデッ」
　水を差した弘之が、益美に鼻をつままれて悲鳴を上げる。
「あんたねえ、チー姉ェは初めてのアメリカ行き、初めての海外渡航なのよ！　なにかあったら、って思うのが筋じゃないの！」
「こらこら益美、曾野辺くんが可哀そうよ……。美咲も、留守の間、元気でね」
　一緒に見送りに来ていた沼井さんに声をかけると、沼井さんも一歩歩み出て、彼女の手を握りしめながら、
「わかったわ。気を付けて帰ってきてよ？　お水には気を付けてね……」
「ハハハ、まるで一昔前の海外旅行みたいだなあ。しかしまあ、こんなに大勢見送りが来るんだから、やっぱりお嬢は、人に恵まれてるよなあ」
　熱烈な見送りの光景に、遠くから様子を見ていた瀬尾さんが茶々を入れると、
「――あ、そうそう。おじいちゃんも気を付けて行ってきてね。あと、お父さんが『ハメ外して飲みすぎるなよ』って言ってたから、伝えとくわね」
「トホホ、オレはついでかよ……」
　その様子を見て、手荷物と一緒に楽器を抱えたテイルズ＆フラッツのメンバーたちは、一斉に笑い声をあげたのだった。これから始まろうとしている、十数年ぶりの海外での演奏会の幸先は、非常に良いようだ。
　――あのクラリネットソロ、また聴いてみたいなあ。
　最初に日比谷公会堂で聴いたときと、この前の吹奏楽コンクールで披露された千尋さんのクラリネットを思い出して、僕はここまでの出来事をゆっくりと思い返した。
　あの日、悠一さんやＵ先生不在のまま始まった翡翠ヶ丘高校吹奏楽部の演奏は、指揮と指導を請け負った原さん言うところの「ベニー・グッドマン風な感じ」で幕を開けた。
　本家本元のジャズマン達の指導がよかったのか、「シング・シング・シング」、「危険な関係のブルース」、「ビギン・ザ・ビギン」をメドレーで演奏してゆくにつれ、それまで半ば義務的に他の学校の演奏を聞いていた保護者達も熱狂しだすのが分かった。
　そして、その熱狂は、最後に演奏された「鈴懸の径」の演奏で最高潮に達したのだった。テイルズ＆フラッツの若きクラリネット奏者・鈴置千尋の奏でる「鈴懸の径」は、それまで部内でとくにクラリネットの腕前に定評のあった部員とのセッションになっており、観客たちはその二人の様子を食い入るように眺めていた。
　そして、すべての演奏が終わり、原さんや部員たちが一斉に挨拶をすると、場内には割れんばかりの拍手がこだまし、あやうく耳がつぶれてしまうところだった。
　惜しくも、頭の固い審査員たちの理解を得られずに予選は落ちてしまったが、ラジオを通じて流れた演奏が話題となり、また、部員たちも原さんたちの熱心な、しかし紳士的な指導にすっかり感化されたのか、彼らの嘆願や保護者からの声もあり、翡翠ヶ丘高校では正式に、吹奏学部を学外顧問であるテイルズ＆フラッツへ任せることとなったのだった。
　かたや、それまで指導を行っていた大沢顧問は、テイルズ＆フラッツのみへと向けられていた恨み節が、実は千尋さんのクラリネットの腕前への嫉妬も一役買っていたことが白日のもとにさらされ、現在は東京拘置所で判決の出るのを今か今かと待っているのだが、どうあがいても十年ばかりは塀の向こう側、ということになりそうだと猫目さんが言っていた。
「さて、それじゃあ皆さん、参りますかなあ」
　原さんの声に従い、他のメンバーたちが窓口へ行こうとしたところへ、慌ただしい足音が四つ、駆け込んできた。
　見ると、悠一さんと猫目さん、それから、Ｕ先生と金沢先生がこちらへやってくるところだった。
「――やあ、間に合ったらしい。鈴置さん、長旅、気を付けて行ってきてくださいね」
　いきなり走ったのがよくなかったのか、息を切らし気味のＵ先生が挨拶をすると、千尋さんはええ、わかりました。と言って、そっと手を握ったのだった。
「鈴置さん、お気を付けて」
「千尋さん、またそのうちに、演奏会へ行きますね。そんときでいいんで、サインくださいな……」
「鈴置さん、お気を付けて。――もし、よろしかったら、その……今度、一緒にジャズ喫茶でも、いかがですかな？」
「ああっ、お前いたいけな少女に何をする気だ！」
　悠一さん、猫目さんと続いた見送りの言葉は、金沢先生の一言と、それに食いついたＵ先生のせいで台無しになってしまった。ふたたび、その場が笑いに包まれたのを見てとると、Ｕ先生ともども、金沢先生は小さく手を振り、千尋さんたちの出国を見守るのだった。
　そして予定通り、テイルズ＆フラッツのメンバー全員の乗ったニューヨーク行きの国際線の飛行機が飛び立ってゆくのを窓越しに見送ると、僕たちはしばらく、何もない滑走路へ目を落としていたが、そこへ水を差すように誰かのお腹が鳴る音が響いた。
「――お前か、Ｕ」
「あらっ、ばれちゃったのかア、ハハハ……」
　Ｕ先生の笑顔につられて、僕や悠一さんたちも大笑いし、しばらくそのままお腹を抱えていた。
「――よっし、今日はテイルズの無事を祈って、神田で夕飯と行こう。こないだ行ったビヤホール、料理がうまいからおすすめだよ」
「おおっ、さっすがＵ先生、太っ腹ァ」
　弘之が褒めちぎると、そうでもあるんだぜ、ヘヘヘ、と、Ｕ先生はわざとらしく言って見せる。
「なんたって、これからオレは、この大事件をまとめる仕事が待ってるんだからなあ」
「そういえば、そうでしたね。ひとつ、よろしくお願いいたします」
　悠一さんが丁寧にお辞儀をすると、任せときなさい、と、Ｕ先生は胸を叩く。前々から悠一さんに興味のあったＵ先生からの懇願にやや負ける形で、悠一さんは今度の事件の仔細を、一種の伝記としてまとめてもらうように頼んだのである。
　そして、思いがけずその過程で、僕がかかわったあの秋の出来事も、先生の手によってまとめられることとなったのだから、何があるかわからないものだ。数日前、それが決まった直後に電話をもらったのだが、その時に先生はこんなことを言っていた。
「――オレは小説家であると同時に、悠さんときみの伝記作家になったわけだ。誠心誠意、頑張らせてもらうから、ひとつよろしく頼むぜ」
　それを聞いた僕は、もちろんそのことを許諾すると同時に、
「ええ、よろしくお願いします。あ、二枚目に書いてくださいよ、先生……」
　と、ちょっとだけ贅沢を言っておいたのだが、はたしてどうなるのだろうか。まあ、あまり期待はしないことにしておこう。
　――とにかく今は、千尋さんや原さん、佐々木さんや瀬尾さんの無事を祈ろう。
　梅雨が去り、ますます夏らしさを増してゆく空を一べつすると、僕は悠一さんやＵ先生と一緒に、成田を後にした。
　遠くの空に入道雲が浮かぶ、七月中旬のある土曜日のことだった。




醜い五線譜　終
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